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当初 設計書

令和５年度

新営工事（建築工事）

運工-4

可児市運動公園グラウンド整備工事（管理棟新築工事）

◎注意事項

　この内訳書の工事項目及び数量は、積算する上での参考
資料です。
　積算の際は、設計図面にて工事項目及び数量を拾い出し
積算して下さい。

可児市 市民文化部 文化スポーツ課



運工-4 工事箇所

１． 一般事項
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工事番号 可児市坂戸地内 施設名 可児市運動公園グラウンド

工事名 可児市運動公園グラウンド整備工事（管理棟新築工事）

理         由  工　　事　　概　　要 

可児市運動公園は地域防災計画上、広域避難
場所、救援物資の集配拠点、救援救護の活動
拠点に位置図けられており、南海トラフ地震
等に備え、早期に防災活動拠点としての機能
の拡充・拡大を図るために整備が必要とな
る。
運動公園グラウンドは30年以上経過し、経年
劣化により照明柱やスタンド、管理棟などの
施設に不具合が生じているほか、雨水により
土砂が流出しグラウンドの表面に凹凸ができ
るなど、利用者の支障となっているため、防
災公園（地域防災拠点）として整備を行う。

可児市運動公園グラウンド整備工事（管理棟新築等工事）

管理棟新築等工事に伴う、建築・電気・機械設備工事　　１式

金     額 円 内消費税相当額 円

特  記  仕  様  書

受注者は、工事請負契約書、可児市建設工事共通仕様書及び特記仕様書に基づき施工するものとする。なお、特
記仕様書は共通仕様書に優先する。

受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき品質の証明を実施しなけれ
ばならない。

提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打合
簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出する場合は、別添様式に基づき、電
子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項につ
いては、監督員と協議する。

建設副産物有効利用及び適正処理について

受注者は、建設副産物を排出するにあたっては、建設リサイクル法を遵守するとともに、「岐阜県建設副産物有効利
用及び適正処理実施要綱」により、適切に実施すること。

建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事間流用ができなくなった場
合は、別途協議する。また受注者の都合により処分場を変更する時は監督員に報告するものとする。なお、「岐阜県
埋立て等の規制に関する条例」及び「岐阜県建設発生土管理基準」に基づき適正な利用の推進を図ること。

使用材料

生コンクリートについて
本工事に使用するコンクリートの水セメント比は、鉄筋コンクリート（24N/ｍｍ2以上）については55％以下、無筋コンク
リート及び鉄筋コンクリート（21N/ｍｍ2以下）については60％以下、均しコンクリートについては60％程度とし、品質を
証明する書類を提出して、事前に監督員の許可を得ること。

工事施工について

受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行い、トラブルの生じないよう
努めること。

工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、支障を及ぼさないよう相当
の防護工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与えた場合は、請負人の責任において復旧しなければな
らない。調査に際しては、記録保存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。

工事保険について

本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間につい
て、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物等）に
加入するものとする。

この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事です。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基本的に「その日のうち」
に回答するよう対応することです。ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議
のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

ワンデーレスポンスの取組について

実施にあたっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施行程を比較照査し、差異が生じた場合は速
やかに監督員へ報告すること。

受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。
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その他図面特記仕様書による。

現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐が義務付けられているが、契約締
結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中止し
ている期間については、監督員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。
また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人又は専任でない主任技術者を兼務することができる。
　１．他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。
　２．他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。
　３．兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。
　４．兼務を行う工事の請負代金額の合計が４，０００万円未満であること。
　５．発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができること。
なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者との連絡体制が確保されていな
いと監督員の認めた場合は、兼務を取り消すものとする。
現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代理人兼務届を提出しなけれ
ばならない。

(１) 受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理由
が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するとともに、
可児市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号により可児
市に報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設工事請負契約に係る指名停止措置要領に基
づき、指名停止等の措置を行うことがある。

電子納品について

「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容については、監督員と事前に協議し、決
定すること。

暴力団等による不当介入における通報義務について

法定外の労災保険の付保

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

(２) 受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事等を完了することができな
いときは、発注者に履行期間の延長変更を請求することができる。

　公共施工区域内に可児市公共基準点が設置してある場合は、基準点鋲を滅失・き損または、その効用に支障をきたすこ
とのないよう充分に留意すること。施工上止むを得ず支障となる場合は、事前に監督員に報告すること。

統一の一斉休工の取組について

可児市公共基準点の保全について

・工事用水・電気については施設内のものを使用することができる。ただし、有償とする。

本工事は「建設現場の週休２日」の普及および浸透に向けて、「公共工事における統一の一斉休工（略称：まんなかホリ
デー）」に取組む対象工事である。なお、本取組は強制的な一斉休工や工程の調整を求めるものではない。

対象工事は、工事着手日〜工事の終期（契約工期末）までの期間において、毎月第２土曜日の一斉休工に積極的に取組
むものとする。なお、統一の一斉休工の実施日が変更となった場合は、別途、監督員より協議する。

統一の一斉休工の実施状況について、発注者より確認やアンケートを求められた場合は、受注者はこれに協力するものと
する。

その他

現場代理人の兼務について

建築物・工作物等の解体・改修工事に伴うアスベスト調査について

工事規模、請負金額にかかわらず事前にアスベストの使用の有無の事前調査を行うこと。
また、一定規模以上の工事は、事前調査結果を岐阜県に報告すること。

・国土交通省大臣官房庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（建築・電気設備・機械設備工事編）　最新版

・国土交通省大臣官房庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（建築・電気設備・機械設備工事編）　最新版



工事名

施工条件
明示項目 明示事項 制約条件等

工 程 Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．協議済機関及び内容( ）

Ｂ．未協議機関及び内容( ）

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．協議済内容( ）

Ｂ．未協議内容( ）

８．施工時期
９．その他 Ａ．その他（ ）

用 地 Ａ．区間(No. ～ No. ）

Ｂ．着工見込時期( ）

Ｃ．内容（ ）

Ａ．場所（ ）

Ｂ．処理の見込み時期( ）

Ｃ．未買収地への立ち入り可否( ）

Ａ．官有地

Ｂ．民有地

Ｃ．その他（ ）

Ｄ．別途協議

４．その他 Ａ．その他（ ）

公 害 対 策 Ａ．騒音（ ）

Ｂ．振動（ ）

Ｃ．水質（ ）

Ｄ．その他（ ）

２．事業損失防止に関する調査あり Ａ．調査の項目( ）

３．環境影響調査あり Ａ．生物・植物調査あり

４．土壌汚染対策法に関する届出
Ａ．発注者による含有調査(解体工事特記仕様書参照 ）

Ｂ．受注者による含有調査

Ｃ．調査結果の報告(一定規模以上)

Ａ．フロン回収あり

Ｂ．その他（ ）

安 全 対 策 Ａ．全面通行止め

Ｂ．片側通行止め

Ｃ．時間制限あり（ ）

Ａ．迂回路あり

Ｂ．仮設歩道必要

Ａ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｂ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｃ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｄ．交替要員あり

Ａ．工法制限あり（ ）

Ｂ．作業時間制限あり( ）

Ａ．協議済内容( ）

Ｂ．未協議内容( ）

６．その他 Ａ．その他（ ）

工 事 用 道 路 Ａ．搬入経路指定あり

Ｂ．時間帯制限あり

Ａ．一般交通供用あり

Ｂ．安全施設必要（ ）

Ｃ．路面工（ ）

Ｄ．工事完了後存続又は撤去（ ）

Ｅ．構造（ ）

Ｆ．用地（借地）

Ｇ．用地（公用地）

Ｈ．用地（その他）

３．その他 Ａ．その他（ ）

指 定 仮 設 備 １．仮設物の指定又は一部指定あり Ａ．工種（ ）

Ａ．工種（ ）

Ｂ．内容（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ）

２．仮設構造物の転用、兼用あり

１．一般道路（搬入路）の使用制限

２．仮設道路の設置条件あり

４．鉄道等の近接作業制限あり

５．バス路線（運行者との協議）

３．交通整理員

１．交通規制あり

２．通学路あり

Ａ．届出済（3,000㎡以上の土地の形質の変更、工事着手30日前まで）

６．その他

５．石綿含有に関する事前調査

１．用地補償物件撤去まで着工制限あり

１．施工方法の制限あり

７．文化財協議（文化財課）

２．工事用地の未買収

３．仮設ヤードの有無

Ａ. 施工時期（　担当課と協議による　）

特記仕様書
（条件明示）

可児市運動公園グラウンド整備工事（管理棟新築工事）

下記項目、事項のうちレ印該当欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する。
なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、市と協議し適切な処置を講ず
るものとする。

１．関連する別途発注工事あり
可児市運動公園グラウンド整備工事（土木工事）（電気設備工事）（本部棟改修工事）

令和５年３月末

２．他機関協議による工程条件あり

５．建築確認

６．河川区域、保全区域内作業あり

３．他機関との協議状況

４．占用許可状況（　　　　　　　　）



明示項目 明示事項 制約条件等

Ａ．運搬距離（ km ）

１．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．投棄料計上あり

［場所が未確定］ Ｃ．整地（押土、敷均、締固等）必要

Ｄ．整地（押土）必要

Ａ．盛土、埋戻

２．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．ストックヤード利用あり（ ）

［自工事へ流用］ Ｃ．仮置場必要（ ）

Ｄ．運搬距離（ km ）

Ｅ．仮置場の用地借上費計上あり

Ａ．場所（ ）

Ｂ．盛土、埋戻

Ｃ．整地（押土、敷き均し、転圧）あり

３．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

［他工事へ流用、または処分地指定］ Ｅ．仮置場必要（ ）

Ｆ．運搬距離（ km ）

Ｇ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｈ．処分料計上あり

Ａ．他工事名（ ）

Ｂ．請負者運搬あり（運搬距離 km ）

４．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｃ．盛土、埋め戻し

［他工事からの流用］ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

建 設 発 生 土 Ｅ．仮置場必要（ ）

建 設 （ 産 業 ） 廃 棄 物 Ｆ．仮置場の用地借上費計上あり

関 係 Ａ．種類（ ）

５．産業廃棄物の処理条件あり Ｂ．場所（ ）

[特別管理産業廃棄物］ Ｃ．中間処理施設までの運搬距離（ km ）

Ｄ．処理費計上あり

Ａ．槽内洗浄必要

Ｂ．可児市環境課と打合せの必要あり

Ａ．産業廃棄物管理票（マニフェスト）

７．「岐阜県建設副産物有効利用及び適正処理実
　　施要綱」に基づく提出・提示書類あり Ｃ．コブリス

Ｄ．廃棄物処理委託契約、許可書

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
工 事 支 障 物 件 Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．管理者による高さ調整 （ ）
Ｂ．請負者による高さ調整 （ ）
Ａ．移設時期 （ ）
Ｂ．移設時期 （別途協議）

８．その他 Ａ．その他（ ）

１．濁水、湧水処理条件あり Ａ．方法（ ）

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．ＲＣ

Ｂ．アスファルト再生合材（30％再生）

Ｃ．アスファルト再生合材（100％再生）

Ｅ．

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．納入場所( ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．引渡し場所( ）

Ａ．仮設費（ ）

Ｂ．安全費（ ）

Ｃ．営繕費（ ）

Ｄ．地域連携（ ）

４．「可児市工事品質証明実施要領」該当あり Ａ．品質証明員の配置あり

Ａ．範囲（ ）

Ｂ．時期（ ）

６．その他 Ａ．その他（ ）

５．部分使用

２．支給材あり

３．現場環境改善

Ｄ．再生材を使用できない場合別途協議

そ の 他

１．現場発生材あり

再 生 材 使 用
１．再生材使用指定あり

排 水 工 関 係

７．占用支障物件あり（その他）

６．占用支障物件あり（ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、仕切り弁蓋等）

３．占用支障物件あり（水道）

４．占用支承物件あり（下水道）

５．占用支障物件あり（ガス）

６．浄化槽、汲み取り便槽の取壊し処分あり

２．占用支障物件あり（電話）

Ｂ．建設発生土管理状況書類及び処理地の関係図書

１．占用支障物件あり（電気）



可児市運動公園グラウンド整備工事（管理棟新築工事）

A 建築工事 1.0 式

E 電気設備工事 1.0 式

M 機械設備工事 1.0 式

Ⅰ 直接工事費　　　計 1.0 式

Ⅱ 共通仮設費 （共通仮設工事費積上分を含む） 1.0 式

　 純工事費　　　計 　 　

　
Ⅲ 現場管理費 1.0 式

工事原価　　　計

　 　 　
　

Ⅳ 一般管理費等負担額 1.0 式

工事価格　　計

　
Ⅴ 消費税相当額 1.0 式

総　　合　　計

金　　　　額 備　　　　　　　　　　考記号 工    事    名    称 摘　　　　　　　　　要 数　　量 単位 単　　　価

　　総　括 1 内訳書　　　



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A 建築工事

A-1 直接仮設工事 1.0 式

A-2 基礎工事 1.0 式

A-3 ユニット工事 1.0 式

A-4 内外装工事 1.0 式

A-5 上屋工事 1.0 式

A-6 階段工事 1.0 式

A-7 管理棟解体工事 1.0 式

A-8 ダッグアウトＡＢ解体工事 1.0 式

A-9 ダッグアウトＣＤ等解体工事 1.0 式

A-10 本部席（東）解体工事 1.0 式

A-11 受変電基礎工事 1.0 式

　 合　　　　　計

名　　　　　称

（  2　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A-1 直接仮設工事

 遣方 150.0 ｍ2

 墨出し 躯体・仕上共 150.0 ｍ2

 外部足場(脚立足場） 直列 72.2 ｍ

 内部足場(脚立足場） 144.0 ｍ2

 養生 144.0 ｍ2

 清掃・片付け費(施工中) 144.0 ｍ2

 竣工時清掃 144.0 ｍ2

小計

改め計

名　　　　　称

（  3　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A-2 基礎工事

＜土工事＞

 根切り ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 90.9 ｍ3

 床付け ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 138.0 ｍ2

 埋戻し 45.1 ｍ3

 発生土処分 場内仮置き 45.8 ｍ3

 土工機械運搬 1.0 式

 平板載荷試験 1.0 箇所

＜地業工事＞

 砕石敷 再生砕石 基礎下 15.0 ｍ3

 砂敷 2.9 ｍ3

 床下防湿層敷 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15 138.0 ｍ2

＜鉄筋工事＞

 異形鉄筋 SD295 D10 0.5 ｔ

 異形鉄筋 SD295 D13 1.6 ｔ

名　　　　　称

（  4　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 0.06 ｔ

 鉄筋加工組立 2.0 ｔ

 鉄筋運搬 2.0 ｔ

 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M12-300 37.0 本

 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込 37.0 本

＜ｺﾝｸﾘｰﾄ工事＞

 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc-21-18-20 32.8 ｍ3

 捨ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc-18-15-20 2.4 ｍ3

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 32.8 ｍ3

 ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 1.0 回

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 人力 捨ｺﾝｸﾘｰﾄ 2.4 ｍ3

＜型枠工事＞

 普通合板型枠 基礎部 59.7 ｍ2

 打放し型枠 43.9 ｍ2

 型枠運搬 108.0 ｍ2

 面木 165.0 ｍ

名　　　　　称

（  5　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 ｽﾘｰﾌﾞ φ200 1.0 本

 ｽﾘｰﾌﾞ取付 φ200 6.0 箇所

 床下換気口 取付共 17.0 箇所

＜左官工事＞

 床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上 金鏝 118.0 ｍ2

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 基礎天端 72.8 ｍ

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 巾木 19.5 ｍ2

小計

改め計

名　　　　　称

（  6　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A-3 ユニット工事

＜西棟＞

 93MS1（平屋専用ﾌﾚｰﾑ） 本体費 4.0 棟

 FIXﾌﾛﾝﾄｻｯｼ 本体費(材工) 3.0 箇所

 片開きﾌｶﾞﾗｽﾄﾞｱ 本体費(材工) 2.0 箇所

 引戸ｶﾞﾗｽ 本体費(材工) 1.0 箇所

 間柱 本体費(材工) 38.0 箇所

 壁ﾊﾟﾈﾙ 本体費(材工) 25.0 箇所

 引戸ﾌﾛﾝﾄｻｯｼ 本体費(材工) 2.0 箇所

 窓ﾊﾟﾈﾙ 本体費(材工) 2.0 箇所

 小窓ﾊﾟﾈﾙ 本体費(材工) 2.0 箇所

 引戸 本体費(材工) 1.0 箇所

 ﾃﾞｯｷ手摺無し-93 本体費 2.0 箇所

 ｶﾗｰﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ 塗装費 4.0 棟

 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ φ100 防火設備 1.0 箇所

 ﾌﾟﾛﾍﾟﾗﾌｧﾝ φ200 3.0 箇所

 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ φ150 1.0 箇所

名　　　　　称

（  7　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 給気口 φ100 防火設備 1.0 箇所

 給気口 φ150 4.0 箇所

 ﾃﾞｯｷ手摺無し 設置工事費 2.0 基

 93MS1桁連棟部材 本体費 2.0 箇所

 93MS1妻連棟部材 本体費 2.0 箇所

 93MS1 設置工事費 4.0 棟

 93MS1桁連棟 連棟工事 2.0 箇所

 93MS1妻連棟 連棟工事 2.0 箇所

 93MS1 建方ﾚｯｶｰ費 1.0 台

 93MS1 搬入運搬費 4.0 棟

 ﾃﾞｯｷ-93 搬入運搬費 2.0 基

 特車申請 申請費 1.0 式

 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部特注部分 構造特注設計変更 1.0 式

 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部特注部分 改造補強工事費 2.0 箇所

 工場施工分 ｽｲｯﾁ･ｺﾝｾﾝﾄ 4.0 棟

 庇 ｱﾙﾌｨﾝ 2.0 箇所

 特注ﾃﾞｯｷ手摺 2.0 基

 93ﾃﾞｯｷ手摺特注設計費 1.0 式

名　　　　　称

（  8　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

＜東棟＞

 75MS1 本体費 2.0 棟

 引戸ｶﾞﾗｽ 本体費(材工) 4.0 箇所

 間柱 本体費(材工) 16.0 箇所

 壁ﾊﾟﾈﾙ 本体費(材工) 12.0 箇所

 窓ﾊﾟﾈﾙ 本体費(材工) 2.0 箇所

 ﾃﾞｯｷ手摺無し-75 本体費 1.0 箇所

 ｶﾗｰﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ 塗装費 2.0 棟

 ﾌﾟﾛﾍﾟﾗﾌｧﾝ φ200 2.0 箇所

 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ φ150 2.0 箇所

 桁連棟部材75MS1 1.0 箇所

 桁連棟部材75MS1 1.0 箇所

 75MS1 2.0 棟

 ﾃﾞｯｷ手摺無し 設置工事費 1.0 箇所

 75MS1 建方ﾚｯｶｰ費 1.0 車

 75MS1 搬入運搬費 2.0 棟

 ﾃﾞｯｷ手摺無し 搬入運搬費 1.0 基

名　　　　　称

（  9　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部特注部分 構造特注設計変更 1.0 式

 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部特注部分 改造補強工事費 1.0 式

 工場施工分 ｽｲｯﾁ･ｺﾝｾﾝﾄ 2.0 棟

 庇 ｱﾙﾌｨﾝ 1.0 箇所

 特注ﾃﾞｯｷ手摺 1.0 箇所

 93ﾃﾞｯｷ手摺特注設計費 1.0 式

 専門業者諸経費 1.0 式

 規格手摺 1.0 式

小計

改め計

名　　　　　称

（  10　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A-4 内外装工事

＜石工事＞

 汚垂石 900*600 4.0 枚

 張付手間 1.0 式

＜木工事＞

 床 捨張り合板 t5.5 120.0 ｍ2

 建具取付費 引き戸 1.0 箇所

＜金属工事＞

 軽量鋼製壁下地 LGS W65 直張り 48.4 ｍ2

 開口補強 LGS W65 1.0 箇所

 軽量鋼製壁下地 LGS W50 直張り 24.1 ｍ2

 軽量鋼製天井下地 LGS t19 38.0 ｍ2

 軽量鋼製天井下地 LGS t25 82.5 ｍ2

＜建具工事＞

 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ TB-1 1.0 箇所

 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ TB-2 1.0 箇所

 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ TB-3 1.0 箇所

 木製建具 WD-1 1.0 箇所

名　　　　　称

（  11　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 建材搬入費 1.0 箇所

＜内装工事＞

 床 長尺塩ビｼｰﾄ 抗菌 84.5 ｍ2

 床 長尺塩ビｼｰﾄ 消臭･抗菌･抗ｳｨﾙｽ 35.9 ｍ2

 ｿﾌﾄ巾木 H60 40.4 ｍ2

 壁 PB t12.5 91.3 ｍ2

 壁 継ぎ目処理 43.3 ｍ2

 壁 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張 43.3 ｍ2

 壁 ﾒﾗﾐﾝ化粧板
ｼｰﾘﾝｸﾞ工法
ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ共 48.0 ｍ2

 天井 化粧PB 不燃 120.0 ｍ2

 塩ビ廻縁 114.0 ｍ

 壁断熱材 42.8 ｍ2

＜雑工事＞

 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 1.72*1.1 2.0 箇所

 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 1.72*1.4 2.0 箇所

 横ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ取付費 8.6 ｍ2

 ﾊﾞｰﾁｶﾙﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 42.2 ｍ2

 縦ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ取付費 42.2 ｍ2

名　　　　　称

（  12　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 室名札 200* 60 ｱﾙﾐ 5.0 箇所

 ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ 200*200 ｱﾙﾐ 3.0 箇所

 ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ 取付共 1.0 式

 ｿﾌｧｰ W1800xD400XH400 18.0 台

 組立費 18.0 台

 滑止模様付 歩道U字溝用 360用　細目 隙間6mm 1.0 箇所

 滑止模様付 歩道U字溝用 180用　細目 隙間6mm 2.0 箇所

 滑止模様付 歩道U字溝用 100用　細目 隙間6mm 2.0 箇所

＜排水工事＞

 雨水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ □240 6.0 箇所

 雨水配管 VP75 3.8 ｍ

 雨水配管 VP50 13.0 ｍ

 雨水配管 VP50 4.4 ｍ

小計

改め計

名　　　　　称

（  13　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A-5 上屋工事

＜土工事＞

 根切り 布堀 19.0 ｍ3

 床付け 布堀 20.3 ｍ2

 埋戻し 6.5 ｍ3

 発生土処分 場内仮置き 7.0 ｍ3

 盛土 5.5 ｍ3

＜地業工事＞

 砕石敷 再生砕石 基礎下 2.0 ｍ3

 砕石敷 再生砕石 土間下 3.4 ｍ3

 砂敷 1.1 ｍ3

 床下防湿層敷 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15 25.1 ｍ2

＜鉄筋工事＞

 異形鉄筋 SD295 D10 0.2 ｔ

 異形鉄筋 SD295 D13 0.8 ｔ

 鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 0.03 ｔ

 鉄筋加工組立 1.0 ｔ

 鉄筋運搬 1.0 ｔ

名　　　　　称

（  14　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

＜ｺﾝｸﾘｰﾄ工事＞

 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc-21-18-20 8.8 ｍ3

 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc-21-18-20 5.0 ｍ3

 捨ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc-18-15-20 0.4 ｍ3

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 人力 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 8.8 ｍ3

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 人力 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 5.0 ｍ3

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 人力 捨ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.4 ｍ3

＜型枠工事＞

 普通合板型枠 基礎部 24.8 ｍ2

 打放し型枠 43.9 ｍ2

 型枠運搬 68.7 ｍ2

 面木 34.7 ｍ

＜左官工事＞

 床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上 金鏝 30.2 ｍ2

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 基礎天端 31.8 ｍ

 ｽﾛｰﾌﾟ部 ﾓﾙﾀﾙ塗 箒目仕上 13.2 ｍ2

名　　　　　称

（  15　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

＜金属工事＞

 ｽﾛｰﾌﾟ手摺 SUS製 φ34 11.1 ｍ

 鋼製手摺 ﾕﾆｯﾄﾊｳｽに記載

 接着系ｱﾝｶｰ M-12 24.0 本

 取付手間 1.0 式

＜排水工事＞

 雨水配管 VP75 3.6 ｍ

 雨水配管 VP65 8.0 ｍ

 雨水配管 VP50 11.0 ｍ

 掃除口 COA75 1.0 箇所

＜上屋本体工事＞

 ｽﾏｰﾄﾎﾟｰﾙ R ﾜｲﾄﾞはね出し 1.0 Set

 LED照明 2.0 個

 取付費 1.0 式

 運搬費 1.0 Set

小計

改め計

名　　　　　称

（  16　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A-6 階段工事

＜土工事＞

 根切り 布堀 2.5 ｍ3

 床付け 布堀 4.5 ｍ2

 埋戻し 0.8 ｍ3

 発生土処分 場内仮置き 1.6 ｍ3

 盛土 0.1 ｍ3

＜地業工事＞

 砕石敷 再生砕石 基礎下 0.5 ｍ3

 砕石敷 再生砕石 土間下 0.3 ｍ3

＜鉄筋工事＞

 異形鉄筋 SD295 D10 0.1 ｔ

 異形鉄筋 SD295 D13 0.1 ｔ

 鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 0.01 ｔ

 鉄筋加工組立 0.2 ｔ

 鉄筋運搬 0.2 ｔ

名　　　　　称

（  17　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

＜ｺﾝｸﾘｰﾄ工事＞

 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc-21-18-20 2.6 ｍ3

 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc-21-18-20 0.2 ｍ3

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 人力 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 2.6 ｍ3

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 人力 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.2 ｍ3

＜型枠工事＞

 普通合板型枠 基礎部 7.3 ｍ2

 打放し型枠 8.2 ｍ2

 型枠運搬 15.5 ｍ2

 面木 15.6 ｍ

＜左官工事＞

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 基礎天端 8.7 ｍ

 階段部 ﾓﾙﾀﾙ塗 箒目仕上 5.0 ｍ2

＜金属工事＞

 階段手摺 SUS製 φ34 5.7 ｍ

名　　　　　称

（  18　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

小計

改め計

名　　　　　称

（  19　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A-7 管理棟解体工事

＜仮設工事＞

 外部足場 単管1本足場 449.0 m2

 垂直養生 防音ｼｰﾄ 449.0 m2

 脚立足場 並列 1箇月 300.0 m2

＜解体工事＞

 鉄骨造 2階建解体 重量級 300.0 m2

 内部造作解体 集積積込迄 300.0 m2

 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ解体 集積積込共 74.6 m3

 ｺﾝｸﾘｰﾄ鉄筋切断 42.3 m3

 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ解体 分別集積積込共 37.1 m3

 雑ｺﾝｸﾘｰﾄ解体 集積積込共 30.6 m3

 塩ビｼｰﾄ剥し 分別解体 ｱｽﾍﾞｽﾄLv3 85.9 m2

 壁 PB剥し 分別解体 ｱｽﾍﾞｽﾄLv3 313.0 m2

 天井 化粧PB剥し 分別解体 ｱｽﾍﾞｽﾄLv3 205.0 m2

 天井 大平板剥し 分別解体 ｱｽﾍﾞｽﾄLv3 161.0 m2

 ﾌﾛﾝ回収 能力 10kw/h 1.0 回

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

＜集積積込＞

 集積積込 分別解体 ｱｽﾍﾞｽﾄ屑 5.6 m3

 集積積込 木屑 3.3 m3

 集積積込 金属屑 ｽﾃﾝﾚｽ屑 0.1 ｔ

 集積積込 金属屑 ｱﾙﾐ屑 2.4 ｔ

 集積積込 金属屑 鉄屑 7.3 ｔ

 集積積込 陶器屑 2.4 m3

 集積積込 硝子屑 0.2 m3

 集積積込 塩ビ屑 1.2 m3

 集積積込 設備機器 4.6 m3

 集積積込 混載 断熱材 16.6 m3

 集積積込 混載 0.9 m3

＜発生材運搬＞

 発生材運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 146.0 m3

 発生材運搬 ALC屑 27.7 m3

 発生材運搬 鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ 27.8 ｔ

 発生材運搬 鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ 7.9 ｔ

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 発生材運搬 混載 ｱｽﾍﾞｽﾄ 5.6 m3

 発生材運搬 木屑 3.3 m3

 発生材運搬 金属屑 ｽﾃﾝﾚｽ屑 0.1 ｔ

 発生材運搬 金属屑 ｱﾙﾐ屑 2.4 ｔ

 発生材運搬 金属屑 鉄屑 7.3 ｔ

 発生材運搬 陶器屑 2.4 m3

 発生材運搬 硝子屑 0.2 m3

 発生材運搬 塩ビ屑 1.2 m3

 発生材運搬 設備機器 4.6 m3

 発生材運搬 混載 断熱材 16.6 m3

 発生材運搬 混載 0.9 m3

 発生材運搬 蛍光灯 18.3 kg

＜発生材処分＞

 発生材処分 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 146.0 m3

 発生材処分 ALC屑 27.7 m3

 発生材処分 鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ 27.8 ｔ

 発生材処分 鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ 7.9 ｔ

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 発生材処分 混載 ｱｽﾍﾞｽﾄ 5.6 m3

 発生材処分 木屑 3.3 m3

 発生材処分 金属屑 ｽﾃﾝﾚｽ屑 0.1 ｔ

 発生材処分 金属屑 ｱﾙﾐ屑 2.4 ｔ

 発生材処分 金属屑 鉄屑 7.3 ｔ

 発生材処分 陶器屑 2.4 m3

 発生材処分 硝子屑 0.2 m3

 発生材処分 塩ビ屑 1.2 m3

 発生材処分 設備機器 4.6 m3

 発生材処分 混載 断熱材 16.6 m3

 発生材処分 混載 0.9 m3

 発生材処分 蛍光灯 18.3 kg

小計

改め計

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A-8 ダッグアウトＡＢ解体工事

＜仮設工事＞

 外部足場 単管1本足場 104.0 m2

 垂直養生 防音ｼｰﾄ 104.0 m2

 脚立足場 並列 1箇月 48.0 m2

＜解体工事＞

 内部造作解体 ﾍﾞﾝﾁ･棚等 分別解体 48.0 m2

 地上部ｺﾝｸﾘｰﾄ解体 分別集積積込共 25.2 m3

 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ解体 集積積込共 26.1 m3

 ｺﾝｸﾘｰﾄ鉄筋切断 26.1 m3

＜集積積込＞

 集積積込 木屑 0.50 m3

 集積積込 金属屑 ｱﾙﾐ屑 0.04 ｔ

 集積積込 金属屑 鉄屑 0.10 ｔ

 集積積込 設備機器 0.30 m3

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

＜発生材運搬＞

 発生材運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 51.3 m3

 発生材運搬 鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ 5.10 ｔ

 発生材運搬 木屑 0.50 m3

 発生材運搬 金属屑 ｱﾙﾐ屑 0.04 ｔ

 発生材運搬 金属屑 鉄屑 0.10 ｔ

 発生材運搬 混載 0.30 m3

 発生材運搬 蛍光灯 2.50 kg

＜発生材処分＞

 発生材処分 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 51.3 m3

 発生材処分 鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ 5.10 ｔ

 発生材処分 木屑 0.50 m3

 発生材処分 金属屑 ｱﾙﾐ屑 0.04 ｔ

 発生材処分 金属屑 鉄屑 0.10 ｔ

 発生材処分 混載 0.30 m3

 発生材処分 蛍光灯 2.50 kg

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

小計

改め計

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A-9 ダッグアウトＣＤ等解体工事

＜仮設工事＞

 外部足場 単管1本足場 90.7 m2

 垂直養生 防音ｼｰﾄ 90.7 m2

 脚立足場 並列 1箇月 32.8 m2

＜解体工事＞

 内部造作解体 ﾍﾞﾝﾁ･棚等 分別解体 32.8 m2

 CB造折板葺 解体 分別解体 32.8 m3

 屋根折版葺 撤去 47.5 m3

 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ解体 集積積込共 8.2 m3

 ｺﾝｸﾘｰﾄ鉄筋切断 8.2 m3

 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ解体 分別集積積込共 6.7 m3

＜集積積込＞

 集積積込 木屑 2.2 m3

 集積積込 金属屑 鉄屑 1.9 ｔ

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 集積積込 塩ビ屑 0.2 m3

 集積積込 設備機器 0.1 m3

＜発生材運搬＞

 発生材運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 21.7 m3

 発生材運搬 鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ 0.7 ｔ

 発生材運搬 鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ 1.5 ｔ

 発生材運搬 木屑 2.2 m3

 発生材運搬 金属屑 鉄屑 1.9 ｔ

 発生材運搬 塩ビ屑 0.2 m3

 発生材運搬 混載 0.1 m3

 発生材運搬 蛍光灯 1.0 kg

＜発生材処分＞

 発生材処分 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 21.7 m3

 発生材処分 鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ 0.7 ｔ

 発生材処分 鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ 1.5 ｔ

 発生材処分 木屑 2.2 m3

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 発生材処分 金属屑 鉄屑 1.9 ｔ

 発生材処分 塩ビ屑 0.2 m3

 発生材処分 混載 0.1 m3

 発生材処分 蛍光灯 1.0 kg

＜ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ解体＞

 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置 解体 集積積込共 2.3 m2

 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ解体 0.4 m3

 発生材運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 0.4 m3

 発生材運搬 金属屑 鉄屑 0.1 ｔ

 発生材処分 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 0.4 m3

 発生材処分 金属屑 鉄屑 0.1 ｔ

小計

改め計

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A-10 本部席（東）解体工事

＜仮設工事＞

 鋼管1本足場 単管1本足場 55.4 m2

 防音ｼｰﾄ 防音ｼｰﾄ 55.4 m2

＜解体工事＞

 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造 解体 分別解体 8.9 m2

 付属棟ｶｰﾎﾟｰﾄ 解体 分別解体（アルミ造） 4.4 m2

 片流れ上屋解体 分別解体（軽量鉄骨造） 8.4 m2

 ｺﾝｸﾘｰﾄ独立基礎解体 集積積込共 0.5 m3

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ基礎解体 集積積込共 0.2 m3

 塩ビｼｰﾄ剥し 分別解体 ｱｽﾍﾞｽﾄLv3 8.6 m2

 壁 化粧PB剥し 分別解体 ｱｽﾍﾞｽﾄLv3 19.7 m2

 天井 化粧PB剥し 分別解体 ｱｽﾍﾞｽﾄLv3 8.6 m2

＜集積積込＞

 集積積込 分別解体 ｱｽﾍﾞｽﾄ屑 0.4 m3

 集積積込 金属屑 ｱﾙﾐ屑 0.1 ｔ

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 集積積込 金属屑 鉄屑 0.3 ｔ

 集積積込 塩ビ屑 0.4 m3

 集積積込 混載 1.4 m3

＜発生材運搬＞

 発生材運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 0.7 m3

 発生材運搬 混載 ｱｽﾍﾞｽﾄ 0.4 m3

 発生材運搬 金属屑 ｱﾙﾐ屑 0.1 ｔ

 発生材運搬 金属屑 鉄屑 0.3 ｔ

 発生材運搬 塩ビ屑 0.4 m3

 発生材運搬 混載 2.8 m3

＜発生材処分＞

 発生材処分 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 0.7 m3

 発生材処分 混載 ｱｽﾍﾞｽﾄ 0.4 m3

 発生材処分 金属屑 ｱﾙﾐ屑 0.1 ｔ

 発生材処分 金属屑 鉄屑 0.3 ｔ

 発生材処分 塩ビ屑 0.4 m3

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

 発生材処分 混載 2.8 m3

小計

改め計

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

A-11 受変電基礎工事

＜土工事＞

 根切り ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 2.9 ｍ3

 埋戻し 0.8 ｍ3

 平板載荷試験 1.0 箇所

 発生土処分 場内仮置き 2.1 ｍ3

＜鉄筋＞

 異形鉄筋 0.15 t

 異形鉄筋 0.03 t

鉄筋加工組立 0.17 t

鉄筋運搬 0.17 t

＜ｺﾝｸﾘｰﾄ＞

 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 4.50 ｍ3

 捨ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.60 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 4.50 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 0.60 ｍ3

＜型枠＞

普通合板型枠 5.90 ｍ2

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

＜左官工事＞

 床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上 10.0 ｍ2

小計

改め計

名　　　　　称

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

共通仮設積上費

アンカー引張試験費 1.0 式

化学物質濃度測定 3検体 1.0 式

小計

改め計

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

Ｍ 機械設備工事

M-1 給水設備工事 1.0 式

M-2 排水通気設備工事 1.0 式

M-3 衛生器具設備工事 1.0 式

M-4 空調設備工事 1.0 式

M-5 下水道引込工事 1.0 式

合　　計

　

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

M-1 給水設備工事

耐衝撃性塩化ビニール管 便所配管 HIVP 30 2.5 ｍ

耐衝撃性塩化ビニール管 便所配管 HIVP 25 2.7 ｍ

耐衝撃性塩化ビニール管 便所配管 HIVP 20 51.3 ｍ

耐衝撃性塩化ビニール管 地中配管 HIVP 30 0.8 ｍ

耐衝撃性塩化ビニール管 地中配管 HIVP 20 0.4 ｍ

仕切弁 GV32 2.0 個

仕切弁 GV20 1.0 個

弁桝 VC-1 1.0 組

弁桝 VC-P 2.0 組

保温工事費 1.0 式

土工事費 深さ0.4ｍ程度 1.0 式

スリーブ工事費 1.0 式

小計

　 改め計

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

M-2 排水通気設備工事

硬質塩化ビニール管 便所配管 VP 100 9.3 ｍ

硬質塩化ビニール管 便所配管 VP 75 15.8 ｍ

硬質塩化ビニール管 便所配管 VP 65 3.2 ｍ

硬質塩化ビニール管（通気） 便所配管 VP 65 3.8 ｍ

硬質塩化ビニール管 便所配管 VP 50 7.6 ｍ

硬質塩化ビニール管（通気） 便所配管 VP 50 7.4 ｍ

硬質塩化ビニール管 便所配管 VP 40 9.9 ｍ

硬質塩化ビニール管（通気） 便所配管 VP 40 1.9 ｍ

硬質塩化ビニール管 地中配管 VP 100 7.8 ｍ

硬質塩化ビニール管 地中配管 VP 75 0.6 ｍ

硬質塩化ビニール管 地中配管 VP 50 0.2 ｍ

床上掃除口 COV2-100 3.0 個

床上掃除口 COV2-80 3.0 個

床排水金物 CODD-50 3.0 個

通気金物 BBA-65 1.0 個

塩ビ製小口径桝　A 90L　100-200　塩ビ製蓋共 1.0 組

　 塩ビ製小口径桝　B 90Y　100-200　塩ビ製蓋共 1.0 組

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

塩ビ製小口径桝　C 90Y　100-200　塩ビ製蓋共 1.0 組

塩ビ製小口径桝　D 90Y　100-200　塩ビ製蓋共 1.0 組

塩ビ製小口径桝　E 90Y　100-200　塩ビ製蓋共 1.0 組

塩ビ製小口径桝　F 90Y　100-200　塩ビ製蓋共 1.0 組

塩ビ製小口径桝　G 90Y　100-200　塩ビ製蓋共 1.0 組

貫通孔 φ100 1.0 か所

土工事費 深さ0.55～0.68ｍ程度 1.0 式

スリーブ工事費 1.0 式

小計

　 改め計

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

M-3 衛生器具設備工事

洋風大便器 CS232B 6.0 組

小便器 UFH500 4.0 組

壁掛手洗器 L30D 4.0 組

掃除流し SK22A 2.0 組

化粧鏡 YM3545AE 4.0 枚

小便器手すり T112CU22 1.0 個

多目的洋風便器 CS232B 1.0 組

洗面器 L270C 1.0 組

化粧鏡 YM4560AE 1.0 枚

跳ね上げ手すり T112HK8R 1.0 個

L型手すり T112CL10 1.0 個

小計

　 改め計

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

M-4 空調設備工事

RAC-1 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 冷房4.0kw/暖房5.0kw 2.0 台

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ

転倒防止金具　共

RAC-2 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 冷房2.2kw/暖房2.2kw 1.0 台

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ

転倒防止金具　共

保温付き冷媒管 R0 φ6.4／φ9.5 15.8 ｍ

硬質塩化ビニール管 屋内一般 VP 20 8.5 ｍ

硬質塩化ビニール管 地中配管 VP 20 4.2 ｍ

電源連絡線 EM-CE2.0-3c 15.5 ｍ

貫通孔 φ50 3.0 か所

保温工事費 1.0 式

土工事費 深さ0.3ｍ程度 1.0 式

スリーブ工事費 1.0 式

小計

　 改め計

名　　　　　称
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摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

M-5 下水道引込工事

硬質塩化ビニール管 地中配管　VP　100 5.1 ｍ

公共桝（塩ビ製）
200-100　ST　GL-800
塩ビ蓋共 1.0 組

カッター切り 10.6 ｍ

舗装はつり撤去 8.5 ㎡

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧 8.5 ㎡

下水道本管分岐取り出し φ100 1.0 か所

積込み 8.5㎡ｘ0.1m=0.85㎥ 0.8 ㎥

発生材処理 8.5㎡ｘ0.1m=0.85㎥ 2.0 ㎥

運搬費 トラック　2t車 1.0 台

土工事費 深さ1ｍ程度 1.0 式

小計

　 改め計

名　　　　　称

（  42　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

Ｅ 電気設備工事

E-1 幹線設備工事 1.0 式

E-2 電灯設備工事 1.0 式

E-3 コンセント設備工事 1.0 式

E-4 通信設備工事 1.0 式

E-5 トイレ呼出設備工事 1.0 式

合　　計

　

名　　　　　称

（  43　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

E-1 幹線設備工事

導入線 ﾋﾞﾆﾙ被覆鉄線1.2(管内) 24.0 ｍ

電線管 E39(隠蔽) 9.0 ｍ

電線管 E75(隠蔽) 9.0 ｍ

電線管 G36(露出) 3.0 ｍ

電線管 G70(露出) 3.0 ｍ

P.BOX 400□x300 WP.SUS製 2.0 個

電灯盤 K1L-1 1.0 面

塗装費 電線管（G36） 3.0 ｍ

　〃 電線管（G70） 3.0 ｍ

小計

　 改め計

名　　　　　称

（  44　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

E-2 電灯設備工事

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF1.6-2C(管内) 1.0 ｍ

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF1.6-2C(ｺﾛｶﾞｼ) 40.0 ｍ

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF1.6-3C(管内) 2.0 ｍ

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF1.6-3C(PF内) 6.0 ｍ

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF1.6-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 99.0 ｍ

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF2.0-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 18.0 ｍ

電線管 G16(露出) 1.0 ｍ

電線管 PF-S16(隠蔽) 5.0 ｍ

電線管 F-17.WP 1.0 箇所

ﾒﾀﾙﾓｰﾙ A型 2.0 ｍ

O.BOX　　　VE製 4角中浅,ｶﾊﾞｰ共 19.0 個

ﾒﾀﾙﾓｰﾙBOX 1ｹ用 A型 2.0 個

引出しｱﾀﾞﾌﾟﾀ A型 2.0 個

埋込ｽｲｯﾁ 1P15Ax1 新金P 1.0 個

防水埋込ｽｲｯﾁ 1P15Ax1 1.0 個

埋込ｽｲｯﾁ 1P15Ax1、1P4Ax1 新金P 4.0 個

　 熱線ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ 親機8A 2.0 個

名　　　　　称

（  45　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

熱線ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ 子器,換気扇連動 2.0 個

熱線ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ 子器 1.0 個

熱線ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ 親機,換気扇連動 1.0 個

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A LKx1 新金P 7.0 個

P.BOX 200□x200 WP.SUS製 3.0 個

照明器具 A17 8.0 台

照明器具 A21 5.0 台

照明器具 A25 2.0 台

照明器具 A32 8.0 台

照明器具 支給品取付 2.0 台

塗装費 電線管（G16） 1.0 ｍ

小計

　 改め計

名　　　　　称

（  46　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

E-3 コンセント設備工事

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF2.0-2C(PF内) 5.0 ｍ

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF2.0-2C(ｺﾛｶﾞｼ) 81.0 ｍ

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF2.0-3C(管内) 9.0 ｍ

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF2.0-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 128.0 ｍ

電線管 PF-S16(隠蔽) 5.0 ｍ

ﾒﾀﾙﾓｰﾙ A型 9.0 ｍ

O.BOX　　VE製 4角中浅,ｶﾊﾞｰ共 31.0 個

ﾒﾀﾙﾓｰﾙBOX 1ｹ用 A型 6.0 個

引出しｱﾀﾞﾌﾟﾀ A型 6.0 個

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2 新金P 10.0 個

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax1 ET 新金P 12.0 個

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A.Ex1 新金P 1.0 個

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A.Ex2 防滴ｶﾞｰﾄﾞP 1.0 個

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P20A.Ex1 新金P 2.0 個

防水ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A.ELKx2 1.0 個

小計

　 改め計

名　　　　　称

（  47　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

E-4 通信設備工事

導入線 ﾋﾞﾆﾙ被覆鉄線1.2(管内) 4.0 ｍ

電線管 PF-S28(隠蔽) 4.0 ｍ

O.BOX　　VE製 4角中浅,ｶﾊﾞｰ共 1.0 個

ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ 2連 1.0 枚

P.BOX 200□x200 WP.SUS製 1.0 個

小計

　 改め計

名　　　　　称

（  48　）



摘　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　考

E-5 トイレ呼出設備工事

ｹｰﾌﾞﾙ EM-AE0.9-2C(ｺﾛｶﾞｼ) 7.0 ｍ

O.BOX　　VE製 4角中浅,ｶﾊﾞｰ共 2.0 個

非常押釦 1.0 個

警報ﾗﾝﾌﾟ ﾌﾞｻﾞｰ付 1.0 個

小計

　 改め計

名　　　　　称

（  49　）



位　置　図

工事箇所
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〈　新築工事　〉

建築工事特記仕様書(1)
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〈　電気設備工事　〉
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〈　解体工事　〉

縮尺 (Ａ１)図面番号 図面名称 図面名称 図面名称 図面名称

電気設備工事　特記仕様書

 盤図（電灯）

1/100 電気設備 平面図管理棟

〈　機械設備工事　〉

機械設備工事　特記仕様書

建築工事特記仕様書(2)

建築工事特記仕様書(3)

建築工事特記仕様書(4)

建築工事特記仕様書(5)

建築工事特記仕様書(6)

建築工事特記仕様書(7)

建築工事特記仕様書(8)

管理棟

解体工事特記仕様書(1)

解体工事特記仕様書(2)

K-

K-

35

36

管理棟

管理棟

管理棟

管理棟

管理棟

管理棟 1/30・50

1/30・50

1/5

1/100

1/100仕上表 求積図 平面図 屋根伏図 建具表

立面図 断面図

ユニット部断面詳細図

ユニット部平面詳細図 1/2・5

図示

1/400

管理棟

上屋等 構造図

上屋等 詳細図

東･西棟 構造図

建築工事特記仕様書(2) 参考図

建築工事特記仕様書(3) 参考図

①管理棟

①管理棟

解体図

解体図

①管理棟

①管理棟

①管理棟

①管理棟

①管理棟

①管理棟

①管理棟

①管理棟

①管理棟

①管理棟

①管理棟

③ダッグアウト

③ダッグアウト

解体図

解体図

解体図

各階平面図解体図

解体図

解体図

解体図

解体図

解体図

解体図

解体図

①管理棟

①管理棟

①管理棟

①管理棟

解体図

解体図

解体図

解体図

①管理棟

①管理棟

解体図

解体図

立面図

面積表

仕上表

断面図 屋根伏図

矩計図

階段詳細図

各階天井伏図

展開図(3)

展開図(2)

基礎伏図 基礎詳細図

鉄骨伏図 部材リスト

③ダッグアウト

解体図 平面図 立面図 断面詳細図

③ダッグアウト 解体図 構造図

①管理棟 解体図

①管理棟 解体図

③ダッグアウト

③ダッグアウト

③ダッグアウト 解体図 電灯設備 平面図

③ダッグアウト

①管理棟 解体図

電気設備 配置図

機械設備 配置図

①管理棟 解体図 電灯設備 各階平面図 器具表

①管理棟 解体図 弱電設備 各階平面図

機器 器具リスト表

①管理棟

①管理棟

解体図

解体図

建具配置図 建具表(1)

建具表(2) 展開図(1)

①管理棟 解体図

解体図

軸組図

架構詳細図①管理棟

給排水衛生設備 各階平面図

空調換気設備 各階平面図

③ダッグアウト

解体図

③ダッグアウト 解体図 給排水衛生設備 1階平面図

④ダッグアウト 解体図 平面図 屋根伏図 立面図 断面図

平面図 屋根伏図 立面図⑤本部席

1/100

1/100

1/100

1/500

1/100

1/100

1/100

1/500

1/40

1/40･60

1/30

1/100

1/100

1/30･100

1/50

1/50

1/50

1/50･200

1/100

1/30

1/30

1/100

1/200

1/100

1/100

1/100

1/100

建築工事特記仕様書(1) 参考図

電気設備工事特記仕様書 参考図

機械設備工事特記仕様書 参考図

現況配置図 1/400

K-37

キ タ イ 設 計 株 式 会 社
岐阜県可児市市民文化部文化スポーツ課

可児市運動公園グラウンド整備工事（管理棟新築工事）

M- グラウンド 1/300衛生設備 配置図（改修後）02

M-

M- 管理棟 衛生設備 1階平面図

1/50管理棟 空調設備 1階平面図

03 1/50

04

配置図及び受変電基礎図



図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内

建築工事特記仕様書(1)

- A-01

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名

●

建設発生木材

１

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

【１】　工　事　概　要

【２】　適　用　範　囲

２．敷 地 面 積

３．建築物概要

４．そ　の　他

　 すべての設計図書は相互に補完するものとし、相違がある場合は、上記の順番を優先順位とする。

棟　　　　名 構　　　造 階　　数

㎡

建築面積(㎡) 延べ面積(㎡) 備　　考

　 現場説明書（質疑回答書を含む）、本特記仕様書、図面、標準仕様書に示す範囲とする。

　 本書に特に記載のない事項にあっても、すべて、「標仕」の適用を受けるものとする。

章 項　　　　目

① 適用基準等

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

○

建築工事標準詳細図

敷地調査共通仕様書

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)

公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

建築材料等 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のも

のとする。ただし、同等のものとする場合は監督職員の承諾を受ける。

（評価名簿によるもの）

等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」 にある材料とする。

下記材料品目は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材

また、同評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、評価書の写しを監督職員

に提出し、その確認をもって、品質・性能の確認があったものとすることができる。

②

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

床型枠用鋼製デッキプレート（ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ）、鉄骨柱下無収縮モルタル、

成形伸縮目地材、乾式保護材(防水立上部)、陶磁器質タイル、既製調合モルタル

アルミニウム製建具、鋼製建具、鋼製軽量建具、ステンレス製建具、

錠前類（ｼﾘﾝﾀﾞ箱錠、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞ本締り錠）、クローザー類(ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ、ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ)、自動扉機構（制御装置・駆動装置、検出装置、

制御装置・駆動装置・検出装置）、自閉式上吊り引戸機構(手動開き式)、

重量シャッタｰ、軽量シャッタｰ、ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ、ガラス(ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ、型板ｶﾞﾗｽ、

網入板ｶﾞﾗｽ・線入板ｶﾞﾗｽ、熱線吸収板ｶﾞﾗｽ、倍強度ｶﾞﾗｽ、熱線反射ｶﾞﾗｽ）、

ガラスブロック(中空)、防水剤、現場発泡断熱材、ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（3000N、5000N）、

可動間仕切、移動間仕切(ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ)、トイレブ-ス、煙突用成形ライニング材、

天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム（屋上緑化システム、

屋上緑化軽量システム）、トップライト、エポキシ樹脂、

タイル部分張替え用接着剤、ポリマーセメントモルタル、

（監修：国土交通省）

公共建築木造工事標準仕様書

鋳鉄製ふた（マンホールふた・弁枡ふた）

無収縮グラウト材（ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ形、現場調合形）、押出成形セメント板、

（ﾀｲﾙ工事用）、既製調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材（ﾓﾙﾀﾙ用）、

１

　

　

一

般

共

通

事

項

【３】　工　事　区　分

　 設計図書による。

　 別契約の施工上密接に関連する工事との取合い部分が発生する場合は、別紙工事区分表による。

【４】　工　事　仕　様

1,設計図書による。設計図書に記載されていない事項は、「標仕」のほか別記の適用基準による。

2,項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

3,特記事項は､●印の付いたものを適用する｡●印の付かない場合は､※印の付いたものを適用する｡

（注：監修欄「国土交通省」は国土交通省大臣官房官庁営繕部を示す）

国土交通省（監修：　　　　　）

１

　

　

一

般

共

通

事

項

１

　

　

一

般

共

通

事

項

建築構造設計基準及び参考資料

●

●

●

●

●

●

③ 特別な材料の工法 設計図書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分等

風速（Vo) ○ (平成12年5月31日建設省告示第1454号)

○ Ⅰ ○ Ⅱ Ⅲ ○ Ⅳ

多雪地域の指定 なし ○ あり

者又は監理技術者と同様、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任

しなければならない。

月報は毎月末日に〆め、翌月5日までに提出する。

日報は監督職員の指示による。

週報は毎週（ ）曜日に提出する。

(8.4.3、8.5.3)

(10.5.3)

現場代理人

④

工事工程報告

に対する性能

風圧力及び積雪

本工事の施工にあたっては、工事請負契約書第１０条に基づく現場代理人は、主任技術

●

●

● ３２

工事実績情報の

(1.1.4)

⑦

登録

適用する

※受注者は、施工体制台帳（下請契約書等添付）及び施工体系図を

※受注者は、工事完成時に、建退共運営実績報告書を提出しなければならない。

の作成・提出

施工体制台帳等

(1.1.5)

⑧

　職員に提出しなければならない。

施工範囲

図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

駆動装置が電動による建具類の二次配線及び操作スイッチ

自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

施工図

設備機器の位置､取合等の検討できる施工図を提出し､監督職員の承諾を受ける。

設備工事との

取合い

●

⑨

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲される。 

下記のものを監督職員に提出する。下記のものを監督職員に提出する。

(ネガ１枚につき)部 数 　分　類 ・ 規　格 原版の大きさ（㎜）

着　 　工　 　前 カラーサービス版 24×36以上

工 　　事　 　中 １ カラーサービス版 24×36以上

屋　　　内 ２ ○ カラーサービス版 24×36以上

完

成

時

( カラーキャビネ版 ○ 60×70以上

外　　　観 ２ カラーキャビネ版 ○ 24×36以上

(   )箇所 ○ カラーパネル半切 60×70以上

デジタル写真の撮影にあたり、完成写真については有効画素数300万画素程度、工

事写真は有効画素数130万画素程度とし、黒板の文字等の内容が判読できる精度

完成写真撮影場所は、監督職員の指示による。

○ 完成写真撮影業者は、監督職員の承諾する撮影業者（建築写真専門業者）とする。

適用する

現場説明書による

引渡しを要するもの

（ ）

アスファルトコンクリート塊 セメントコンクリート塊 建設発生木材

○ 指定地処分 （ ）

自由処分 （ 最寄りの再資源化施設へ搬出すること ）

施工図等の

(1.2.3)取扱い

工事写真

(1.2.4)

(1.3.5)

施工条件

(1.3.3)

電気保安技術者

(1.3.11)

発生材の処理等

を確保するものとする。

工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（最新版）（国土交通省大臣

官房官庁営繕部監修）よるほかは監督職員の指示による。

工事現場において再利用を図るもの、再生資源化を図るもの

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

●

●

● ● ●

●

建設発生土

指定副産物の搬出

指定副産物の処分地

●

指定副産物 会　社　名

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　有筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　無筋

ｱｽﾌｧﾙﾄ　掘削

住　　所 備　　考

次の受入施設は、積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。

なお、受注者の提示する施設と異なる場合においても設計変更の対象としない。

⑩

⑭

指定副産物以外の搬出 ※ 構外搬出適切処理

○ 特別管理産業廃棄物の処理 （ ）

●

○

10

  )箇所各室数枚

４

※印と●印の付いた場合は、共に適用する。※印が抹消された場合は、●印のみ適用する。

4,項目及び特記事項に記載の（　）内表示番号は「標仕」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　・表示番号で相違のあるものは「標仕（令和４年版）」を正とする。

年版令和 4

令和 4年度

令和 4年度

令和 4年度

令和 4年度

令和 3年版

令和 4年版

令和 4年版

○ ○２

○２

○２

○２

１

　

　

一

般

共

通

事

項

　記載上の成形板及びその使用範囲以外についても

　監督職員と協議の上確認を行うこと。

アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

○

処理を行う範囲

施工調査

○ 全ての室

(1)

(2)

発生材の処理等

(ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板)

アスベスト成形板使用数量の確認

施工範囲等の確認

建具工事 ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

○

○

とび作業

鉄筋組立作業

左官作業

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工作業

適用する技能士の技能検定における選択作業

○

型枠工事作業

ALCﾊﾟﾈﾙ工事作業

とび作業構造物鉄工作業

防水工事 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

○

○ ｶﾞﾗｽ工事作業

○

○

ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

FRP防水工事作業

石工事

タイル工事

木工事

○ 石張り作業

タイル張り作業

大工工事作業

内外装板金作業 ○ かわらぶき作業

○

○

ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

屋根及びとい工事

(1.5.2)

金属工事

左官工事

塗装工事

鋼製下地工事作業

左官作業

スレート工事作業

内装工事 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業

ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業 壁装作業

ガラス工事作業 自動ドア施工作業

ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事作業

排水工事

舗装工事 溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業

ただし技能士に代わる者による施工の場合は監督職員の承諾を得ること。

造園工事作業植栽工事

○ 加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

ﾌﾞﾛｯｸ及びALCﾊﾟﾈﾙ工事

建築塗装作業

建築配管作業

成形板の製造年等の確認 Ｘ線解析法

ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

内外装板金作業

「非飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄ廃棄物の取扱いに関する技術指針」に従い、

あらかじめ処理計画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

(3)

(4)

仮設工事

工事種別

確認方法

処理方法

技能士 (1.5.2)

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

化学物質の

濃度測定 (1.5.9)

適用する

揮発性有機化合物の室内濃度について、工事期間内に報告すること。

なお、事前に測定に関する計画書（測定方法、分析期間、専門機関等の資料を添付）

を作成し、監督職員の承諾を受けること。

⑯

仕上表による測定対象室

測定箇所数

測定方法

室の床面積Ａ㎡

測定箇所数

全測定箇所において、測定対象化学物質の温度を同時に測定する。

Ａ≦50 50＜Ａ≦200 200＜Ａ≦500

１ ２ ３ ４

測定の準備

測定は、パッシブ型採取機器を用いて以下の要領で行う。

①30分間換気 ②5時間閉鎖 ③原則24時間(8時間)測定

採取機を設置 採取機を回収

測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする、

①②③において、換気設備又は空気調和設備は稼働させたままとする。

ただし、局所的な換気扇等で常時稼働させないものは停止させたまま

とする。

測定方法は、ホルムアルデヒドについては、ジニトロフェニルヒドラ

ジン誘導体固相吸着／溶媒抽出法で採取し、高速液体クロマトグラフ

法で測定する。また、揮発性有機化合物は、固相吸着／溶媒抽出法、

固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかで採取し、ガスクロマ

トグラフィー質量分析法で測定する

測定

測定対象

化学物質

測定対象化学物質

　ホルムアルデヒド

　トルエン

　キシレン

　エチルベンゼン

　スチレン

　パラジクロロベンゼン

厚生労働省指針値（25℃の場合）

0.08ppm（100μg/㎡）

0.07ppm（260μg/㎡）

0.05ppm（200μg/㎡）

0.88ppm（3,800μg/㎡）

0.05ppm（220μg/㎡）

0.04ppm（240μg/㎡）

○ ○

○

作成する

完成図等の電子データによる提出については、現場説明書による。

詳細は監督職員の指示による。部）（提出部数(1.7.2)完成図 ○

主要材料の製造所名、所在地、連絡先、非常時の連絡体制一覧表

建物等の清掃の要点

建物、工作物、植裁等を管理する上での保全業務の要点

建物に設置されている家具、機器等及び部位毎の仕上げの概要説明

建物を使用する上での注意事項

「業務共通仕様書」を参考として作成すること。

　建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き」建築保全

部）（提出部数作成する ２部

(1.7.3)

保全に関する資料

●

●

●

●

●

建物の主要な構造部及び外構についての説明●

敷地、建物の構造規模、主要な設備構成等の建物概要

○●

●

⑲

本工事施工中に生じた疑義は、請負者において質問を行い、監督職員と協議の上

決定する。

設計図書に標準的な部分を表示した場合、これに準ずる他の部分も標準的な部分に

見倣って施工するものとする。

本工事に使用する建築材料等は、工事施工前に承諾を受け着手するものとする。

また、本特記仕様書において特記されたもの、又はこれと同等以上のものを

使用する。

本特記仕様書、標準仕様書に規定されていない特別な材料などの仕様は、

当該製品の製造所の指定仕様によるものとする。

本工事に使用する材料のうち、設計図書に定められたもの、又は監督職員の指示

のあるものは、その試験成績書を提出する。又、監督職員の認める試験場で試験

を行い、確認を受けなければならない。なお試験に要する費用はすべて請負者の

負担とする。

（コンクリートの４週強度の試験は公共試験所にて行う）

疑義

同等以上の材料等

製造所仕様

材料試験

本工事に関係のある法令、条例および規則等は良くこれを遵守し、必要ある届出、

手続等はすべて請負者が行い、これに要する費用は請負者の負担とする。

本工事の仮設、施工方法等施工に関する計画書等は、速やかに監督職員に提出

すること。

施工計画書は、契約締結後１５日以内に提出すること。

既設建物と今回工事の取合部分、その他本工事の範囲外の部分に、汚染、損傷を

生じた場合は、原型と同仕上げ材で完全に補修するものとする。

本工事の施工にあたって、下記に定める項目については、監督職員の立会い及び

確認・検測を受けるものとする。

１）工程ごとの必要と思われる確認及び検測

２）指示された材料、製品及び機器の確認・検測

３）各法令に基づく諸官庁の検査

申請手続

第三者損害

に対する配慮

施工計画書等

既設建物との取合

確認・検測

立会い及び

20

21

22

23

25

26

27

28

29 提出書類等 １．着手前に、労働災害保険加入書・工事保険加入書を提出し、出入口に掲示する

　　こと。

２．使用資材承諾書・施工要領書・必要な施工図等は、工事施工前に承諾を受け着手

　　すること。

３．施工前に建設業法に基づき施工体制台帳を提出し、施工体系図・建設業の許可票

　　を出入口に掲示すること。

　　その他各法令に基づき表示の必要なものは、通行人にも良くわかるサイズで掲示

本工事の施工に当り、周辺住民に影響のないよう配慮し、騒音、振動、塵芥、飛散物、

地盤沈下、道路損害、通行障害のないよう各種法令を遵守し施工にあたるものとする。

ならない。

損傷その他の危害が発生した場合は、速やかに適切な補修及び補償をしなければ

　　すること。

建 築 工 事 特 記 仕 様 書

１．工 事 場 所 岐阜県可児市坂戸987-4

(13.2.3～13.4.3)

新築

新築

新築

新築

改修

解体

59.9359.93

管理棟 1

アルミ造

　東西棟

　上屋

倉庫棟

②本部席

①管理棟他

1

1

1

軽量鉄骨造

軽量鉄骨造

RC造 1・ｽﾀﾝﾄﾞ 206.14233.44

下記による

189.15 300.18

48.0048.00

8.90

　 上記の標準仕様書とは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（建築工

　 事編）（令和  年版）をいう。（以下、これを「標仕」という。）

●

地表面粗度区分

⑤

⑥

〇

〇

⑪

⑫

⑬

⑮ ●

アスベスト成形板使用部位の確認

アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の

事項について行う。調査結果は図面により記録し監督職員に提出する。

〇 〇

○

○

〇

●

○

○

○

○

○

⑰

⑱ ●

24

　　建設リサイクル報告様式（計画書）添付）を提出し、完了時に報告書

　　（マニフェスト管理表・建設リサイクル報告様式(実施書)添付)を提出すること。

　　なお、請負契約締結時に別添「法第13条及び省令第4条に基づく書面」を提出し、

　　発注者の確認を受けること。

　産業廃棄物運搬車両の表示等について

　（１）自己（社）運搬の場合

　　①収集運搬車両の両側面に鮮明に識別しやすい文字の色で次の内容の表示を

　　　行うこと。

　　・「産業廃棄物運搬車」の文字（JIS Z 8305　140ﾎﾟｲﾝﾄ以上（5cm以上））

　　・事業者の氏名又は名称　　　（　　　同　　 90ﾎﾟｲﾝﾄ以上（3cm以上））

　　②収集運搬車両は、次の内容が記載された書面を備え付けること。

　　・「氏名又は名称及び住所」、「運搬する産業廃棄物の種類及び数量」、

　　　「運搬する産業廃棄物の積載日」、「積載した事業場の名称、所在地及び

　　　連絡先」、「運搬先の事業場の名称、所在地及び連絡先」

４．産業廃棄物は、（リサイクル法に基づき）着手前に処理計画書（受入承諾書・　

15.36

建築面積(㎡) 延べ面積(㎡)

①管理棟

⑤本部席

③ﾀﾞｯｸﾞｱｳﾄ 2棟

④ﾀﾞｯｸﾞｱｳﾄ 2棟+倉庫 CB造 1F

RC造 1F

S造　2F

軽量S造 1F

149.69 144.43

35.01 35.01

再生資源利用（促進）計画書、実施書の提出

建設発生土及び建設副産物処理計画書、報告書を提出すること。●

産業廃棄物管理票（マニフェスト）制度により、適正な処理を行うこと。

産業廃棄物の処理を委託する場合は、運搬と処分についてそれぞれの許可業

者と処理委託料を記載した「処理委託契約書」により委託契約すること。

●

●

⑮統括安全衛生

管理者

労働安全衛生法の統括安全衛生管理責任者は、（　・建築工事　 

・電気設備工事　・機械設備工事　・土木工事）の請負人を指名する。

（管理棟新築工事）

図示（解体工事特記仕様書による）

３部

500＜Ａ

公共建築改修工事標準仕様書(建築・電気設備・機械設備)



可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名

発　注　者 可　児　市　役　所

図面の種類

1/縮　　尺 - 図面番号 葉之内

設計事務所 キタイ設計株式会社

建築工事特記仕様書(2)

A-02

33

位置　※構造図による　○標仕 6.6.4(1) による

  3/6 ～  6/30

２４○

●

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章 項　　　　目 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

○オールケーシング工法

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業

(4.3.1)

(4.3.4)

5

(4.5.1)

ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業

場所打ち

(4.5.5)

(4.3.5)

根固め液及び杭周固定液の管理試験

○セメントミルク工法

※標仕 4.3.4 (6)(コ)(a)から(g)による ○

○アースドリル工法 ○リバース工法

超音波測定器による孔壁の確認　　○行う

工法

○行わない

○場所打ち鋼管ｺﾝｸﾘｰﾄ杭工法 ○拡底杭

(4.5.6)

４

厚さ（㎜）

鉄

筋

工

事

５

砂利及び砂地業

土間断熱材

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地業

床下防湿層

 (4.6.4)

(4.6.5)

(4.6.3)

(4.6.2) 材料 砂利

セメント及びセメント系固化材を使用した改良土を使用する場合、六価クロム溶出試

験を実施し、土壌環境基準を勘案して必要に応じ適切な措置を講じること。また、

再利用しようとする場合は、基準以下であることを確認すること。

とすること。

「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」((一財)日本建築ｾﾝﾀｰ)を参考

現場発生土を再利用する。

厚さ

改良方法

○

厚さ（㎜）

施工範囲

捨ｺﾝｸﾘｰﾄの直下

５０

図示による

ポリエチレンフィルム　厚さ0.15mm　重ね幅縦及び基礎梁際のみ込み 250㎜以上

○

図示による

砂

○ 切込砕石

○

再生クラッシャラン

図示による ※

○ 切込砂利

※

※

※

※

※

※

※

※

異形鉄筋

○

ＳＤ３４５

種類の記号

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

径（㎜）

一般建築物の柱・梁の

主筋に適用する

備　　　　　　考

(表5.2.1)

○ 種類

品質確認方法、修正方法等

機械式継手 工法

構造図による

構造図による

鉄筋 継手位置

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

○

部　　　　　位 接　　合　　方　　法 重ね継手の長さ

○ 重ね継手

重ね継手

○ 機械式継手

○

標仕表5.3.2

による

柱・梁の主筋

その他

径（㎜）

○ 種類

品質確認方法、修正方法等

工法溶接継手

○ 機械式継手

○ 溶接継手

○ 溶接継手

○

構造図による

表5.3.3による

表5.3.4による

ｶﾞｽ圧接継手

ｶﾞｽ圧接継手

鉄筋のかぶり厚さ

(5.3.5)及び間隔

圧接完了後の

試験

施　工　箇　所　等

○機械式継手及び溶接継手のあき

○

○

※ 構造図による

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

試験方法 ○ 引張試験※ 超音波探傷試験

※試験方法等 標仕 5.4.10(ｲ)(6)

①～⑥による

○

表5.3.6による（次の２項目のかぶり厚さを除く）

※

(5.4.10)

網目の形状、寸法 鉄線の径 mm

⑥

⑦

⑧

※

●

●

●

地盤改良

④

(5.2.1)

(5.3.4)

(5.5.2)

鉄筋の継手及び定着

鉄筋の種類等

(5.6.3)

溶接金網

(5.2.2)

①

③

●

●

鉄筋の定着長さ●

プレボーリング拡大根固め工法（認定工法）

4 鋼杭地業

(4.4.3)

鋼杭の材料　○ 図示による　○

建物内の土間スラブ(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ含む)の直下（ピット下を除く）

最 小 か ぶ り 厚 さ（㎜）

塩害の受けるおそれのある部分等、耐久上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

軽量コンクリートで土に接する部分の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

１８

打継ぎ

(6.6.4)

混和材料

セメントの類別

骨材

構造体強度補正値

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.2)

型枠（せき板）

(6.2.5)

混和剤

混和材

鉄筋コンクリート用防錆剤(JIS A 6025)防錆剤 ※

目地の寸法　※図示による　○

※

※

○ 高炉セメントのＢ種

アルカリシリカ反応性による区分 ※ Ａ（無害） ○

○ 電気炉酸化ｽﾗｸﾞ※砂利(JIS A5308),砕石(JIS A5005) ○ 高炉ｽﾗｸﾞ粗骨材

○ 再生骨材H

細骨材 ※砂(JIS A5308),砕砂(JIS A5005) ○ 高炉ｽﾗｸﾞ ○ 電気炉酸化ｽﾗｸﾞ

○ 銅ｽﾗｸﾞ ○ ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ

○ 再生骨材H

※

※

予想平均気温

普通 早強

　(℃)

３

N/㎜２

６

N/㎜２

補正値

 11/16～ 3/5

気温による構造体強度補正値（Ｓ）

  9/11～ 11/15

（適用箇所　　　　　　　　　　　　）

○

○

シリカセメント

）

○ コンクリート用シリカフューム(JIS A 6207)

○ コンクリート用高炉スラグ微粉末(JIS A 6206)

○ コンクリート用膨張材(JIS A 6202)

(Ｓ）

フライアッシュセメントのＢ種（適用箇所

AE剤、AE減水剤又は高性能AE減水剤のⅠ種(JIS A 6204)

フライアッシュ(JIS A 6201)Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種

 8以上

 8未満

 5以上

 5未満

 0以上  0以上

合板の規格

合板の材種

厚さ（㎜）

※

※

※ ○１２

広葉樹合板、針葉樹合板又はこれらの複合合板

「合板の日本農林規格」の「ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板の規格」による合板

(表6.3.2)

コンクリートの

強度

コンクリートの

種類 (6.2.1)

(6.2.2)

(6.2.4)

(6.14.1)

(6.10.2)

設計基準強度 (Ｆc)

※

打　設　部　位

構造体

土間コンクリート

構造体コンクリートの発注強度は以下のとおりとする。

基礎

上部

Ｆc

○

(N/㎜２） スランプ (cm) 備　　　　　　考

１５

１５

１５

１８

１８

１８

｛Ｆｃ ＋構造体強度補正値（Ｓ）｝N/㎜２ 

（6.14.1によるもの及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄは構造体強度補正は行わない）

※ Ⅰ類 ○ Ⅱ類類別 (表6.2.1)

普通コンクリート※種類 ○

２４

打放し仕上げのせき板

※

○

種 　別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

板　面　の　品　質

○

○

○

　　施　　　工　　　箇　　　所

(表6.2.4)

※6.8.2(2)(ｱ)

※6.8.2(2)(ｲ)

※6.8.2(2)(ｲ)

適　　　用　　　箇　　　所

ｃ種

ｂ種

ａ種

コンクリートの仕上がりの平たんさ

種 　別

○

外部に面する打放し仕上げの打増し厚さ ○※ 図示による

ひび割れ誘発目地の位置、形状及び寸法 ○※ 図示による

２０mm

スリーブの材種

水密を要する地中部分等

水密を要しない地中部分等

上記以外の円形スリーブ

適　　用　　箇　　所

※

※

※

つば付き鋼管

つば幅50㎜以上の鋼板を溶接したもの）

溶融亜鉛めっき鋼板

材　　　種　　（　規　格　そ　の　他　）

硬質ポリ塩化ビニル管（JIS K6741 のＶＵ）

以上、径200㎜を超え350㎜以下は厚0.6㎜以上）

（径200㎜以下は厚0.4㎜

（JIS G3452 の黒管に厚さ6㎜

(表6.8.1)

以上、

(6.8.1)

(6.8.2)

合板せき板を用いる場合

合板せき板を用いない場合

せき板の材料

(6.8.2)

普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

現し部分

基礎、階段、一般部

見え隠れ部分

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨ スリーブ

期　　　間　　　（打　設　日）

●

●

●

○

捨コンクリート

軽量コンクリート

無筋コンクリート ○１８

１５

１５

１８

１８

１８

２１２１

○ 標仕6.14.1による

２１

○

○

○

○

○

○

○

※

●

●

６

コ

ン
ク

リー

ト

工

事

地

業

工

事

１

　

　

一

般

共

通

事

項

　（２）許可業者に運搬を委託する場合

　　①収集運搬車両の両側面に鮮明に識別しやすい文字の色で次の内容の表示が

　　　されている業者に委託すること

　　・「産業廃棄物運搬車」の文字（JIS Z 8305　140ﾎﾟｲﾝﾄ以上（5cm以上））

　　・許可業者の氏名又は名称　　（　　　同　　 90ﾎﾟｲﾝﾄ以上（3cm以上））

　　・統一許可番号（下６桁）　　（　　　同　　 90ﾎﾟｲﾝﾄ以上（3cm以上））

　　②収集運搬車両に次の書面が備え付けられている業者に委託すること。

　　・産業廃棄物収集運搬業の許可証の写し

　　・産業廃棄物管理表（マニュフェスト）

　（３）提出資料

　　工事完成時に産業廃棄物の収集運搬車両への表示状況が確認できる写真を提出

　　すること。

地

業

工

事

４ 基礎種別

(4.2.2)

～(4.5.8)

杭の支持地盤への掘削深さ

杭基礎 杭の種別、本数等

工法

構造図による

構造図による

直接基礎

杭の載荷試験

継杭溶接部試験

載荷試験

○

○

杭の水平方向位置ずれ精度

ｱｰｸ溶接 無溶接継手

構造図による

構造図による

構造図による

行う（構造図による）

行う（構造図による）

行う（浸透探傷試験　　　　　　　本）

行う（下記以外は構造図による）

試験杭

杭継手

支持 層の位置及び土質

①

※

〇 (T・Pｼﾞｮｲﾝﾄ）

の処理

建設発生土

3 山留めの撤去

(3.3.3)

○

撤去する

置する存

○

鋼矢板等の抜き跡の処理　　※砂で充填　　○

土
工

事

３

埋め戻し及び

盛土 (3.2.3)

①

②

○

○

Ｃ種　他現場の建設発生土の中の良質土を機器による締固め

Ｄ種　再生コンクリート砂を水締め又は機器による締固め

○ Ａ種　砂質土（山砂の類）を水締め又は機器による締固め

Ｂ種　根切り土の中の良質土を機器による締固め

(表3.2.1)

発生場所　（ ）

○ 建設発生土（盛土材）の外部からの受入土量（ ｍ3）

○ その他(材料　　　　　　　　　　　　 工法　　　　　　　　　　　)

(3.2.5)

行う（受入場所指定の検査） ○

○

仮置場所

構外搬出適切処理

構内指示の場所にたい積

構内指示の場所に敷き均し○

土壌調査

受入場所

構外指示の受入場所に処分

○

●

○特定埋込杭工法

○

○

○

○

○

○

※構造図による

　　提出すること。

　　請求する場合は、抜粋工事写真を提出する事。

　　を記載（掲示可）し、作業の安全に徹すること。

○

●

地盤の載荷試験

(4.2.4) 設計地耐力

試験箇所数平板載荷試験

（柱状改良杭）

○

○

●

構造図による

構造図による

○

押出法ポリスチレンフォーム３種ｂのスキン層付き

２５ ㎜（土間） ㎜○ 　　

※構造図による

ＳＤ２９５

SD295はＦｃ:21以上の場合、壁筋及びスラブ筋に適用する

○

○

５．実施工程表を着手前に提出し、管理工程表に基づき工程管理を行い、完成時に

６．打合せ議事録を作成し、両者確認を行い完了時に提出すること。

　　こと。

７．日報・月報（主たる作業内容他記入）及び進捗報告書を、翌月初めに提出する

８．納品書は、設計数量比較一覧表を添付し、完成時に提出すること。

９．設計図に表現可能なものは、出来形図を作成し、完成時に提出すること。

10．竣工検査迄に諸官庁検査・社内検査・監理事務所確認・担当課確認を受けること。

12．工事写真は、全体工事写真１部（ネガ含）を提出すること。なお、中間出来高を

13．竣工写真（ネガ含）はカラー（キャビネ版)２部を提出すること。

14．安全訓練を月１回以上行い、教育資料を添付し報告すること。

15．ＫＹを実施し、実施内容を報告すること。

16．コリンズを活用し、適正な施工体制に努め、速やかに報告すること。

17．その日の作業内容・注意事項及び作業担当者（作業主任者等　必要免許共）

監督職員事務所

(2.3.1)

規模

仕上

○

床

内壁､天井

屋根

休憩室

10㎡程度

○ 合板張り素地

設けない

20㎡程度 35㎡程度

設ける（畳敷き）

65㎡程度

○ 鉄板張り調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

○

ﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

○ 100㎡程度

合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り

２

(屋根工事用足場及び施工方法)の施工標準に基づく足場及び装備機材を設置すること。

屋根工事及び小屋組の建方工事における墜落事故防止対策は、JIS A 8971

足場は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省 基発第0424001号)」

足場の組立、解体又は変更の作業は「手すり先行工法による足場の組立等に関する

基準」の２の(２)手すり据置方式又は(３)手すり先行専用足場方式を採用すること。

(2.2.4)

足場等

の 「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づき「働きやすい安心感のある

足場に関する基準」に適合する手すり、中桟及び幅木の機能を有する足場とし、

①

仮

設
工

事

○

○

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ敷き●

●

●

●

備品 机 いす 保護帽 ゴム長靴 雨がっぱ 衣類ﾛｯｶｰ

書棚

消火器

冷暖房機器

加入電話機湯沸器懐中電灯

黒板

掃除具

温度計掛時計製図板

安全帯 上記７品

○

● ● ● ● ● ●

●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ●

○ 設けない ●専用便所 設ける（水洗式　大1、小1）

工事用水 

工事用電力

仮囲い等 

設計ＧＬ

構内既存の施設

構内既存の施設

○

○ 設計ＧＬ＝現状ＧＬ

利用できない

利用できない

利用できる

利用できる

（

（

有償

有償

○

○

無償

無償

 ）

 ）

図示による

図示による

③

④

⑤

⑥

※

※

建築工事施工チェックシート

標仕（最新版）● ●

● ●

工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編(最新版)●

コピー機（プリンター複合機）

● ●冷蔵庫 テレビ● パソコン(２台)流し台●

ネット回線●

（　　　　、　５　人分程度）

建築工事標準詳細図 (最新版)

建築工事監理指針 (最新版)

● ○○

○山砂　●川砂　○砕砂

９

〇

10 〇

●

●

●

●２１ ●

●●

● ●

● 床面水抜き穴 紙製 φ200

●

○

○

○

○

3

2

5
②

●

11．完成図、施工図は、製本を３部提出すること。（原図もしくはＣＡＤデータ共）

警備員：工事期間中、常駐１名配備とする。また必要に応じて追加配備する。

作業時間帯31 請負業者は労働時間短縮の推進を図るため、作業は休日は行わないこととし、平日

に行うよう努めなければならない。なお、作業内容、作業工程の都合等により作業

時間の延長、休日に作業を行う場合は監督員と協議すること。

追加事項30

本工事施工に伴う提出図書は監督員の指示あるものを提出する。提出書類・記録32

工事着工時、工事期間中および完成時それぞれ遅滞なく提出のこと。

設置

工事表示板等の

検査及び施工の立会いは、休日及び土曜日は行わない。

34

表示位置、枚数：指示による

表示名称：令和4年度可児市運動公園実施設計業務

掘削工事を開始する際は、事前に連絡を行い指示を受けること。

35 工事対象建物について、可児市教育委員会の立会調査を要する。

その他

埋蔵文化財発掘

調査

作業予定時間：協議による。

騒音の出る作業（はつり作業、アンカー打設）特に留意すること。

18. 着工に先立ち焼付製本（A1・A3二ツ折り）  3 部提出のこと。

　　本工事契約前に質疑事項等がなき場合は、法的および技術上において本設計図

２

〇

〇

●

●

●

●

（管理棟新築工事）



可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名

発　注　者 可　児　市　役　所

図面の種類

1/縮　　尺 - 図面番号 葉之内

設計事務所 キタイ設計株式会社

建築工事特記仕様書(3)

A-03

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

(表9.2.3)～(表9.2.9)※ フレッシュコンクリートの試験  １アスファルト防水⑩ コンクリートの 高力ﾎﾞﾙﾄ、普通ﾎﾞﾙﾄのｹﾞｰｼﾞ､ﾋﾟｯﾁ、ﾍﾘあき等 塗料の種別工作図 錆止め塗料⑱10

種　　　　　　　　 　別 防水層 施　　工　　箇　　所○ 省略する 4 (9.2.2)試験 (6.9.2) ※ 図示による　（図に無い場合は鉄骨設計基準による） (7.8. ) ● 鉄鋼面の錆止め塗料(7.3.2)７
○ A-1 ○ A-2 ○ A-3 表9.2.3～(9.2.5)～(6.9.5) ○ 表18.3.1による(18.3.2) ※ Ａ種 ○ Ｂ種７６ ９

○ 保護防水 ○ AI-1 ○ AI-2 ○ AI-3 表9.2.4○ 実施する 部位（ ）仮組 (7.3.10) ● プレファブメーカ仕様による11

鉄

骨

工

事

○ B-1 ○ B-2 ○ B-3 表9.2.5〇 実施しない常時土又は水に直接接する部分の使用 ○ 可 ○ 不可11 軽量コンクリート 〇 亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

防

水

工

事

鉄

骨

工

事
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事

○ BI-1 ※ BI-2 ○ BI-3 表9.2.6種類 〇 １種 ○ ２種 ○ 表18.3.2による(6.10.1) ※ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種
仕上塗料～(6.10.3) ○ D-3 施 工 箇 所○ 露出防水 ※ D-1 ○ D-2 表9.2.7施工箇所 床増打ち ○溶接作業者の技量付加試験溶接作業者における12 種　類 使用量

気乾単位容積質量 t/m3 ○ D-4鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）※ 行わない技能資格者

○ DI-1 ○ DI-2 表9.2.8○ 表18.3.1による ※ Ａ種 ○ Ｂ種○ 行う(7.6.3) 試験の要領 ○ 図示による（　　　　　） ○

○ 屋内防水 ※ E-1 ○ E-2 表9.2.9予想平均気温が表6.3.2に示す予想平均気温未満の場合には標仕第６章第１１節 ○12 寒中コンクリート

(6.11.1) 開先の形状（寒中コンクリート）による。 溶接接合 耐火被覆材の接着する面への塗装13

図示による○ ○断熱材（屋根保護防水断熱工法）○ 行う ○ 図示による ○(7.6.4) ○ 行わない （ 範囲 ）構造関係共通図（鉄骨標準図）による〇

暑中コンクリート ※ 暑中における構造体強度補正値（Ｓ） 　　　　mm厚さ(7.6.7) 耐火被覆材の接着する面以外への塗装13 ○

○ 行う ○ 図示による ○○ 行わない （ 範囲 ）(6.12.2) 有 無エンドタブの切断 ○ 〇
地　　域 日平均気温が25度を超える期間（打設日） 補 正 値

○断熱材（屋根露出防水断熱工法）※ 図示による ○適用箇所

　　　　mm厚さ※ ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰにより､粗さ100μmR2程度以下及びﾉｯﾁ深さ1mm程度以下切断面の仕上げ
※ ６N/mm２

南　部　地　域 ７月 １ 日～９月１０日 種類○
○ ３N/mm２

ブロックの種類 ○ 16（Ｃ種）普通ブロック ○ 16-W（Ｃ種）防水ブロック ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置１補強コンクリートスカラップの形状

モデュール呼び寸法及び正味厚さ ○ 図示による ○ ※ 図示による ○ブロック造図示による○ 構造関係共通図（鉄骨標準図）による〇 ８
コンクリートの設計基準強度 Ｆo（N/㎜２）施工箇所マスコンクリート 絶縁用シート ※ ポリエチレンフィルム厚0.15（保護防水工法）(8.2.2)14 改良型スカラップ○

コ

ン

ク

リー

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

・

押

出
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形

セ

メ

ン
ト

板

工

事

充填用及びまぐさ ※ 21 以上 ○セメントの種類 ※ フラットヤーンクロス（70g/㎡程度）（保護防水断熱工法）○ 中庸熱ポルトランドセメント ○ シリカセメント 8～(8.2. )(6.13.1)

(6.13.2) 上記以外 ※ 21 以上 ○ ○○ 低熱ポルトランドセメント

押え金物 ※ アルミニウム製 L-30×15×2.0  ○各部の配筋 ※ 図示による○ 高炉セメントＢ種 完全溶込溶接部の超音波探傷試験溶接部の試験14
モルタル又はコンクリートで充填するブロックの範囲○ 図示による ○ 立上り部の保護 ○ 乾式保護材 （ ）○ フライアッシュセメントＢ種 ※ 行う ○ 行わない(7.6.12)

○ 普通れんが ○ 化粧れんが ○○ 普通ポルトランドセメント 〇 工場溶接
ブロックの種類 (表8.3.1)２ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ帳壁 ○ コンクリート（ 工法 ）混和材料 混和剤 ※ AE減水剤又は高性能AE減水剤(JIS A 6204)○ AOQL 〇 4.0% 〇 2.5%

適　　　用　　　箇　　　所 種  類　 の　 記　 号及び塀 (8.3.2) 保護層　平場のコンクリート厚さ ○ 　　　　mm○ 検査水準 〇 第６水準（節全て）
～(8.3.4) 間仕切壁、地下二重壁、外壁、塀 ※ 空洞ブロック 16-W ○ ○ こて仕上げ 　　　　mm混和材○ ○ フライアッシュのⅡ種(JIS A 6201) 〇 工事現場溶接

外壁の化粧積み ○ 空洞ブロック 16-W ○若しくは ○ 床タイル張り等仕上げ 　　　　mm高炉スラグ微粉末の3000　　　　4000(JIS A 6206)○

モデュール呼び寸法及び正味厚さ 〇 図示による ○ 屋上排水溝 ※ 図示による○ H12建設省告示第1464号第二号に関する外観試験方法等
塀の厚さ ○ 図示による ○ 脱気装置(露出防水絶縁(断熱)工法)　○設ける　材種（　　　　　　　　　　　　）スランプ ※ 15cm ○ ○「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強ﾏﾆｭｱﾙ(独立行政法人 
壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状 ※ 図示による 設置数量(１箇所／　㎡) 建築研究所)」3.5.2による受入検査

・
各部の配筋 ※ 図示による無筋コンクリート コンクリートの種類 ※ 普通コンクリート ○15 ○ 抜き取り検査① ※ 抜き取り検査②
塀化粧ブロック ○ 有 （ ）

(6.14.1) JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]の付則3「溶接」に関する試験方法等
ブロック塀の基礎及び控壁のコンクリートの設計基準強度 Ｆo（N/㎜２）

○JASS 10.4 [受入検査] e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし､完全
○○ 18 ※ 21

⑯ ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車の 受注者は、出荷伝票等を整理・保管し、監督職員の請求があった場合は、遅滞なく 溶込み溶接部の外観検査の抜取り箇所は､超音波深傷試験の試験箇所と同一とする。

過積載防止対策等 提出するとともに、検査時に提示しなければならない。また、ミキサー車１台毎の 外観試験の不合格箇所は､すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い､再試験する。

種別 (表9.3.1)～(表9.3.3)(表9.3.1)～(表9.3.3)２改質アスファルト積載量が把握できる運搬管理表を検査時に提出しなければならない。
パネルの種類 (表8.4.2)(表8.4.3)(表8.4.4)３ＡＬＣパネル 仕上塗料種　　　　　別 防水層 施　工　箇　所シート防水15 耐火被覆 種別 種　類 使用量
区　　　分 単位荷重(N/㎡) 厚さ(㎜) 構　　　法 耐火性能(8.4.2)

○ AS-T1 ○ AS-T2 表9.3.1(9.3.2)適用箇所（部位･部分）種　別 材　料　・　工　法(7.9.2)
① 鉄骨の製作工場 ※ 建築基準法第７７条の５６第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として ○ 外壁ﾊﾟﾈﾙ ※ 1180 ○ 1960 ※100 ○Ａ種 ※ 有り（ 時間）～(8.4.5)

○ AS-T3 ○ AS-T4 ○ AS-J1 表9.3.2～(9.3.4)○ 乾式吹付ロックウール～(7.9.7)(7.1.3) 及び認可を受けた(株)日本鉄骨評価センター　　(株)全国鉄骨評価機構 ○ ○Ｂ種 ○ 無し７
○ ASI-T1○ ASI-J1 表9.3.3〇 耐火材吹付け 〇 半乾式吹付ロックウール 柱・梁

(旧(社)全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める ○間仕切ﾊﾟﾈﾙ ※ 640 ○ ※ 100 ○Ｃ種 ○Ｅ種 ※ 有り（ 時間）
断熱材（露出防水断熱工法）外壁（一部防火区画）○ 湿式ロックウール

｢（ ○Ｓ  ○Ｈ  〇Ｍ  ○Ｒ  ○Ｊ　）グレード｣として、国土交通大臣から認定を ○ ○Ｄ種 ○ 無し
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工

事

厚さ ○ 　　　　mm○
受けた工場　　同等以上の能力のある工場又は ○ 屋根ﾊﾟﾈﾙ ※ 980 ○ ※ 100 ※ F種 ※ 有り（ 時間）

種類 ○〇 耐火板張り 〇 繊維混入ケイ酸カルシウム板 ※ 図示による
○ 監督職員の承諾する工場（標準仕様書7.1.1以外の適用範囲に限る） ○ ○ 無し

脱気装置（絶縁工法） ※ 設ける 材種（ ）設置数量（１箇所／　　　㎡ ）○
● 鉄骨工事は プレファブメーカ仕様による ○ 床 ﾊﾟﾈﾙ ○ 2350 ○ 3530 ○ 100 ※ F種 ※ 有り（ 時間）

防湿層 (露出防水絶縁断熱工法) ○ 設ける ○ 設けない○ 耐火材巻付け ○ 高断熱ロックウール
２ 施工管理技術者 適用する ○ 150 ○ 無し

押え金物 ※ アルミニウム製 L-30×15×2.0 ○○
(7.1.4) パネル相互の接合部に挿入する耐火目地材 ○ 図示による ○

○ ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り -
外壁ﾊﾟﾈﾙの工法

○ 耐火塗料
※ 図示による ○種類 形状及び寸法３ 鋼材 ※ 本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を満足させること。

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする
(7.2.1) ※ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

種別 　(表9.4.1)(表9.4.2)３合成高分子系
パネル幅の最小限度 ※ 300 mm ○ mm 仕上塗料種　　　　　別 防水層 施　工　箇　所ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水性能 種　類 使用量ボルトの区分 〇 トルシア形高力ボルト 〇 溶融亜鉛めっき高力ボルト４ 高力ボルト ﾊﾟﾈﾙの出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接合部並びにﾊﾟﾈﾙと他部材との取り合い部の目地幅 mm

○ S-F1 表9.4.1 〇 カラー(9.4.2)性 能 適　用　箇　所　（部　位　・　部　分）
〇 ＪＩＳ形高力ボルト ○(7.2.2) 伸縮　　目地への耐火目地材の充填調整 ○ 適用する ○適用しない

PC部材入隅増張(※有り○無し) ○ シルバー ～(9.4.4)○ ３０分耐火
ねじの呼び 〇 図示(7.4.2)

○ S-F2 ○〇 １時間耐火 柱、梁、外壁（一部防火区画）
すべり係数試験 〇 行わない 種類 ※ 無石綿タイプ（タイプⅡ）４押出成形ｾﾒﾝﾄ板

○ S-M1 ○ S-M2 ○ S-M3 (露出の場合)○ ２時間耐火
○ 行う 試験方法等 ○ 図示による ○ 施工箇所 表 　面　 形 　状 厚さ（㎜） 工　法 耐火性能(ECP) (8.5.2)

○ SI-F1 表9.4.2○ ３時間耐火
※ フラットパネル ○３５ ○ Ａ種 ※ 有り～(8.5.5)

PC部材入隅増張(※有り○無し)

○ 外壁 ○ デザインパネル(図示) ○５０ ○ Ｂ種 （ １ 時間）
○ SI-F2

○ タイルベースパネル ○６０ ○ 無し　セットの種類 ※ １種（F8T)相当５ 溶融亜鉛めっき ○ SI-M1 〇 SI-M2 屋上適用アンカーボルト⑯
※ フラットパネル ○３５ ○ Ｂ種 ○ 有り摩擦面の処理高力ボルト 　　　　mm○ S-C1 表9.4.3 ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ● 構造用アンカーボルト(7.2.4)

○ 間仕切り ○ デザインパネル(図示) ○ ５０ ○ Ｃ種 （ 時間）○ ブラスト処理（表面粗度５０μｍRz以上）(7.2.2) ●種類 ○ BPM-SD390 構造図による(7.3.2)
○ タイルベースパネル ○ ６０ ※ 無し〇 リン酸塩処理(7.4.2) 平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ(7.10.3) ○　　　　mmアンカーフレームの形状及び寸法

すべり耐力等の確認方法 ※ すべり耐力試験 ○ 図示による 〇 標準仕様書による
〇断熱材（　　　　　工法）機械的固定

試験方法等 ○ 図示による ○ ○ 建方用アンカーボルト
厚さ 35mm

種類 ○ SS400
種類６ 普通ボルト ねじの呼び 〇図示 アンカーボルトの保持及び埋め込み工法 (表7.10.1) 外壁ﾊﾟﾈﾙの工法

(7.2.3) 母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径 種別 ○ Ａ種 ○ Ｂ種 ※ 本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を満足させること。
○断熱材（　　工法）接着(7.3.8) ○ ※呼び径＋1.0㎜ 柱底均しモルタルの厚さ ○ ５０mm ○ ３０mm ※ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

　　　　mm厚さ
７ 溶接材料 (7.2.5) 溶接材料 パネル幅の最小限度 ※ 300 mm ○ mm

種類
モルタルの種別 ※ 無収縮モルタル ○※ 標準仕様書7.2.5( )( )による1 2 柱底均しモルタル17 ﾊﾟﾈﾙ相互の目地幅 ○ 図示による ○ mm

材料･調合等　※標示 7.2.9 (2)(ｱ)から(ｴ)による ○(7.2.9)○ 図示による 出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接合部目地の目地幅 ※ 15 mm ○ mm
○防湿用フィルムを設置する(断熱工法)

厚さ ※ 図示による ○(7.10.3)○ やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考慮した
工法 ※ Ａ種 ○ Ｂ種 強度を確認のうえ、施工計画書を提出すること。

胴の種類 ※ 割枠式 ○ パイプ式８ ターンバックル
切断後のﾊﾟﾈﾙの

ボルトの種類 ※ 羽子板ボルト ○ 両ねじボルト ○ アイボルト 開口の大きさ(7.2.6)
残り部分の幅

ねじの呼び 〇 図示
ﾊﾟﾈﾙに開口を 短辺 パネル幅の1/2以下、かつ300㎜以下 150㎜以上

※ 図示による ○ 設ける場合 長辺 500㎜以下 300㎜以上９ デッキプレート 材質、形状及び寸法

(7.2.7)(7.7.8) 図示による ﾊﾟﾈﾙを切り欠 短辺 パネル幅の1/2以下、かつ300㎜以下 300㎜以上デッキプレートと鉄骨部材の溶接方法

く場合 長辺 500㎜以下 300㎜以上

（管理棟新築工事）



図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内-

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事

（管理棟新築工事）
工　事　名

建築工事特記仕様書(4)
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クイックスプレー ＳＰＭ－２００ ＫＫ ハイグレード 株式会社ダイフレックス

②本部席 改修 スタンド部分

スタンド（本部席上部））

管理棟 各室 ラワン

床捨張り

管理棟 男子便所 600*900 抗菌

抗ｳｨﾙｽ

600*800 抗菌本部席 男子便所

抗ｳｨﾙｽ

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

「集成材の日本農林規格」による造作用集成材⑤集成材 (12.2.1)材料(集成材、合板等)のホルムアルデヒド放散量内壁石張り ①揮発性有機化合物絶縁用シート ※ 発泡ポリエチレンシート ○ 10 12
● 造作用集成材あと施工アンカー横筋流し工法 あと施工アンカー工法　 表示がある場合 ※ F☆☆☆☆ ○工法 ○ 内壁空積工法  ( ※ ○ ） 対策 (12.2.1)脱気装置(接着工法) ○ 設ける 材種 （SUS） 設置数量 （ １箇所／　　　㎡ ） 12

寸　法使用箇所 樹　 種 見付材面数 見付材面の品質品 名スライド方式 ロッキング方式 表示がない場合 ※ 非ホルムアルデヒド系接着剤使用（塗装していないもの）○○ 乾式工法 ( ○ ○ ） (12.2.2)固定金具の材質及び寸法形状９
石

工

事

木

工

事

図示 ※１等　○２等見切 ｽﾌﾟﾙｽ(12.2.3) ※ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散石の厚さ ㎜※ 防錆処理した鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板及びそれらの片面又は両面に樹脂を積層加工した

木

工

事

図示 ※１等　○２等しない塗料使用（塗装したもの）裏面及び裏打ち処理 ※ 行わない ○ 行う鋼板で、厚さ0.4mm以上のもの

防

水

工

事

図示 ※１等　○２等※ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散目地 ○一般目地幅 ㎜○

図示 ※１等　○２等しない材料使用（化粧加工したもの）○伸縮調整目地位置

接着工法の場合でＰＣｺﾝｸﾘｰﾄ部材下地の場合の処理 ○○シーリング材の目地寸法 ㎜ ○ 化粧ばり造作用集成材

目地処理 ※ 図示による ○ 使用箇所 品 名 寸法 化粧板厚 見付材面の品質樹　種 見付材面数

入隅部の増張り（Ｓ-Ｆ１、ＳI-Ｆ１の場合） ※図示による ○ 接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※ F☆☆☆☆ ○ 化粧材 芯材石の厚さ ㎜4 床及び階段の
※ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。 ※１等　○２等石裏面処理 ※ 行わない ○ 行う石張り (10.6.2)

○ 化粧ばり構造用集成柱目地 ○一般目地幅 ㎜(10.6.3) 見え掛り面の表面の仕上げ (表12.1.1)(表12.1.2)
②表面仕上げ種別 (表9.5.1)(表9.5.2)④塗膜防水 使用箇所 品 名 寸法 化粧板厚 見付材面の品質樹　種○伸縮調整目地位置 表面仕上げの種別 適 用 箇 所

仕上塗料 (12.1.4)種 別 防水層 施　　　工　　　箇　　　所(9.5.3) 種　類 使用量 化粧材 芯 材○シーリング材の目地寸法 ㎜ ○Ａ種
○ X-1 表9.5.1 ○１等　○２等屋内のワックス掛け ○ 行わない ※ 行う 機械加工 ●Ｂ種
〇 X-2 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材○Ｃ種
〇 Y-1 表9.5.2 ○ 造作用集成材アーチ、上げ裏等5 特殊部位の石張り ○Ｈ－Ａ種
〇 Y-2 含水率使用箇所 寸　法樹　 種 見付材面の品質取付工法 ○ 外壁湿式工法 ○ 内壁空積工法 ○ 乾式工法(10.2.2) 手 加 工 ○Ｈ－Ｂ種 ※ 内部造作材　○
脱気装置 (X-1) ○ 設ける 材種 （ ） 設置数量 （ １箇所 ㎡） ※15%以下　○　　取付金物 ○(10.7.1) ○Ｈ－Ｃ種 ※ 下地材　○
保護層 (Y-2) 〇 設ける ○ 化粧ばり造作用集成材石の厚さ ㎜～(10.7.4)
● 使用箇所 化粧樹種名 寸法 化粧板厚 見付材面の品質 含水率芯材樹種名下地材 ※ Ａ種(15%以下) ○ Ｂ種(20%以下) (表12.2.1)③含水率裏面及び裏打ち処理 ※ 行わない ○ 行う

※15%以下造作材 ※ Ａ種(15%以下) ○ Ｂ種(18%以下)(12.2.1)目地 ○一般目地幅 ㎜

○以下に規定されているものは、その規定による。○伸縮調整目地位置
種別 (表9.6.2)5 ｹｲ酸質系塗布防水 ○ 化粧ばり構造用集成柱○シーリング材の目地寸法 ㎜

種 　別 防水層 施　　　　　工　　　　　箇　　　　　所(9.6.3) 使用箇所 化粧樹種名 寸法 化粧板厚 見付材面の品質 含水率芯材樹種名「製材の日本農林規格」による製材４製材
○ C-UI 表9.6.2 ※15%以下○ 下地用針葉樹製材(12.2.1)笠木、甲板等

○ C-UP ○使用箇所 寸　法 含水率 材面の品質樹　 種 等　　級 形　　状 保存処理取付工法 ○ 外壁湿式工法 ○ 内壁空積工法 ○ 乾式工法

○１級 ※２級取付金物 ○※ 水張り試験を行う （ ○ 屋内 ● 屋外⑥漏水試験
「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材〇 造作用針葉樹製材石の厚さ ㎜● スタンド部は水を散水し、下部に漏れがないか確認を行う

※ 受注者、防水施工業者、防水材料メーカーの連名による保証書を提出すること。⑦保証書 ○ 造作用単板積層材使用箇所 寸　法 含水率 材面の品質樹　 種 等　　級 形　　状 保存処理石裏面処理 ※ 行わない ○ 行う

（保証年限は工事目的物引渡しより１０年間以上とする。 使用箇所 品名 寸法 表面の品質 防虫処理〇無節※上小節石材裏面の補強用モルタル（乾式工法） ※ 行わない ○ 行う
　ただし、高強度ウレタン、ゴムアス複合塗膜防水は２０年以上とする。）

○適用する○表面化粧加工なし○小節 ○並　　○目地 一般目地幅 ㎜⑧施工標識 工事完了後に監督職員の指示する位置へ取り付ける。
○適用しない○１等　○２等　○３等○ 広葉樹製材○伸縮調整目地位置

材質 ※ 真鍮製エッチング仕上 150×100 ○
○表面化粧加工あり使用箇所 寸　法 含水率 材面の品質樹　 種 等　　級 形　　状 保存処理○シーリング材の目地寸法 ㎜

設置数量 箇所
○天然木化粧加工　○塗装加工○特等　※１等 ※10％以下

○２等 ○隔て板

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類 ※ 表9.7.1 による 「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材⑨シーリング 石の厚さ ㎜

施工箇所 ※図示による ○ 造作用単板積層材(9.7.2) 「製材の日本農林規格」以外の製材 (表12.2.2)

目地寸法 コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地 使用箇所 寸法 表面の品質 含水率 防虫処理(9.7.3) 使用箇所 寸　法 含水率樹　 種 材面の品質 防虫処理

○適用する○表面化粧加工なし ※14%以下※ 幅20㎜以上、深さ10㎜以上 ○ ※Ａ種　○Ｂ種(9.7.5)

○適用しない○ ○ガラス回りの目地

○表面化粧加工あり※ 幅5㎜以上、深さ5㎜以上 ○ 外壁 ※ 表11.1.1による ○ 図示による１伸縮調整目地等

○天然木化粧加工　○塗装加工その他の目地 屋内壁面 ※ 図示による ○(11.1.3)

○※ 幅10mm以上、深さ10mm以上 床面 ※ ○表11.1.1による
直交集成板CLT（　　　　　）11

使用箇所 曲げ強度 接着性能 樹種 寸法品名 種 別
種別ごと )シーリングの試験 ※ 簡易接着性試験 （部位 浮きの確認 ※ 全面打診による確認を行う②施工後の確認及び

タ

イ

ル

工

事

)○ 引張接着性試験 （部位 接着力の試験 ※ 接着力試験機による引張接着強度の測定を行う ● 行わない試験 (11.1.5)

普通合板⑥合板等
タイルの種類材質 図示 形状 ● 差込式 ○ 据置式 ○ 壁張り式 ③タイル張り⑩止水板 使用箇所 品名 厚さ 接着程度 板面の品質 その他処理樹種名(12.2.1)
施工箇所・　形状・　 工法適用範囲 図示 (11.2.2) ※5.5㎜ ※１類 広葉樹 ●防虫処理生 地 釉 薬 役 物 色耐凍害性 耐滑り性

(11.2.7) ﾀｲﾙの種類 寸法(mm) その他
○ ○２類 ※２等以上

(11.3.2) ②本部席 50角 ● 磁器 ● 無釉 ● 有り ● 有り ○ 有り ※ 標準 ○

(11.3.7) 便所床 ○ 陶器 ○ 施釉 ○ 無し ● 無し ○ 特注 針葉樹

○ せっ器 ※Ｃ-Ｄ以上

○岩石の等級 床用石材 ○ １等品 ※ ２等品 ○ 磁器 ○ 無釉 ○ 有り ○ 有り ○ 有り ※ 標準1 天然石張り10
壁及びその他の石材 ※ １等品 ○ ２等品 ○ 陶器 ○ 施釉 ○ 無し ○ 無し ○ 特注(10.2.1)

構造用合板石の種類・表面仕上げ  (表10.2.1) ○ せっ器

石

工

事

使用箇所 品名 等級 厚さ 接着程度 板面の品質 保存処理 その他処理樹種名施　工　箇　所 種　類（産地、名称、形状、寸法） 表面仕上げの種類 ○ 磁器 ○ 無釉 ○ 有り ○ 有り ※ 標準
※畳床下地 ※２級以上 ※12㎜ ※１類 ※Ｃ-Ｄ以上 ○防虫処理

○ 陶器 ○ 施釉 ○ 無し ○ 無し ○ 特注
　材､ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ○ ○ ○特類 ○ ○強度等級

○ せっ器
　張り下地材

 (表10.2.2) タイルの試験張り ※ 行わない ○ 行う

施　工　箇　所 種石の種類 種石の大きさ 形状・寸法等 表面仕上げ タイルの見本焼き ※ 行わない ○ 行う②テラゾ張り
化粧ばり構造用合板

ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ･ﾌﾛｱPU ● 7mm 既調合モルタル(10.2.1)
使用箇所 品名 厚さ 接着程度 その他処理樹種名

薄型(TOTO)
○ １類 ○防虫処理

ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ･ﾌﾛｱPU ● 11.7mm 下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　４下地及びタイル
○　特類

厚型(TOTO) ○ ○図示による　○MCR工法 ○ 目荒し工法ごしらえ(11.2.7)

天然木化粧合板
外壁石張り3 壁の石張り工法 使用箇所 厚さ 接着程度 その他処理樹種名

流し筋工法 あと施工ｱﾝｶｰ工法 あと施工ｱﾝｶｰ横筋流し工法 接着剤のホルムアルデヒド放散量　 ※F☆☆☆☆ ○⑤張付け用材料○ 外壁湿式工法 ( ※ ○ ○ ）工法(10.2.2) ※防虫処理○１類 ○２類
(11.3.3)受金物の材質、形状及び寸法 ○(10.2.3)

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。○ 乾式工法 ※ 特殊加工化粧合板(10.3.2)

金物の種類、形状、寸法等 使用箇所 品目 厚さ 接着程度 化粧加工の方法 その他処理樹種名(10.3.3)

スライド方式 ロッキング方式 ○○ ○ ○オーバーレイ ○防虫処理○１類 (10.4.2)
○プリント石の厚さ ㎜ ○２類(10.4.3)
○塗装

裏面及び裏打ち処理 ※ 行わない ○ 行う（表面処理の場合小口共）(10.5.2)
○

ドレンパイプ ※ ステンレスSUS304 ○(10.5.3)

目地 ○一般目地幅 ㎜ パーティクルボード

○伸縮調整目地位置 使用箇所 厚さ 各種区分

○シーリング材の目地寸法 ㎜ ※15㎜ ○ ※１３Ｐタイプ又は１３Ｍタイプ

○

構造用パネル

使用箇所 等　級 厚　さ



図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内-

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事

（管理棟新築工事）
工　事　名

建築工事特記仕様書(5)
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あと施工アンカーの引張試験

○

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

12

木

工

事

13

14

一般事項

(14.1.3)

金

属

工

事

行う （

接合具等

(12.2.2)

造作材の化粧面の釘打ち

※ 隠し釘打ち ○○ ○ 釘頭現し

ＭＤＦ

使用箇所 厚　さ 表裏面の状態

による区分 による区分

曲げ強さ 難燃性に

よる区分

接着剤に

よる区分

つぶし頭丁釘釘頭埋め木

諸金物の形状、寸法及び材質

※ かすがい、座金、箱金物及び短冊金物は、表12.2.3から表12.2.5までに示す程度の

市販品で、木材の寸法に応じた適切なものとし、コンクリート埋込部を除き、

○

表14.2.2[鉄鋼の亜鉛めっきの種別]のＦ種程度の亜鉛めっきを施したもの

防腐、防蟻及び

防虫処理

(12.3.1)
～(12.3.2)

防腐・防蟻処理

防虫処理 ※ 行う（範囲：ラワン材等 ※｢製材の日本農林規格｣による保存処理の

性能区分K1）

○ 行わない

○防腐・防蟻処理を省略できる樹種による製材　　適用部位

○薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

○薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理 適用部位

保存処理性能区分

○ Ｋ３○ Ｋ２ ○ Ｋ４

○ Ｋ３○ Ｋ２ ○ Ｋ４

適用部材

適用部材

○薬剤の塗布による防腐・防蟻処理

※ 標仕12.3.1(ｲ)(b)

①～④による

○

○

※ JIS K 1571に適合又は同等品

○

処理の方法 薬剤の種類

折板葺

(13.3.2)

長尺金属板葺

(13.2.2)

　(13.2.3)

性能

4 粘土瓦葺

　(13.4.2)

　(13.4.3)

(13.3.3)

とい（雨水）

　(13.5.2)

　(13.5.3)

保証書

※ 重ね形 はぜ締め形

耐　力

板厚（㎜）

嵌合形 

0.6 0.8

専門工事業者

※

※ 製造所の指定業者とする

○

瓦棒葺

平葺

屋根葺形式 材 料 の 種 類 等 下　葺　材　料

 　(表13.2.1)

厚さ(㎜)

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

※

満足させること。

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

横葺 JIS G 3322の屋根用コイル

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺材

○ 一般タイプ

○

○

複層基材タイプ

粘着層付タイプ

形式による区分

山　　高　（㎜）

山ピッチ （㎜）

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

種類、大きさ、産地等 ※ Ｊ型 ５３Ａ ○

○雪止め瓦の使用 ○ 有 無

役物瓦の種類

※

※

○ 鉄鋼製（上塗り ※折板色　○

○

）

無し

○ ｽﾃﾝﾚｽ鋼製

）３０分

有り(軒先面戸・換気面戸)軒先面戸板

けらば変形防止材

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

※材料による区分 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 (表13.2.1）

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑに使用する

鋼材の表面処理

○Ｅ種

○

種別

○凍害試験 行う ○ 行わない

○

直接外気の影響を受けない屋内の場合（　　　　　　）

といの材種 ○ 配管用鋼管 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

（屋内といにＶＰ管は使用しない）

※ 建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

○

○ ステンレス製

桟木の留付け工法

○ ○ ○棟の工法 ７寸丸伏せ棟 Ｆ形用冠瓦伏せ棟 のし積み棟

とい受け金物及び吊金物

※ 表13.5.2(溶融亜鉛めっきを行ったもの)

○ ※ 表13.5.2

○ ※ 表13.5.2  ○ 0.5m以下（多雪地域の場合）

※鋼管製といの防露

防露材のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　

※ 行う （ 施工箇所

○

）○表13.5.  による3

留　付　け　方　法

鋼製(溶融亜鉛めっき処理)

材質 形状 寸法材種

 材種

  形状

 取付け間隔

(表13.5.1)

※ 受注者、屋根施工業者、屋根材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

棟補強等に使用する金物等

凍補強用心材の材質、寸法　※杉幅40mm×高さ30mm以上(防腐処理を施したもの)

掃除口 設ける※ （開放性のある自転車置場のといを除く）

⑧

①

②

⑤

⑥

●

0.4屋

根

及

び

と

い

工

事

⑨

※

①

行わない○

引張強度は監督員の指示による

各種3箇所以上、

）

ラス系下地

(15.2.4)

下地の種類 ○ 通気工法　二層下地

左

官

工

事

15

直張り工法　ラスシートモルタル下地

○ 直張り工法　ラスモルタル下地

○ 通気工法　単層下地

※ 図示による ○○耐力壁、防火構造、準耐火構造等の指定

モルタル塗り 材料 現場調合材料 ○ 既調合材料 (　　　　　　　)

(15. .2)

～(15. .5)

3

3

装外　タイル張り下地等の下地モルタル塗りの確認及び試験

○最大目地間隔 3m2㎡程度 )※

種類

目地割(

)押目地 ○※

無し○

行わない行う

全面打診による確認を行う※

接着力試験

浮きの確認

(有り※目地の設置

床塗り

）（形状適用する

既製目地材

〇 ●

セルフレベリング

材塗り

仕上塗材仕上げ

※

セメント系○ せっこう系

厚さ（㎜） 15※ 10

種類及び品質は表15. .1による

※ F☆☆☆☆ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

外装薄塗材Si

外装薄塗材Ｅ

可とう形外装薄塗材Ｅ

防水形外装薄塗材Ｅ

（

外装薄塗材Ｓ

内装薄塗材Ｃ

内装薄塗材Ｌ

内装薄塗材Si

内装薄塗材E

内装薄塗材Ｗ

○ 増塗材 ）

○

○

○

○

着色骨材砂壁状

砂壁状じゅらく

平たん状

ゆず肌状

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

砂壁状

ゆず肌状

砂壁状

ゆず肌状

砂壁状

平たん状

ゆず肌状

砂壁状

平たん状

ゆず肌状

ゆず肌状

凹凸状

砂壁状

凹凸状

平たん状

ゆず肌状

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ゆず肌状

さざ波状

ゆず肌状

さざ波状

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

吹付け

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

さざ波状

凹凸状

さざ波状

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

○

吹付け

ロｰラ-

吹付け

ロｰラ-

吹付け

こて塗

ロｰラ-

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラー

ロｰラー

吹付け

吹付け

吹付け

こて塗

ロｰラ-

吹付け

こて塗

ロｰラ-

工 法 備　考

○ 平たん状 ○ 凹凸状 こて塗

○ 京壁状じゅらく ○ ゆず肌状 吹付け

薄付け仕上塗材(JIS A 6909)

○ 調湿形

○ 調湿形

○

○

耐アルカリ性

耐湿性

可とう形外装薄塗材Sｉ

内装塗材のホルムアルデヒド放散量

種　　類（呼び名） 仕　上　げ

 (表15. .1)6

○

○

○

○

○

○

○

○

外装厚塗材Ｃ

（

外装厚塗材Si

外装厚塗材Ｅ

（

内装厚塗材Ｃ

内装厚塗材Ｌ

内装厚塗材Ｇ

内装厚塗材Si

内装厚塗材Ｅ

○

○

上塗材

上塗材

）

）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

吹放し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

平たん状

ひき起し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

凸部処理

凹凸状

かき落とし

凸部処理

凹凸状

凸部処理

凹凸状

かき落とし

凹凸状

かき落とし

凹凸状

かき落とし

凸部処理

凹凸状

○

○

○

○

吹付け

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラ-

吹付け

こて塗

こて塗

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラ-

工 法 備　考

厚付け仕上塗材(JIS A 6909)

○ 調湿形

種　　類（呼び名） 仕　上　げ

 (表15. .1)6

(15. .2)

(15. .2)5

6

(15.4.3)

5

○

○

○

○

複層塗材ＣＥ

複層塗材Ｓｉ

複層塗材Ｅ

複層塗材ＲＥ

可とう形複層塗材ＣＥ

○

○

○

○

凸部処理

ゆず肌状

凸部処理

ゆず肌状

○

吹付け

ロｰラー

吹付け

ロｰラー

工 法 備　考

○

○

○

防水形複層塗材ＣＥ

防水形複層塗材Ｅ 

○

○

凸部処理 吹付け

複層仕上塗材(JIS A 6909)

防水形複層塗材ＲＥ

種　　類（呼び名） 仕　上　げ

凹凸状

凹凸状

凹凸状

 (表15. .1)6

（ ○
増塗材)

○ ゆず肌状 ロｰラー

※複層仕上塗材の耐候性

溶剤系○

つや有

アクリル系

水系

※

※

※

外観

樹脂

溶媒複層仕上塗材の上塗材

メタリック○つやなし○

○耐候形３種

○

弱溶剤系○

ロックウール

吹付け

ﾛｯｸｳｰﾙのホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量

吹付け厚さ（㎜）

※仕上げ表による

※F☆☆☆☆

※F☆☆☆☆

施　　　　　　　工　　　　　　　箇　　　　　　　所

○

○

仕上塗材の下地

処理

マスチック塗材

塗り

5

6

6

○

○

砂壁状

平たん状

吹付け

こて塗

工 法 備　考

吹付用軽量塗材

こて塗用軽量塗材

軽量骨材仕上塗材(JIS A 6909)

仕　上　げ種　　類（呼び名）

 (表15. .1)

ＡＬＣパネルの内壁目地部の形状 ※ Ｖ型目地付き ○

種別 ○ Ａ種 Ｂ種 (表15. .1)7○

(15.  .3)

(15.  .2)12

12

(15. .4)

(15. .2)7

6

～

こまい壁塗り

(15.11.2)
(15.11.8)

9 土間用のり ※ つのまた

※ ふのり砂壁用のり

○○ ふのり ○ 粉末海藻○ぎんなんそう

土物仕上げ ○ 大津仕上げ色土の種類

○ つのまた ○

○

○ 合成高分子系混和剤

こんにゃくのり

○

にわか○

塗厚 ※ 表15.11.8 ○

○ 耐力壁の指定がある場合 ( )mm

工程

○土物 仕上げ

色砂の種類 ○天然砂と岩石の砕砂 ○人工的に着色・製造したもの

下塗りの調合 ※表15.11.2 ○

※Ａ種 ○Ｂ種

種類

○大津 仕上げ

ちりじゃくり

ちりじゃくり

種類 ○普通大津仕上げ工法 ○大津みがき仕上げ工法

○水ごね土物２工法○水ごね土物１工法

○のりごね土物工法○のりさし土物工法

土もの仕上げ工法○

○砂壁仕上げ工法

○切返し仕上げ工法

せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り

(15.8.2)

(15.8.3)

7 下塗り及び中塗り

上塗り

○○ 既調合ﾌﾟﾗｽﾀｰ 現場調合ﾌﾟﾗｽﾀｰ

○○ 既調合ﾌﾟﾗｽﾀｰ しっくい塗り

しっくい塗り

(15.10.1)
～ (15.10.3)

8 下地 ○ 木ずり ○こまい土壁塗り ○せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ ○せっこうﾎﾞｰﾄﾞ ○

材料 ○

○

現場調合材料

調合・塗厚 ○

○

○木ずり下地　　　※ 表15.10.1

○こまい土壁下地　※ 表15.10.2

既調合材料　　しっくい塗材の種類等 (　　　　　　　　　　　　　　　)

※図示

3

(16.1.3)防火戸

(16.1.6)

防犯建物部品

(16.2.2)建具

アルミニウム製

(16.1.4)

見本の製作等

性能

図示による ○※

適用箇所

適用箇所

適用箇所

)(シャッター・

)(サッシ・

)(ドア・

開口部の進入防止対策上有効な措置が講じられた「防犯建物部品」を適用する箇所

）（建具番号行う○特殊な建具の仮組

）（建具番号行う○建具見本の製作

満足させること。

※ 本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

枠見込み(㎜)

水密性

気密性

耐風圧性

性能等級

※ ○Ｓ－２

※ Ａ－３

※ Ｗ－３

性能等級 Ａ種 Ｂ種 ○ Ｃ種

耐風圧性 ※ Ｓ－４ ○ ※ Ｓ－５ ○ ※ Ｓ－６ ○

気密性 ※ Ａ－３ ○ ※ Ａ－４ ○

水密性 Ｗ－４ ○ ※ Ｗ－５ ○

枠見込み(㎜) ○

※

70 100○○※ 図示

○

※ 図示

(表16.2.2)

○Ｓ－３

○

○

○ Ｅ種○ Ｄ種

(表16.2.1)

※

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級(ｺﾝｸﾘｰﾄ系下地､鉄骨下地)

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級(木下地)

～(16.2. )5

①

⑤

●

16

建

具

工

事

●

● 図示

15

左

官

工

事

○

カラーガルバリウム鋼板

○

105、108

400

断熱材張り　●行う 　防火性能（（不燃）

○

1

○

厚さ

○ステンレス

●

４

〇

〇〇〇

３ ○○

○

●図示

〇ルーフドレイン

●プレファブメーカ標準仕様

●プレファブメーカ標準仕様

３

〇

〇

②

④

●

●

●

●

②本部席 内外部

②本部席 軒天

10

２

３

ステンレスの

(14.2.1)

表面仕上げ

(14.2.3)

鉄鋼の亜鉛めっき

合金の表面処理

(14.2.2)

金属成形板張り

アルミニウム製

(14.7.2)

(14.7.3)

笠木

(14.4.4)

軽量鉄骨天井下地

(14.5.3)

軽量鉄骨壁下地

(14.8.2)手すり

タラップ及び丸環

(14.8.3)

(14.4.2)

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ

～

屋上点検口

天井点検口

床点検口

13

(14.6.3)

(14.6.2)

※

○

○

ＨＬ程度

鏡面仕上げ

種  　　　 　類

下記以外の見掛り全て 

施　　　工　　　箇　　　所　　（手すり、タラップ、建具以外）

No.2 B程度

陽極酸化皮膜の着色方法

○

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

※ 二次電解着色

表面処理方法

○

Ａ種

Ｄ種

○ 三次電解着色

種　　　　　　別

Ｂ種

Ｅ種 ○

Ｃ種

Ｆ種 ○

試　験

行う

行う

○

(表14.2.1)

(表14.2.2)

施　　　工　　　箇　　　所

(表14.2.1)

寸　法（㎜）

板幅

板厚

材 　　種

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

○

※

ロール

押出し

○

スパンドレル形

（施工箇所は図示） 設ける○設けない伸縮調整継手

○

○

250 形

300 形

350 形

プレス※パネル形

板厚(mm)

1.6

1.8

2.0

種　  類 備 　　　　　　　　　　考

(表14.7.1)

(表14.4.1)

25型

25型

※19型

19型

○

※

屋外

屋内野縁等の種類

屋外の野縁受け・吊りボルト・インサートの間隔

屋外の周辺部の端からの寸法

屋外の野縁の間隔

mm

mm

mm

屋外の軒天井、ピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強

○

○

天井下地材における耐震性を考慮した補強

天井のふところの補強（1.5m以上3m以下)

（3m超える）

※

※

吊りボルト間隔が900㎜を超える場合の補強方法

(表14.5.1)スタッド、ランナー等の種類

スタッドの高さが5mを超える場合

※

表14.5.1におけるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に応じた種類※ ○

本体製所造の仕様による｡

○ＨＬ程度※

アルミニウム製

鋼製 亜鉛めっき

ステンレス製SUS304

材　料　及　び　表　面　処　理 施　工　箇　所

材種

○※ 図示による

図示による ○

行う

行う 行わない

行わない

行う

行う（　図示による　）

開口補強

○※ 図示による

外部 内部

形　　　状 製 　法

亜鉛めっき

寸法（㎜）

断熱材

○

○

φ600

有り

○

○

500角

無し

アルミニウム製既製品（450 ×450 ）

アルミニウム製既製品（600 ×600 ）

○

○

アルミニウム製既製品（600 ×600 ）

鋳鉄製マンホール蓋

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所φ型

種  　別 施　工　箇　所（手すり、成形板、笠木、建具以外）

　色合等

屋外のはずれ留め補強 ※ 有り ○ 無し

表面処理(種別)

建築基準法に基づ　風圧力・積雪荷重に対応したく 工法

○

○

(種別)表面処理

ｺｰﾅｰ部及び突当たり部等の役物は

⑤

⑥

⑨

⑪

⑫

B-2種

図示

C種 E種

●

●

図示

図示

ステンレス製SUS304（表面処理　※ 研磨なし　　・　　　　 ）

(表面処理　※　Ｃ種　　　　　　　　　）

●

●

●

○ ○

○

図示

○

●

900

150

300

②

４

○

○○

●

７

○

○ ○ ○

○

○

８

メーカ―標準仕様

● ○

○

○

○

屋外階段

10 〇

〇

ステンレス製既製品　（600 ×600 ）

⑭ 床下換気口 ● ステンレス製 400*200

密閉形（防水・防臭形）ステンレス目地 MKSM-2 カネソウ株式会社 又は同等品

床下換気口 ステンレス網付 SK-2431S 神栄ホームクリエイト株式会社 又は同等品

天井金属拡張ｱﾝｶｰ W3/8

ｽﾗﾌﾞ樹脂ｱﾝｶｰ D10

手摺樹脂ｱﾝｶｰ M12

15.0KN以上

40.7KN以上

60.9KN以上

（保証年限：工事目的物引渡しより　5 年間以上とする。）



図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内-

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事

（管理棟新築工事）
工　事　名

建築工事特記仕様書(6)

A-06

○

○

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

16

建

具

工

事

16

建

具

工

事

(16.2.3)

(16.3.3)

～

7 樹脂製建具

(16.3.4)

(16.3.2)

（面内変形追随性の等級

（断熱性の等級

（遮音性の等級

）

）

）

○

○※ 図示による

図示による※

○図示による※結露水の処理方法

○図示による※水切り、ぜん板等

特注○標準○

特注○標準○

特注○標準

特注○標準○

出入口のくつずりにステンレスを使用する場合は図示による。※

○

○

○

○

○

○

施　　　工　　　箇　　　所色種　　　　　　別

(表14.2.1)表面処理

特注○標準○○

○

○※ 図示による

図示による※

○

固定式

ガラス繊維入り合成樹脂製○

0.25㎜以上、16～18メッシュ

外部可動式

ステンレス製（SUS316）  

合成樹脂製

※

※

線径、網目

形　　式

防虫網

ＢＢ－１種

ＢＢ－２種

ＢＣ－１種

ＢＣ－２種

防音ドア、防音サッシとする場合

断熱ドア、断熱サッシとする場合

耐震ドアとする場合

○設置する防鳥網

木下地の場合の外部に面する内付建具の止水処理 ○ 行う

○三重ガラス単板ガラス ○

特注色○

○複層ガラス※ガラス

標準色○表面色

○

○

枠見込み(㎜)

水密性

気密性

耐風圧性

性能等級

※ ○Ｓ－２

※ Ｗ－３

(表16.2.2)

※ ○Ｓ－３

○

○ Ｅ種○ Ｄ種

性能等級

耐風圧性

気密性

水密性

※ Ｓ－４

Ａ種

○ ※ Ｓ－５

○ Ｂ種

○ ※ Ｓ－６

○ Ｃ種

○

○

※ ○Ａ－４

※ ○Ｗ－４ ※ ○Ｗ－５

枠見込み(㎜) ○図示※

(表16.2.1)

防音ドア、防音サッシとする場合

断熱ドア、断熱サッシとする場合 ）H-5（断熱性の等級

（遮音性の等級

H-4

○

○

T-1 ○ T-2 ○ ）

○ ○H-6

材　　質

○

外部に面する樹脂製建具の性能等級

外部に面する樹脂製建具の性能等級

(ｺﾝｸﾘｰﾄ系下地､鉄骨下地)

(木下地)

⑥

● ●

●

※網戸等

外部に面する建具の耐風圧性

簡易気密扉の気密性、水密性

○

○

※

Ｓ－４

適用する

○ Ｓ－５

○ 適用しない

○ Ｓ－６ (表16.2.1)

JISただし書き建具の寸法許容差（これ以外は標仕による）

※ 製造所標準製作規定寸法許容差による

(表16.4.1)

鋼板類の厚さ

が950mm又は有効高さが2,400mmを超える場合は除く）

※

○

表16.4.2（片開き、親子開き及び両開き戸の有効開口幅

mm

※ 適用する（Ａ－３） ○ 適用しない

防音ドア、防音サッシの適用

断熱ドア、断熱サッシの適用

耐震ドアの適用

（遮音性の等級

（断熱性の等級

）

）

）（面内変形追　性の等級随

鋼板類の厚さ

○

○

（遮音性の等級

（断熱性の等級

）

）

）

※ 適用する（Ａ－３） ○ 適用しない簡易気密型ドアセットの気密性

鋼板

○ カラー鋼板

○ ビニル被覆鋼板

○ ステンレス鋼板

○

が950mm又は有効高さが2,400mmを超える場合は除く）

mm　

表16.5.1（片開き、親子開き及び両開き戸の有効開口幅

表面処理亜鉛めっき鋼板

※

防音ドア、防音サッシの適用

断熱ドア、断熱サッシの適用

耐震ドアの適用

外部に面する建具の耐風圧性

簡易気密扉の気密性、水密性

○

○

※

Ｓ－４

適用する

Ｓ－５

○ 適用しない

（遮音性の等級

（断熱性の等級

○ Ｓ－６

）

）

(表16.2.1)

○ ）

SUS430J1L○SUS304

JISただし書き建具の寸法許容差（これ以外は標仕による）

表面仕上げ

曲げ加工

※ 製造所標準製作規定寸法許容差による

※

※ 普通曲げ

○

○ 角出し曲げ

ステンレス鋼板 ※ JIS G 4305

○ SUS443J1

(表16.4.1)

ＨＬ 鏡面

○

防音ドア、防音サッシの適用

断熱ドア、断熱サッシの適用

耐震ドアの適用 （面内変形追　性の等級随

○種類

鋼製建具

(16.4.2)

～(16.4.4)

鋼製軽量建具

(16.5.2)

～(16.5.4)

ステンレス製建具

(16.6.2)

～(16.6.4)

（面内変形追随性の等級

建具材の含水率の種別 ○ Ａ種 ※ Ｂ種 ○ Ｃ種

フラッシュ戸

表面材の合板の種類の適用及び品質等

表面板の厚さ

かまち及び鏡板の樹種

見込み寸法

かまち戸

○

○

ふすま

○

○

※

※ 36mm

※ 図示による

図示による

見込み寸法

○

○

上張りの種類

戸ぶすま

※

※ 19.5mm

図示による

○材料の種別 ○ Ⅱ型

見込み寸法 ○

見込み寸法 ○

紙張り障子

接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※ F☆☆☆☆ ○

※ 30mm

※ 30mm

○上張りの種類 ※ 図示による

Ⅰ型

木製建具

(16.7.2)

(16.7.3)

⑪

建具用金物

(16.8.2)

～(16.8.4)

マスターキーの製作

※ 作成する

在来マスターキーに合わせる

開き戸 (表16.8.1)

※３本 １組 ○鍵の製作本数

ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ：ｽﾃﾝﾚｽ

金　物　の　種　類 見　え　掛　り　部　の　材　質

シリンダー箱錠

そ　 の 　他

握り玉：ｽﾃﾝﾚｽ

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金， ）(

○ 取付位置

実用性能項目

(鋼製建具、鋼製軽量

建具、ｽﾃﾝﾚｽ建具)

※ ｸﾞﾚｰﾄﾞ３以上

○空錠 握り玉：ｽﾃﾝﾚｽ

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金， ）(

○ 取付位置

ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ：ｽﾃﾝﾚｽ本締り錠 実用性能項目

(鋼製建具、鋼製軽量

建具、ｽﾃﾝﾚｽ建具)

○

※ ｸﾞﾚｰﾄﾞ３以上

耐じん性能のｸﾞﾚｰﾄﾞ

○

耐じん性能のｸﾞﾚｰﾄﾞ

○

⑫

●

（●ｽﾃﾝﾚｽ,　○黄銅 ）

●

●

●

（●ｽﾃﾝﾚｽ,　○黄銅 ）

○

○

（○ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　　○黄銅 ）

(表16.8.1)

（上吊りの場合除く）

戸車

黄銅は木製建具用のみステンレス,

(上吊りの場合を除く)

レール

（○黄銅）

○ 取付位置

( ）

木製建具の場合:ｽﾃﾝﾚｽ

建具製作所の仕様による。

引手類

クレセント

:ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ等はｽﾃﾝﾚｽ

木製建具の場合引戸用錠

そ　 の 　他見　え　掛　り　部　の　材　質金　物　の　種　類

引き戸

建具製作所の仕様による

）

）

）

）

）

）

ピボットヒンジ

○

○

）(

取付位置○

）

(○ｽﾃﾝﾚｽ ）

(○黄銅 ）

ｶﾊﾞｰ部：ｽﾃﾝﾚｽ，(本体は鋼 

ｶﾊﾞｰ部:ｽﾃﾝﾚｽ，(○亜鉛合金 

ｽﾃﾝﾚｽ，

亜鉛合金程度，

押棒・押板

○ 遅延閉り機能付き

ドアクローザーフロアヒンジ

点検口軸吊りヒンジ 自閉装置付き○

亜鉛合金は木製建具用

のみ

丁番

点検口錠

○黄銅，○合成樹脂

ステンレスケースハンドル錠

（フランス落し）

亜鉛合金程度，上げ落し

ｱｰﾑｽﾄｯﾊﾟｰ

戸当り 亜鉛合金程度， ○ あおり止め付き

）

○

ｱｰﾑ部：鋼（焼付け塗装 

ｽﾃﾝﾚｽ，（○鋼 ）

本体：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

ｶﾊﾞｰ部：ｽﾃﾝﾚｽ，(本体は鋼 

鋼（焼付け塗装 ）

閉鎖順位調整器

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(丁番型)

ドアクローザー

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(ﾋﾟﾎﾞｯﾄ型)

○ 取付位置○

( ）

(○ｽﾃﾝﾚｽ ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ:亜鉛合金，グレモン錠

戸車及びレール

金属製建具用丁番

樹脂製建具用丁番

木製建具用丁番

※

※

※

※

表16.8.2による

表16.8.3による

表16.8.4による

表16.8.5による

○

○

○

○

●

●

●

(○ｽﾃﾝﾚｽ ）

鋼（ｸﾛｰﾑめっき），（●ｽﾃﾝﾚｽ

(●ｽﾃﾝﾚｽ，○黄銅

●

～(16.9.4)

(16.9.2)

自動ﾄﾞｱ開閉装置

(16.10.3)引戸装置

自閉式上吊り

～(16.11.4)

(16.11.2)

重量シャッター

～(16.12.4)

(16.12.2)

軽量シャッター

～(16.13.4)

(16.13.2)ドア

オーバーヘッド

～(16.14.4)

(16.14.2)ガラス

※

駆動装置及び検出装置の性能

引き戸用駆動装置性能値

※

種類・開閉方式 温度上昇○ 電 源防 錆耐久性(サイクル)

○

※

○

○

※

○

引き戸用検出装置性能値

放射無線周波数

電磁界耐性

温度上昇 耐久性(サイクル)

耐電圧

耐電圧

耐電圧 防 錆 電 源

多機能トイレ出入口引き戸用駆動装置性能値

防　錆 電 源防 滴

○戸の開閉方式

引き戸検出装置の種類 ○

建具表による

※ 建具表による

(表16.10.1)

○

○

 ※20以下

 ※20以下

○

○

 ※15以下

 ※15以下

手動閉じ力(N)

手動開き力(N)

適用戸の総質量(kg)

品質・規格

性能等

性能値等の区分

○ 行う凍結防止　置措

管理用シャッター　(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ○設ける)

耐風圧強度

耐風圧強度

屋内用防火シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

外壁用防火シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

○

上部手動式 ○上部電動式（手動併用）

屋内用防煙シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

※開閉方式

種　類

○Z12又はF12を満足するもの○

めっきの付着量

JIS G 3312○

○Z12又はF12を満足するものJIS G 3302

スラット及びシャッターケース用鋼板

材　質

○○

手動式 ※上部電動式（手動併用）開閉方式

耐風圧強度

オーバーラッピング形○

インターロッキング形○

形　状

AZ90を満足するものJIS G 3322

めっきの付着量材　質

○

○○

○

Z06又はF06を満足するもの○JIS G 3312○

スラット

耐風圧性能

バランス式 電動式チェーン式○バランス式※開閉方式

ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ○ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ○ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ※セクション材

ステンレス鋼板溶融亜鉛めっき鋼板※

○

ガイドレール等

収納形式

バーチカル型

ローヘッド型

○

○

ハイリフト型

スタンダード型

電動式には保護装置を設ける

電動式シャッターには保護装置を設ける

電動式シャッターには保護装置を設ける

の仕様による
建具製造所

の仕様による
建具製造所

の仕様による
建具製造所 ※※※

○○ ○

種　類　等

熱線反射ガラスの映像調整 )(

○

面クリアランス

○○

ステンレス建具

アルミニウム建具

鋼製建具

種　　　　別

ガラス溝の大きさ

○

エッジクリアランス 掛り代

○ ○行わない 行う　

網入板ガラス

○

○

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

型板ガラス

○

○

種　　　　別種　　　　別

倍強度ガラス

熱線反射ｶﾞﾗｽ

複層ガラス

強化ガラス

合わせガラス

線入板ガラス

材料

熱線吸収　ｶﾞﾗｽ板

　　(　16.14.1)図

標仕 表16.9.1による（○ SSLD-1 ○ SSLD-2 ○ DSLD-1 ○ DSLD-2）

標仕 表16.9.2による

標仕 表16.9.3による

表16.9.4（　　　　　　）による

○図示による※設置箇所

○図示による※設置箇所

○図示による※設置箇所

16

樹脂板

ポリカーボネイト21

17

カー

テ

ン

ウ
ォー

ル

工

事

2 メタルカーテン

1 性能

(17.1.3)

ウォール

(17.2.2)

～(17.2.3)

mm厚さ

種類

○ ○

耐風圧性

耐震性

水密性

気密性

耐火性

遮音性

断熱性

材料

形状・寸法

断熱材

見え掛り仕上げ

○

水平方向(KH)

○

○

※

○

○

Ｓ４

Ｗ１

Ａ１

図示

Ｔ１

Ｈ１

※

○

○

○

○

Ｓ５

※

Ｗ２

Ａ２

30分

Ｔ２

Ｈ２

○

○

○

○

○

○

Ｓ６

Ｗ３

Ａ３

1時間

Ｔ３

Ｈ３

○

鉛直方向(KV)

○

○

○

○

○

○

Ｗ４

Ａ４

Ｔ４

Ｈ４

○

○

○

○

○

※

Ｗ５

Ｈ５

○

○ 80 ○ 70 ○ 60

1.0 0.5

○

※

図示による

図示による

※

満足させること。

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

○○

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

○ A-2種(着色)A-1種(無着色)

耐温度差性(℃)

○表17.2.1による

○ ○ ｽﾃﾝﾚｽ製

製品の寸法許容差 ○

20

(16.14.5)

(16.14.2)

ガラスブロック

ガラス留め材

シーリング○

○材質金属製化粧カバー○

品質規格はJIS A 5212 による

化粧目地モルタルの色○

○

○

径5.5mmのはしご形状複筋及び単筋

SUS304

寸法・形状 ※

材質 ※力骨○

壁用金属枠及び補強材○

色　 　　調 パターン

)

厚 さ（㎜） 防 火 認 定

あり

なし

○

※

熱線反射

カラー（

○

○クリア

○

○

図示○

○

×

寸  法（㎜）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。※

※

乳白

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能認定品とする。

防音仕様、断熱仕様及び耐震仕様については図示による。※

※

グレイジングチャンネルガスケット

(表9.7.1)

※

パテ

パテ（木製用）  

２種○１種※

アルミニウム製

建　　具　　の　　種　　類

※ シーリング材(SR-1)

材　　　　　　　　　　　　　　　　　質

○ ガスケット

○シーリング材(SR-1)※

木製

鋼製・軽量鋼製・ステンレス製

○

SUS304○

※ 表9.7.1による

3 PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

(17.3.2)

～(17.3.3)

コンクリート ○ ○種類 品質

○鉄筋 SD295A

補強鉄線

耐火目地材

仕上げ

※

網目寸法

断熱材

径

仕上げ材、建具枠、ゴンドラ用ガイドレール等 図示による※

建

具

工

事

4 シーリング材及び

(17.2.2)(17.3.2)

5 構造用ガスケット

(17.2.2)(17.3.2)

ガラス取付材料

○※ 表9.7.1による

形状

寸法

※

※

図示による

図示による

○

○

※ 図示による ○材質

寸法・形状 ※ 図示による ○

○目地幅の寸法 ○平積み ※ 8mm以上､15mm以下 ○

○ 曲面積み ※ 外側 15mm以下､内側 6mm以上

(曲率半径はｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ幅寸法の10倍以上とする)
○

○

※ 6m以下ごとに幅10～25mmの伸縮目地を設ける。伸縮調整目地の位置○

⑱

⑲

 ●40以下  ●40を越えるもの

●

●

● ●

Low-Eガラス

●

○

図示

16

建

具

工

事

●

○耐熱合わせガラス

種　類　等

図示

図示

図示

（　協議による ） 作成しない○

８

９

〇

〇

〇

召合せ、縦小口包み板等　●鋼板　○ステンレス鋼板　○アルミニウム合金の押出形材

10 〇

●

●

○

(●ｽﾃﾝﾚｽ，〇

13
〇

⑭

15

○

○

○

16 ○

17

○

○

○

○

○

○

○

○



図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内-

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事

（管理棟新築工事）
工　事　名

A-07

建築工事特記仕様書(7)

○

①

○

○

項　　　　目章 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

内

装

工

事

19

(18.1.3)

～(18.2.7)

(18.2.2)

塗装材料

(18.3.3)

(18.3.2)

錆止め塗料塗り

塗装工程

 (18.4.1)

～(18.14.2)

Ｃ種※

屋内EP-G塗○－ １種水系さび止めＣ種

F☆☆☆☆※ ○塗料のホルムアルデヒド等の放散量

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

(表18.2.1)～(表18.2.7)

継目処理工法はＡ種とする。

塗り工法に応じた節の規定による

塗り工法に応じた節の規定による

透明塗料の場合はB種とする

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

※

※

○

○

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

○

○

○

※

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ及びALCパネル面

モルタル及びプラスター面

木部

素　　　　　地 種　　　　別 備　　　　考

備考

屋内EP-G塗

鉄
　
鋼
　
面

※※Ａ種亜鉛

１種鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止めＡ種

－ ○

○－ 鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め ２種

水系さび止め －Ｂ種

※○

　見隠れ部分

Ｂ種Ａ種

Ｂ種○Ａ種※

　見掛かり部分

鉄鋼面

塗料種類

(表18.3.1)～(表18.3.4)

屋内屋外種別塗面

錆止め塗料の種別

鋼製建具

※※

規格名称

○○ 変成ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾌﾟﾗｲﾏｰＢ種

塗装工程種別

鋼面

めっき －

工程の種別

記　号

ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント塗り

名　　　　　 　　　　称

鉄鋼面

木部

ＤＰ 耐候性塗料塗り

NAD ○ Ａ種 ※ Ｂ種

Ｂ種※Ａ種○クリヤラッカー塗りＣＬ

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗り

Ａ種

○※ Ａ種 Ｂ種

○ ※ Ｂ種

Ｂ種※Ａ種

屋内

屋外

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出

成形ｾﾒﾝﾄ板面

上塗り １級 ふっ素樹脂系等

ＥＰ-Ｇ つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

２級 シリコン系等

３級 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系等

Ｂ種Ａ種 ○ Ｃ種○

○ Ａ種 ※ Ｂ種

(表18.4.1)～

種　　　　別

亜鉛めっき鋼面 ※ 表18.4.3による

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面 ※

※

表18.7.1による

表18.7.2による

※木部 表18.8.2による

ｺﾝｸﾘｰﾄ､ﾓﾙﾀﾙ､ﾌﾟﾗｽﾀｰ､

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ､その他

ﾎﾞｰﾄﾞ面

鉄鋼面 屋内

(表18.14.1)

一液形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

さび止め ○※ B種A種

B種A種○ ※

鋼製建具以外

ＥＰ

ＥＰ-Ｔ

ＵＣ

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

○

○

○

Ａ種

Ａ種

Ａ種

※

※

※

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

※亜鉛めっき鋼面 表18.8.4による屋内

ＯＳ オイルステイン塗り

ＷＰ 木材保護塗料塗り Ｂ種※Ａ種○

※ 塗料 ○水性 ○油性表18.  .1による12

○ Ａ種 ※ Ｂ種

(19.2.2)(19.3.3)

(19.9.2)

(19.7.2)(19.8.2)

ビニル床シート

(19.2.2)

①

(19.5.5)(19.5.4)

(19.4.2)(19.5.2)

揮発性有機化合物

対策

張り

ビニル床タイル

(19.2.2)

張り

単層ビニル床シート

複層ビニル床シート

○

※

発泡複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

クッションフロア

区分

発
泡
層
無

発
泡
層
有

種　　　　　　類 記号

ＴＳ

ＦＳ

ＨＳ

※※ 熱溶接無地

マーブル

2.5

2.0

厚さ(㎜) 色　　柄 工　法 施工箇所

仕上表に

よる

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ・ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ、ｶｰﾍﾟｯﾄ、ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、ﾎﾞｰﾄﾞ類、断熱材の接着に使用する

塗料、フローリング材、ボード類、壁紙、断熱材のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆ ○

※ F☆☆☆☆ ○

※

接着剤のホルムアルデヒド放散量

○

○

○

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

単層ビニル床タイル

置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

○複層ビニル床タイル

薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

区分

接
着
形

置
敷
形

種　　　　　　類 記号

ＫＴ

ＴＴ

ＦＯＡ

ＦＯＢ

ＦＴ

2.5

○

2.0

○

※

厚さ(㎜)

※

○

施工箇所寸　法色　　柄

①

素地ごしらえ②

③

②

●

●

●

3.5

※

ＣＦ

④

※○

○

の

第２種２号

(19.2.2)

(19.2.2)

耐動荷重性床ｼｰﾄ6

視覚障害者用

床タイル

床タイル(19.2.2)

帯電防止床シート、

(19.2.2)

床タイル

防滑性床シート、

○

塩化ビニル系

レジンコンクリート系

磁器又はせっ器質タイル

３００㎜角

１５０㎜角

○

○ ○

○

種　　　　　類 　　厚　　さ　（㎜） 備　　　考

○ ○

種　　　　　類 性　　　　　　　能

○ ○

種　　　　　類 性　　　　　　　能 　　厚　　さ　（㎜）

帯電防止床シート

帯電防止床タイル

種　　　　　類

○

防滑性床シート

　　厚　　さ　（㎜） 備　　　考

107体積抵抗値 1×10 ～1×10 Ω程度

107体積抵抗値 1×10 ～1×10 Ω程度

○

備　　考

寸法 厚さ（㎜）

種　　　　　類 形　　　　　状

19

内

装

工

事

塩化ビニル系 500角

塩化ビニル系

種　　　　　類

防滑性床タイル

備　　　考（㎜）厚さ寸　　　　　法

フローリング張り

(19.5.2)

～(19.5.7)

エポキシ樹脂系塗床材

１等

１等

ボード

○ 樹脂モルタル仕上げ ○ 平滑 ○ 防滑 ）

単層フローリング

フローリング

○ フローリング ○

薄膜型塗床材

エポキシ樹脂系塗床材

(表19.5.1)～(表19.5.6)

防水処理足金物付

備　　　考

ブロック

薄膜流し  べ仕上げ

厚膜流し  べ仕上げ （ ○ 平滑 ○ 防滑 ）

種 類

15

○

厚さ(mm)樹　種

○

○

○ 8

○

○ 接着工法

○ 接着工法

釘留め工法

根太張り工法

直張り工法

工　　　法大きさ

の

※ なら

○

表19.5.1

表19.5.4

○表19.5.5

15

12

8

合成樹脂塗り床

(19.4.2)

(19.4.3)

弾性ウレタン樹脂系塗床材

※ 平滑仕上げ 防滑仕上げ ○ つや消し仕上げ

塗厚（㎜）

厚膜型塗床材⑪

ゴム床タイル張り

(19.2.2)

ビニル幅木

(19.2.2)

9

カーペット敷き

○※ 60 ○ 75

種　　　　　類 　　厚　　さ　（㎜）

軟質 ○ 硬質 ○ 2.0※ 1.5

下敷き材 ※ JIS L 3204(反毛フェルト)の　　　　　　呼び厚さ8㎜

○

見切り、押さえ金物 材質、形状等 ※ 図示による ○

○ 織じゅうたん

○ タフテッドカーペット

パイル形状 帯電性ﾊﾟｲﾙ長さ(㎜)

ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法 ○ 適用

○ ニードルパンチカーペット

厚さ(㎜) 帯電性

○ 適用

タイルカーペット

種別 パイル形状 寸法(㎜) 総厚さ(㎜)

※ ※ ループパイル ※ 500×500 ※ 6.5

タイルカーペットの敷き方 平場部分 ※ 市松敷き ○

階段部分 ※ 模様流し ○

全面接着工法○

Ｃ種○

Ｂ種○

Ａ種○

施　工　箇　所

施　工　箇　所工　　法

施　工　箇　所

施 工 箇 所

○

 種一

○二種

高　　さ （㎜）

種  別 織り方 パイル形状

○ 適用

○

※ 無地

○

○

帯電性 色　柄

ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法

接合方法

寸法（㎜）厚さ（㎜）色　柄

単層品 ○○ 積層品

種　類

(19.3. )

(19.3. )

2

3

⑧

●

○

●

※階段は点字鋲

（防塵塗装）

●

○

○

（防塵塗装）

（水系ウレタン系塗床・耐熱水）

●

●

※特殊防滑性長尺塩ビシート（VS2）：厨房用

(

なら〇

桧

10

2.0

塩化ビニル系 500×500 4.0 帯電防止置敷き

4.0

18

塗

装

工

事

※

縁甲板張り

(19.5.1)

畳敷き (19.6.2)

13

せっこうボード、

その他ボード

及び合板張り

(19.7.2)

壁紙張り

(19.8.2)

(19.8.3)

天井廻り縁

断熱・防露

(19.9.2)

(19.9.3)

19

内

装

工

事

厚さ(mm)樹　種

○ １×６タイプ

フローリング ※ なら 15

○ ○

○合成樹脂発泡シート※接着工法のフローリング裏面の緩衝材

複合フローリング

樹　　種 等　　級 仕上程度 施工箇所

種別 Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 Ｄ種 (表19.6.1)

○ 8

種　　　別 備　　　考

ボードタイプ

仕上げ塗装

○

ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形）Ｂ種

オイルステインの上ワックス塗り ○ 生地のままワックス塗り

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

ジョイントコンパウンドアクリル系シーリング

せっこうボードの目地処理 (表19.7.5)

合板類の張付け (表19.7.3)

※ 図示による

(表18.2.7)

素地ごしらえ モルタル及びプラスター面 ○ Ａ種 ※ Ｂ種

○ Ａ種 ※ Ｂ種コンクリート面 (表18.2.5)

せっこうボード面

材質 アルミニウム製 塩化ビニル製

○ Ａ種 ※ Ｂ種

Ａ種 Ｂ種目地継目処理工法の場合 (表18.2.7)

(表18.2.4)

※ ○

突付け・目透し工法の場合

材　　　　　　　　　　料

○

○

※ 開口部等補修用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量はJISで定めるＦ☆☆☆☆とする

※

発泡工法

断熱材現場 Ａ種１

(難燃性を有するものとする)

目透かし ○ 突付け 継目処理

○ Ａ種 ※ Ｂ種

ウレタン系シーリング

品　質　・　規　格防火性能

○ 下表による

打込み工法

断熱材 mm

断熱材厚さ

そ　　の　　他

mm

吹付け厚さ
JIS A 9526

施　行　箇　所

JIS A 9511

JIS A 9521

○

○

○

※

しおじ

(表19.7.1)種別

○

○

○

○

○

せっこうボード(GB-R)

化粧せっこうボード(GB-D)

シージングせっこうボード(GB-S)

強化せっこうボード(GB-F) 

ロックウール吸音ボード(RW-B)

グラスウール吸音ボード(GW-B)

ロックウール化粧吸音板(DR)

けい酸カルシウム板(0.8FK)

メラミン樹脂化粧板

難燃木毛セメント板

断熱木毛セメント板

普通合板

天然木化粧合板

特殊加工化粧合板

その他下張り用合板

※

種 　　　　　　　類

厚さ

厚さ

化粧板樹種

厚さ

表面性能　○Ｆ　○FW　○W　○WS

※

○

○

内部用

軒天用

タイプ２（無石綿）

JIS K 6903 による

○

○

12.5(不燃)

杉柾模様

トラバーチン模様

トラバーチン模様

模様なし

15(不燃)

21(不燃)

25

25

9.5(準不燃)

30

30

接着の程度

接着の程度

○

接着の程度

なら

○

○

フラット

立体模様

フラット

立体模様

○

25

25

○

○

12.5(準不燃)

15(不燃)

○

9.5(準不燃)

○

○

○

20

20

12(不燃)

15(不燃)

12(不燃)

15(不燃)

※

○

○

表板樹種

12.5(不燃)

9.5(不燃)

15

15

防虫処理○行う

防虫処理○行う

防虫処理○行う

12.5(不燃)

9.5(準不燃)

※

※

※

※

9(不燃)

12(不燃)

9(不燃)

12(不燃)

(軽鉄下地は専用のものとする)

吸音あなあきせっこうボード(GB-P)

※ 1.2

表19.7.1によるＪＩＳ規格品とする

板面の品質

規　　格　、　厚　さ（㎜）等

※

化粧加工の方法

防火性能・種類・規格・施工箇所

○Ａ種ＩＨ

接着工法

根太張り工法

直張り工法

工　　　法

釘留め工法

○

Ａ種

Ｂ種

○ Ｃ種

種 別

ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

階段滑り止め

(20.2.6)

階段手すり

8 黒板及び

(20.2.8)

ホワイトボード

家具、ﾕﾆｯﾄ等の

フリーアクセス

(20.2.2)

フロア

揮発性有機化合物

対策

4 移動間仕切

(20.2.4)

3 可動間仕切

(20.2.3)

トイレブース

(20.2.5)

材種

形状

取付工法

ステンレス製（SUS304）

ビニルタイヤ入り

※ 接着工法 ○ 埋込み工法

あり （ ビニル ○ SUS304 ）

ステンレス製　（SUS304　ＨＬ仕上）

ビニル製ハンドレール 

径

径

㎜

㎜

（仕様は金属工事参照）

○径 ㎜丸型　 平型　 ㎜幅

両端ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ

クリアラッカー仕上げ

○

集成材

幅 約35mm○

○

スロープ及びボーダー

コンセント等の取付け

配線用取出し用開口

空調用吹出しパネル

※

※

※

○

製造所の標準仕様

製造所の標準仕様

対応品又は工場加工品

あり （ ※ 固定式 

○

○ 可変式 施工箇所は図示 ）

※

収納家具その他ユニットに使用する材料で、合板、化粧合板、MDF等の

収納家具その他ユニットに使用する合板等の接着剤

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

※

※

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

○

○

含まれる可塑剤 ※ ﾌﾀﾙ酸-ﾌﾞﾁﾙ等を含有しない、難揮発性のもの ○

※ 建設技術評価制度｢耐震型ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの開発｣の技術評価を取得した製品とする｡

寸法

(㎜)

フロア

高さ(㎜)

施　工　箇　所 所定荷重 帯電防止 漏えい

抵抗性能

耐震性能

表面仕上げ材の品質、規模等は、標仕１９章内装工事による。

図示による

（コンセント本体は別途設備工事）

（施工箇所は図示）

パネル圧接装置の操作方法パネル表面材・仕上パネル操作方法による種類

あと施工アンカー

引抜耐力試験 ※ 行う

○

○

パネル式

スタッド式

ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式 ○

表　面　仕　上

アクリル樹脂焼付

メラミン樹脂又は

構成基材

ﾊﾟﾈﾙ内に取付ける建具

寸 法  ・  形 状遮 音 性

材質 寸法

表面材 メラミン樹脂系化粧板 ○ ポリエステル樹脂系化粧板

構 造 形 式

種　　　　　　　　　　類

○ ○

パネル材料のホルムアルデヒト放散量　F☆☆☆☆

遮音性

耐荷重性能

耐衝撃性能

ローリングロード性能

耐燃焼性能

フリーアクセスフロアの試験方法

20

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

の

工

事

○

○

黒板 ※

○

焼付け ※

○

※

色彩

緑

黒

白

○

○

○

○

曲面

スクリーン付引分け

曲面

スクリーン付引分け

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

備　　　　考

ほうろう白板○

○

○

○

ほうろう黒板

区　　分 種　　類

鋼製黒板

額縁金属

品質・規格

※ アルミ製 （表面処理の種別 ※ Ｂ－２ ○ Ｂ－１ ）

鏡 (20.2.9) 厚さ（㎜） ※５ ○

表示・標識

(20.2.10)

(20.2.11)

衝突防止表示

法令に基づく表示

室名札

５

外国語表現

寸 法（㎜）

材　　　　質

○ 行う

50×250

色

○

（

角太ゴシック

丸

○ 英語

60×250

書　　　体

○

○

シルク印刷

○

）

平付型

持出型

取付け形式

※

○

※

なし

）

図示による

厚さ(mm)

アクリル板

アルミ板

非常用進入口表示等は消防法に適合する市販品とし、その他は標準詳細図による。

○○ ○

○

印刷等の種別

○

○

○

○

幅木型 足金物型脚部 ※

パネル材料のホルムアルデヒト放散量　F☆☆☆☆

ドアエッジの材質 ○トイレブース製造所の仕様による。※

⑮

⑯

⑰

⑱

⑤

⑩

※

(KT-Ⅱ　)

●

●

●

● ● 3.0

●

●

※

※

●

図示による（ 市販品 ステンレス製 径 30 mm※

⑥

※床暖の上に施工するフローリングは床暖対応仕様とする

●

不燃積層せっこうボード(GB-NC)●

● 9.5(準不燃)

●

30

※

塗装品

図示 図示●

○

● 塗装品

○

○

○

○ ○ ○

○

○

○

20

○

○

○

○ ○ ○

○

● (　● 平滑　　● 防滑 )

○

●

○

○ 5.0

●

●

● ○

2.5

塩化ビニル系

○

10

○

○

ﾒｰｶｰ標準○

○

●

○

○

○

○

○

●○

○

３

４ ○

○

○

○

５

７ ○

○

○

● 100

○

○

○

●

12

○

○ ○ ○

○

14

○

○

○ ○

○

○

○

○ 〇 6.0〇 8.0

●

○

○

○○

管理棟 各室 不燃 量産品

○

○

○

○

○

特定フロンを使用しないものとする。

ネオマ断熱ボードt34.5（ネオマフォーム t25 + 石膏ボード t9.5 ）旭化成建材株式会社

RC直張り工法による

２

７

〇

〇

〇

〇

9

● ●

●

●○ ○

ピクトグラフ（便所、車いす、階段等）

５

寸 法（㎜）

○

材　　　　質

○

150×150

シルク印刷

○

平付型

持出型

取付け形式 備 考

図示による

厚さ(mm)

アクリル板

アルミ板

○ ○

　印刷等の種別

● ●

●

● ○

ビス止 SK-AN-1F 神栄ホームクリエイト株式会社 又は同等品

両面テープ留 SK-AN-2PL 神栄ホームクリエイト株式会社 又は同等品

両面テープ留 SK-AS-1PL 神栄ホームクリエイト株式会社 又は同等品

ビス止 SK-17F-150 神栄ホームクリエイト株式会社 又は同等品



図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内-

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事

（管理棟新築工事）
工　事　名

建築工事特記仕様書(8)

A-08

※

メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材） 人工大理石（品質　図示）

○

28

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

(23.5.5)

(23.3.6)

(23.4.7)

(23.3.4)

芝等の枯補償

新植、移植樹木、

章 項　　　　目 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

※

24

案内板（館内、各階、便所）

○

５

外国語表現

寸 法（㎜）

○

材　　　　質

○

○

行う

600×600

色

○

（

角太ゴシック

丸

○

○

英語

100×600

書　　　体

○

○

○

200×200

シルク印刷 ○

○

）

平付型

持出型

取付け形式

館名板等

品質・規格

図示による

厚さ(mm)

アクリル板

アルミ板

○ ○ ○ ○

　印刷等の種別
20

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

の

工

事

材種 ※ アルミニウム

仕様等 溝幅×深さ（㎜） 90×150 ○ 150×80 ○ 120×80 ○

表面処理 ○ ○Ｃ－１（無着色） Ｃ－２（着色）

ステンレス製（SUS304)（受枠とも）

ゴム製（ステンレス製（SUS304）受枠）

硬質アルミニウム合金（受枠とも）

塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製（SUS304）受枠）

○

○材種

品質・規格

品質・規格

図示による ○ 市販品（アルミニウム製　押出し型材）

品質・規格

材　　　種

奥行き（㎜）

○

○ 約450 ○ 約600

垂直式○傾斜式○

垂直降下式緩下機は消防法に基づく国家検定に合格したものとする。

品質・規格

形式

※

120 個）（組用）○○

差込式○

6030

釣下式

○

※

（

形式市販品

○

○

銅版製　寸法 400×300×60

銅板製 両面文字掘込共 寸法Ｂ４版 厚さ５㎜

○定礎箱

定礎銘板

定礎石

）箇所○１箇所※市販品（ステンレス鋼（SUS304）※

品質・規格

材種

○

形式

形状 ○

片引き

Ｃ型 ○

引分け 

Ｄ型

（暗幕用は300 ㎜以上の召合せの重ね掛けとする。）

角型※

※ 10-90

○

強さによる区分

製又はアルミニウム合金の押し出し成形材製 ステンレス製

○ 仕上げ ※ アルマイト

操作方法

幅及び高さ

スクリーンの材種

品質・規格

スプリング式

布製 ○ ガラス繊維製

○

○ 木製

○ 電動式コード

形 式

横形

(20.2.14)

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

縦形

ギヤ式

○ コード式

種　　類

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 25

○ 80

○ 35

100○

ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

ｽﾗｯﾄの材質 ｽﾗｯﾄ幅（㎜）

○

※ ２本操作コード式

１本操作コード式

○

ﾎﾞｯｸｽ･ﾚｰﾙの材質

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ

取付箇所
形　　　式 開閉操作方法

引分片引ﾀﾞﾌﾞﾙｼﾝｸﾞﾙ 電動 ひも引 手引

○ ○

○

○

○

○

○○○○○

○○○○○

種別・品質・特殊加工等

ひだの種類

○

○

○

○

○

○

ﾌﾗﾝｽ
ﾌﾟﾚｰﾝ
片箱つま

鋼製

カーテン用　れ地のき

合金製

○

流し台

コンロ台

吊戸棚

水切り棚

部品寸法（㎜）

○

○

○

○

優良住宅部品

優良住宅部品

優良住宅部品

優良住宅部品

トラップ付き 

バックガード有り

ステンレス製１段式

種　　　類 規　　　格 仕　　　様

品質・規格

なし

あり

○なし

あり

○

表面の材質枠　の　材　質

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（B-2）

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（B-2）

○

○

屋外

屋内

照明器具 施　錠

○ ○ ○

カーテンボックス

ブラインドボックス

ブラインド

(20.2.12)

ロールスクリーン

(20.2.13)

カーテン

(20.2.14)

カーテンレール

(20.2.14)

くつふきマット

鋼製書架及び棚17

収納家具(木製)

掲示板

カウンター

21 洗面カウンター

流し台ユニット

非常用救助袋等23

鍵箱

定礎

旗竿受金物26

●

図示

●

図示

※

図示

図示

● 1

22

25

●

御影石 文字掘込共 寸法 300×400×30

27

20
旗ポール

(20.2.11)

煙突ライニング

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ

(20.3.2)

アルミニウム合金

固 定 方 法

ベース式

埋込式

○ロープ式

ハンドル式

○

※

　操 作 方 法

○８

６

○

○

　地上高さ（ｍ）

同一断面型

テーパー型

形　　　　式

○

※

材　　　　質

品質・規格

○

※ １０

６５０℃○４００℃※

品質・規格

最高温度

煙突用成形ライニング材及びキャスタブル耐火材

補強鉄線 ○

○

径 ×(mm) 網目寸法

コンクリートの設計基準強度

※

○

配筋 ※

○

取付け方法 ※ 図示による ○

JIS G 3532 の普通鉄線

JIS G 3551 の溶接金網

水セメント比 55%以下、単位セメント量の最小値300kg/m3

を満足する調合強度

配筋を定めた計算書を監督職員に提出する

21

排

水

工

事

図示

○

○

間知石及びｺﾝｸ

ﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸ

(20.4.2)

(20.4.3)

敷地境界石標

車止め

間知石の材種

ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ブロック

地業の材料

練積みの工法

伸縮目地材の材種、厚さ

※

花こう岩

面の形状

質量区分

再生クラッシャラン

谷積み

○

○

○

長方形

ブロックＡ

○ 布積み

○

○

正方形

（

○

目塗り

ブロックＢ 

○ 六角形

○ 行う ）

○ Ｈ型

種別 ○ 花こう石類（文字記号入り） ※

上下式鎖内蔵型

（ ○ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ付き ）

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

○

φ76.3 t=2.0

φ114.3 t=2.5 

柱径・肉厚（㎜）

○

GL+700

GL+850

高さ（㎜）

基礎 無筋コンクリート造３５０×３５０　H２５０程度

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ製（市販品）

形　　　　式 材　　　　質

○

※

○ ○ ○○

※ 図示

フェンス

亜鉛めっき

ビニル被覆

表　面　仕　上　等

○

樹脂塗装 ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

○

○

ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾌｪﾝｽ 片開き

両開き

門扉の仕様種　　　　　　　類

○

30

31

33

32

(21.2.1)材料

ふた (21.2.1)

側塊、排水桝及び

材　種　（表21.2.1） 　　管　の　種　類

遠心力鉄筋コンクリート管○ ※ １種

ＶＰ ＶＵ

○ ＲＳ－ＶＵ

○ ＤＶ

基床の厚さ呼び径

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手

側塊の形状および寸法 ※

排水枡の種類 ※

○

○

図示による

図示による

凍上抑制層に用いる材料○

外圧管( )

○○ ＶＵ継手

○ 砂(　　　　　　　　)○ 砂の粒度試験 ○

●

●

●

図示●

○ 鋼鉄製マンホールふたの種類

種 類 　　適  用  荷  重 （安全荷量）

○ 水封形 ○ 密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ･ﾊﾟｯｷﾝ式） ○ T- 2用（5KN） ○ T-6用(115KN)

○ 中蓋付密閉形 ○ 簡易密閉形(ﾊﾟｯｷﾝ式） ○ T-20用（50KN）

グレーチングふた

種 　　類 材　　　質 形 　　式 適用荷重 タイプ 上面形状

溝ふた用 鋼製 受枠 ※ なし ○ 普通目 ○ 平形

桝ふた用 ｽﾃﾝﾚｽ製 あり T- 2用 ※ 細目 ※ 凹凸形

○ 嵩上げ用 ○ 鋳鉄製 ○ 図示 T- 6用

Ｕ字溝用 ○ 樹脂製 ボルト固定※ なし T-14用

図示 T-20用

●

●

●

●

●

●

歩行用●

●

T-25用●

●

●

○

○

○

縁石 (21.3.1) 歩車道境界ブロックのJIS による呼び名 ※ Ａ ○

地先境界ブロックのJIS による呼び名 Ａ ○ Ｃ ○

砂利地業の厚さ ※ 100mm ○

●

コンクリート側溝

(21.3.1)

(21.2.1)

○ 250A ※ 250B ○

○ 250A ※ 250B ○

鉄筋コンクリートＵ形のJIS による呼び名 ○ 240 ○ 300A ○ 360A

現場打ちコンクリートの設計基準強度 Ｆc(N/㎜２） １８

鉄筋コンクリートL形のJIS による呼び名

コンクリートL形のJIS による呼び名

※

○スランプ(cm) １５ ○１８

現場打の鉄筋 種類の記号 ※ ○

●２１

●

●

図示

路床

(22.2.3)

(22.2.5)

(22.2.2) 路床の構成

盛土に用いる材料 Ａ種 ※ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 (表3.2.1)

路床安定処理用材料 ※ 添加材料による安定処理 (表22.2.2)

○凍上抑制層 厚さ ○

○透水性舗装 フィルター層の厚さ 車道部 ○

歩道部 ○

路床安定処理 行う 行わない

○図示による

図示による

図示による ○ 150mm

○ 50mm

○

○

※

○

○

22

舗

装

工

事

○

(埋戻し部、盛土部)※ 行わない○行う路床締固め度の試験

）乱さない土○乱した土※（行う路床土の支持力比(CBR)試験

㎏/m3添加量

消石灰　１号○消石灰　特号○フライアッシュセメントＢ種○

生石灰　１号○生石灰　特号○普通ポルトランドセメント○

高炉ｾﾒﾝﾄＢ種○）（地盤改良材○種　類

路盤

(22.3.3)

(22.3.5)

(22.3.2)

材料

○ ○ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ（CS-40) 

路盤締固め度の試験 行う

路盤の厚さ mm

再生クラッシャラン（RC-40,30,20)　

クラッシャラン（C-40,30,20）

図示

※

アスファルト舗装

(22.4.2)

～(22.4.6)

カラー舗装の種類

※ アスファルト舗装 ※ 顔料混入加熱アスファルト混合物

再生加熱アスファルト混合物の種類

区分

表層 密粒度アスファルト混合物（13) ※ 密粒度アスファルト混合物（13F)  

○ 細粒度アスファルト混合物（13）

舗　装　の　種　類 表層(mm) 基層(mm)

アスファルト 再生アスファルト

一般地域 ○ 寒冷地域

○ ストレートアスファルト

（ ○６０～８０ ８０～１００ ）

シールコート 行わない ○ 行う （ 施工範囲 ）

施工

アスファルト混合物の抽出試験 ○ 行う ※ 行わない

アスファルト締固め度、厚さの試験 行う 行わない

○ PK-1 PK-2○シ－ルコ－ト用乳剤の種別

50 (50)

※

○ 行わない

コンクリート舗装

(22.5.2)

～(22.5.6)

カラー舗装

(22.6. )

～(22.6. )4

2

早強セメント ※ 使用しない ○ 使用する

※ 低弾性タイプ ○ 高弾性タイプ

コンクリート版厚さの試験

目地

種類 ○ 突合せ目地 ○ 伸縮調整目地 ○

間隔 ○ 5m程度ごと ○ 3m程度ごと ○

注入目地材料

構成

種　　　　　　　　　　　　　類 配合その他

自然石

○

※ 適用しない

石油樹脂（添加量　　　　）

適用する○

ｱｽﾌｧﾙﾄ

着色骨材

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験

結合材

添加剤

加熱系ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物※

常温系ニート工法○

常温系塗布工法○

mm舗装の厚さ

部　位

○ 車路

歩行者

用通路

着色部の下部 ○ アスファルト舗装 ○ コンクリート舗装

の種類コンクリート スランプ(cm)厚さ(mm)部 位 設計基準強度(N/㎡)

行う※

4m程度ごと

収縮目地

コンクリート舗装 18 15

～(22.7.6)

6 透水性舗装 

(22.7.2) 行わない○行う※

行わない※行う○

図示による ○舗装構成及び厚さ ※

表層の厚さの試験

開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験

ブロック系舗装

(22.8.2)

(22.8.3)

7

６０

目　　　地

モルタル

砂

○

※

厚さ（㎜）

○

※

寸 法（㎜）

３００角

○○擬石(S) 

カラー平板(C)

○洗出平板(W) ○

品質・規格

普通平板(N)

コンクリート平板舗装

※

○

○

種　　　　　　　　類

○

○クッション材 ※ 砂 空練りモルタル

部位 形状寸法(mm)

○

○

－

※ 3.0

※ 5.0

○

○

曲げ強度
(N/mm2)

インターロッキングブロック舗装○

品質・規格

クッション材 ※ 砂

※ 80

※ 60

植生ブロック○

厚さ(㎜)

○ 60

○

○ 80
透水性ブロック○

京ｴｺﾚﾝｶﾞ○

※ 80

○ 100

※ ブロック

種　　　　類 色彩及び表面加工等

標準品 ※

歩行者
用通路

車路普通

品質・規格

基層の厚さ(㎜)

○ ○ ○ｺﾝｸﾘｰﾄ版

○ｱｽﾌｧﾙﾄ
　混合物

○ ※ 70

※ 50

○

○

形状寸法(㎜)

クッション材 ※ 砂 ○ 空練りモルタル

舗石舗装○

花崗岩

○

うろこ張り80～100 

○

厚さ(㎜) 工　法 基　層種　　類

○

砂利敷き8

Ｂ種

Ｂ種

※

○

Ａ種

Ａ種

○

※

下敷きの使用材料は再生クラッシャランとする※

建物周囲その他

通　  路

(22. .2)9

白線引き ○ 15幅（㎝）ペイント式  ○溶融式種　類

グラウンド舗装 メーカー仕様による

植栽基盤整備

(23.2.2)

(23.2.3)

支柱材、幹巻き用

(23.3.2)

樹木の種類等

(23.3.2)

材料

植込み用土 現場発生土の良質土 客土 （ 畑土 ○ 黒土 ）

土壌改良材

施工箇所

行う （

※

パーク堆肥

植込み部分 ○

）下水汚泥ｺﾝﾎﾟｽﾄ

※ 工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤

高からを有効土層とする。 ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画

地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

※ 行う

樹木の樹高

12ｍ以上

 3ｍ未満

芝、地披類

有効土層の厚さ（㎝）

※

工　　　　法

※

○

○

○

Ｂ種

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｄ種

○

※

○

○

※

植込み部分

葉張りの範囲

図示

植栽範囲

(樹高7m以上)

整　備　範　囲

○

※ 100 ○ 120 ○ 150

※ 80 ○ 100

※ 60 ○ 80

※ 50 ○ 60

※ 20

 7～12ｍ未満

 3～ 7ｍ未満

図示による

○

支柱材

幹巻用材料 

※

形式

防腐処理方法

※

杉(焼き丸太)

幹巻き用テープ

○

※

※

竹

加圧式防腐処理丸太

○

○ ひのき ○

○

○

から松(皮はぎ)

樹木の種類、寸法、数量等

種　　類 寸　　法

※ 図示による ○

数　　量

下表による

備　　考

図示による

○わら こも

植栽基盤に浸透した雨水の排水

○暗きょ　 ○開きょ　 ○排水層 　○竪穴排水　 ○

○

○

芝 (23.4.2)

(23.4.3)

等 種　　　　　別

※

○

※

○

べた張り

芝　張　り　の　工　法

○

筋芝張り

ノシバ

コウライシバ 目地張り

平地 切土法面 盛土法面

○※

地被類

吹付けは種

芝

○種子の種類 ※ 洋芝類

種子の量

種類

芽立数 径

単位面積当たりの株数 株/㎡

屋上緑化

～(23.5.4)

(23.5.2)

5

○

○

○

○

水抜き管

舗装材

ﾏﾙﾁﾝｸﾞ材

)

(

(

(

※

※

○

目地張り

目地張り

カット

○

○

○ ふるい ○ プラグ苗

)

)

○

樹木の種類、寸法、数量等

種　　類 寸　　法

※ 図示による ○

数　　量

下表による

備　　考

芝・地被類の種類

○

○

○ セダム類

図示による※

(厚さ      )(厚さ      )

(厚さ      )

○

○

屋上緑化ｼｽﾃﾑ

土壌層

屋上緑化軽量ｼｽﾃﾑ

※

軽量骨材

改良土

○

○ 人工軽量土

板状成形品排水層

)かん水装置 ○

○

設置する

設置しない

(

材料

ノシバ

コウライシバ

○

見切　材り

引渡しの日から１年 ○ 引渡しの日から 年

設置しない○

○ 設置する

※

形式

防腐処理方法

杉(焼き丸太) ○

※

※

竹

加圧式防腐処理丸太

○ ひのき ○

○

○

から松(皮はぎ)

図示による

支柱材

※

感染症対策①

※ガイドライン

https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001404285.pdf

えた、建設現場等での対策を確実に実施するものとする。

感染予防対策ガイドライン（令和2年5月14日（令和3年5月12日改訂版））」を踏ま

感染者が発生した場合の対応等を盛り込んだ「建設業における新型コロナウイルス

ている取組事例や、オフィス等における対策や通勤時の対策、

本工事においては、建設現場の「三つの密」の回避等に向けて建設企業で実践され

（新型コロナウイルス感染予防対策)

舗

装

工

事

22

植

栽

及

び

屋

上

緑

化

工

事

23

そ

の

他

24

29

ユ
ニ
ッ
ト
及

び
そ
の
他
の
工
事

12 ○

○

○ ○

●

500

○ ○

10

SD295

100

○○

○

●

●

●

●

●

●

⑪

②本部席

各室

● ● ● ● ●

⑬

⑭ ●

● ●

●　HL

15

16

18

○

○

20

●

●

●

●

高さ 約500 ㎜  

○

○

○

○ ○

○

○ ○

○

○

○

4

3

2

1

9 ○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

3

2

○

ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ

19

34

耐水 MDF

ポストフォームカウンターウイルテクト UVA アイカ工業株式会社 又は同等品

①

●

2

3

4

1

4

5

6



E

G

G

as

隣地境界線

確認番号建築面積床面積棟名称棟番号

428.04 中建4949平成元年12月27日既存

倉庫

管理棟

ダックアウトA

ダックアウトB

器具庫 RC

144.43 149.69

233.44

59.93 24.00

17.60 17.60

17.6017.60

4.46 16.38

672.06

S

S

S

S

RC

構造

2

3

4

1

－

482.72

建物一覧

新築
可児市運動公園グラウンド整備工事

工　事　名

発　注　者 可　児　市　役　所

図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内

設計事務所 キタイ設計株式会社

A-09400

本部棟

（管理棟新築工事）

T29

113.05

113.05

T2

E
E

Co

As

As

as

U240

115.25

115.50

113.55

113.53

114.52

E

E

112.93
113.32

115

TA.1-4

114.38

112.50
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平板載荷試験

配置図及び受変電基礎図



図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名

A-10

（管理棟新築工事）

仕上表・求積図・平面図・屋根伏図・建具表
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縦樋:ｶﾗｰ塩ﾋﾞ管 φ55

凡例

雨水桝

雨水排水管

4.570

網戸網戸 ROW=1761/ROH=2380ROW=1823/ROH=2380（内）ｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ/（外）ｼﾘﾝﾀﾞｰ
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,
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色：ブラック色：ブラック

AW 小窓(上段用)(ビル用)S引違窓(H1000)(ビル用)SAW
1

1
WD

1
TB トイレブース

建具表　S=1/100

クレセント錠

備考:

アルミ

FL5ｶﾞﾗｽ:

材質:

金物:

網戸

F4

金物:クレセント錠

備考:

アルミ

ｶﾞﾗｽ:

材質:

▽FL
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5
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AF FIXフロント(P2枚)S1 引戸フロント(P2枚)SAFAD

4 片開きガラスドア(ビル用)S3 片開きガラスドア(ビル用)SADAD 引戸(ビル用)SAD 引戸(ビル用)S1

2500 1620

備考:

引手・引違戸錠金物:

アルミ

（内）ｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ/（外）ｼﾘﾝﾀﾞｰ

-

ｶﾞﾗｽ:

材質: アルミ

FL5ｶﾞﾗｽ:

-

備考:

金物:

材質:

引手・引違戸錠
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8
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2
30
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1675

アルミ材質:

備考:

アルミ材質:

備考:

金物:

材質:

本締錠

アルミ

ｶﾞﾗｽ:

備考:

ｽﾃﾝﾚｽ丁番・ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ

F6

（内）ｻﾑﾀｰﾝ/（外）ｼﾘﾝﾀﾞｰ

ｶﾞﾗｽ: F6

アルミ

ｽﾃﾝﾚｽ丁番・ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ金物:

（内）ｻﾑﾀｰﾝ/（外）ｼﾘﾝﾀﾞｰ
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本締錠
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4
7

西棟
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ｶﾞﾗｽ:
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金物:

2
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3
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▽ CH2347
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室内引戸＜上吊り仕様＞／片引き戸

三協立山株式会社 三共アルミ社 又は同等品

リヴェルノ W16  01
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TB トイレブース3
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ｶﾞﾗｽ:

材質:

金物:

抗ウイルス高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)

－

メーカー仕様による

小松ウオール　サニティＴＢ－ＶＧＰＲタイプ　又は同等品

抗ウイルス高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)
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クレセント錠

アルミ

金物:

備考:

色：ブラック

AD 引戸(ビル用)S

1620

アルミ

ｶﾞﾗｽ:

-

備考:

金物:

（内）ｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ/（外）ｼﾘﾝﾀﾞｰ

材質:

引手・引違戸錠

東棟

抗ウイルス高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)抗ウイルス高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF) 
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F6/アルミ複合版

▽CH2353

面積表　S=1/100

■　外部仕様

2'

SUS巾木(共通)SUS巾木(共通) SUS巾木(共通)

× ＝

× ＝

合計

m2延床面積

× ＝

4.570 × ＝

× ＝

合計

m2

× ＝B

A

１

3

2

1

3.775

3.775

建築面積

18,911

4,
5
7
0

3.100 4.46401.440

屋根

雨樋

庇

外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ)

板金金物

塗装

外部建具

断熱材:ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ t=20

軒樋:鋼板t=1.6+塗装

ｱﾙﾐ W7600×D850(AD2S)

断熱材:ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt=40

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ:鋼板t=1.2+塗装 土台ｶﾊﾞｰ:鋼板t=1.2+塗装

鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装

ｱﾙﾐｻｯｼ

仕上:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺き t=0.5

外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.5

内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.5

1

名称

2

3

4

5

6

7

8

(不燃NM-8697)

(不燃NM-8697)

(不燃NM-8697)

名称

ﾌﾞﾗｯｸ

ﾌﾞﾗｯｸ

ｵﾌﾎﾜｲﾄ

ﾌﾞﾗｯｸ

ｼｬｲﾝｸﾞﾚｰ

ﾌﾞﾗｯｸ

ﾌﾞﾗｯｸ

-

ｼﾙﾊﾞｰ

色仕様 仕様

縦樋:ｶﾗｰ塩ﾋﾞ管 φ55西棟

東棟

共通

17

16

15

14

13

12

11

10 RH070-G316(S)

RH070-G321(K)

93オープンデッキ 組完品

18

鋼製手摺 H925

滑り止め模様付 歩道Ｕ字溝用ステンレス製グレーチング蓋（U-100,150及びU-360）

ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し修正

床 モルタル塗 箒目仕上

壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し修正

鋼製手摺 H925

SUS製 手摺 H750

ウッドデッキ等繋ぎ材

基礎共通

上屋土間

階段・スロープ

ウッドデッキ

上屋
柱梁材：アルミ押出形材陽極酸化・塗装複合皮膜

屋根材：アルミ押出形材陽極酸化・塗装複合皮膜
9

出幅 250、高さ 図示

ｿﾌﾄ巾木

H=60

H=60

H=60

ｿﾌﾄ巾木

ｿﾌﾄ巾木

仕上/寸法/色品名/品番/ﾒｰｶｰ下地 仕上/寸法/色 下地 品名/品番/ﾒｰｶｰ 品名/品番/ﾒｰｶｰ品名/品番/ﾒｰｶｰ仕上/寸法/色 下地 品名/品番/ﾒｰｶｰ仕上/寸法/色仕上/寸法/色

床 巾木
室名

下地 品名/品番/ﾒｰｶｰ仕上/寸法/色
階数

天井廻り縁間仕切壁外周壁

■　内部仕様

備考

認定番号
 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(壁):準不燃QM-9824   防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5:不燃NM-9639   普通硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞ:不燃NM-9645   ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板:不燃NM-8578   ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板t=9:不燃NM-8599   ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ:準不燃QM-9410

 ｶﾗｰ鋼板t=0.5:不燃NM-8697 硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18:準不燃H12建設省告示1401号   石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5:不燃NM-8619 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5:準不燃QM-9828   化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(天井)t=9.5:不燃NM1864

<ｼｯｸﾊｳｽ対策>

･壁､床､天井､建具仕上げに用いる建築材料はすべてF☆☆☆☆､または規制対象外の材料を使用する｡

･天井裏などへの措置については､天井裏､床裏､壁､収納に用いる建築材料はすべてF☆☆☆☆､または規制対象外の材料を使用する｡

<ｼｯｸﾊｳｽ対策>

1階 ﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

会議室

西棟

ｶﾗｰ鋼板

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18

東ﾘ

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18

-

-

-

-

吉野石膏

-

塩ﾋﾞF見切り

-

H=60

LGS25

-

捨貼り合板t=5.5

塩ﾋﾞF見切り

ﾎﾜｲﾄ

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

ﾎﾜｲﾄ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ

吉野石膏

-

t=9.5

ｶﾗｰ鋼板

ﾎﾜｲﾄ

t=9.5

塩ﾋﾞｼﾞｮｲﾅｰ

東ﾘ

東ﾘ

吉野石膏

-

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ

東ﾘ

ｿﾌﾄ巾木

-

ｵﾌﾎﾜｲﾄ

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

-

t=9.5

捨貼り合板t=5.5

LGS65

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

ｿﾌﾄ巾木

塩ﾋﾞF見切り

- ﾎﾜｲﾄ

t=0.5

ｿﾌﾄ巾木

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18 -

ｵﾌﾎﾜｲﾄ

-

-

別途

東ﾘ -

LGS65

-

ｿﾌﾄ巾木

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

-

-

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

塩ﾋﾞｼﾞｮｲﾅｰ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5

ﾎﾜｲﾄ

-

吉野石膏

-

塩ﾋﾞｼﾞｮｲﾅｰ

H=60

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18

ｵﾌﾎﾜｲﾄ

塩ﾋﾞF見切り

-

LGS25

東ﾘ

-

-

東ﾘ

ﾎﾜｲﾄ

吉野石膏

-

t=0.5

捨貼り合板t=5.5

-

t=2.0

-

LGS25

-

LGS25

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

-

t=0.5

-

t=2.0

ﾎﾜｲﾄ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

塩ﾋﾞｼﾞｮｲﾅｰ

-

t=0.5

LGS65

ｵﾌﾎﾜｲﾄ

-

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ ｶﾗｰ鋼板

-

LGS65

塩ﾋﾞF見切り

東ﾘ

ﾎﾜｲﾄ

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ

ｿﾌﾄ巾木

-

t=9.5

ﾌﾛｱﾘｭｰﾑﾏｰﾌﾞﾙ

-

-

捨貼り合板t=5.5

-

-

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

-

ﾎﾜｲﾄ

LGS25

t=0.5

ｿﾌﾄ巾木

LGS65

ｵﾌﾎﾜｲﾄ

-

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ

東ﾘ

ﾎﾜｲﾄ

-

ｿﾌﾄ巾木

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5

東ﾘ

ｶﾗｰ鋼板

-

捨貼り合板t=5.5

-

ｶﾗｰ鋼板

t=9.5

ﾎﾜｲﾄ

塩ﾋﾞｼﾞｮｲﾅｰ

-

VS8026

東ﾘ

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40 -

-

-

ﾌﾛｱﾘｭｰﾑﾏｰﾌﾞﾙ

女子更衣室

1階

男子更衣室

東棟

-

-

ﾎﾜｲﾄ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ

-

-

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

東ﾘ

-

-

-

-

東ﾘ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

東ﾘ

塩ﾋﾞF見切りﾌﾛｱﾘｭｰﾑﾏｰﾌﾞﾙ

東ﾘ

ｿﾌﾄ巾木

H=60

ｿﾌﾄ巾木

-

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

捨貼り合板t=5.5

ｶﾗｰ鋼板

塩ﾋﾞF見切り

-

t=2.0

ｵﾌﾎﾜｲﾄ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ -

-

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

- ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ

東ﾘ

ｿﾌﾄ巾木

t=9.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5

-

捨貼り合板t=5.5

LGS19

VS8026

吉野石膏

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

ﾎﾜｲﾄ

-

東ﾘ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ｶﾗｰ鋼板

H=60

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18

ﾎﾜｲﾄ

LGS19LGS65

ﾎﾜｲﾄ

ﾌﾛｱﾘｭｰﾑﾏｰﾌﾞﾙ

t=2.0

-

ﾎﾜｲﾄ

-

--

吉野石膏

t=9.5

ｵﾌﾎﾜｲﾄ

ｿﾌﾄ巾木

塩ﾋﾞｼﾞｮｲﾅｰ

ﾎﾜｲﾄ

LGS65

t=0.5

VS8026

-

t=0.5

-

-

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5

塩ﾋﾞｼﾞｮｲﾅｰ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5

耐水

耐水

耐水

ﾒﾗﾐﾝ化粧板

ﾒﾗﾐﾝ化粧板

ﾒﾗﾐﾝ化粧板

抗菌抗ｳｨﾙｽ

抗菌抗ｳｨﾙｽ

抗菌抗ｳｨﾙｽ

ｱｲｶ工業

ｱｲｶ工業

ｱｲｶ工業

t=2.0

t=2.0

t=2.0

ﾌﾛｱﾘｭｰﾑﾏｰﾌﾞﾙNW

ﾌﾛｱﾘｭｰﾑﾏｰﾌﾞﾙNW

ﾌﾛｱﾘｭｰﾑﾏｰﾌﾞﾙNW

ｼｰﾘﾝｸﾞ仕様 下端ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

ｼｰﾘﾝｸﾞ仕様 下端ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

ｼｰﾘﾝｸﾞ仕様 下端ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

ｾﾗｰﾙ ｳｨﾙﾃｸﾄplus

ｾﾗｰﾙ ｳｨﾙﾃｸﾄplus

ｾﾗｰﾙ ｳｨﾙﾃｸﾄplus

単色 EFK

単色 EFK

単色 EFK

備考

ﾊﾞｯｸ壁 ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ ｳｨﾙﾃｸﾄplus

ﾊﾞｯｸ壁 ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ ｳｨﾙﾃｸﾄplus抗菌･抗ｳｨﾙｽ長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ

抗菌･抗ｳｨﾙｽ長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ

抗菌･抗ｳｨﾙｽ長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ

色は現場指示

色は現場指示

色は現場指示

色は現場指示

色は現場指示

色は現場指示

色は現場指示

色は現場指示

色は現場指示

色は現場指示

色は現場指示

色は現場指示

色は現場指示

-

-

-

-

-

-

- -

-

-

-

-

-

-

ﾊﾞｯｸ壁 ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ ｳｨﾙﾃｸﾄplus

出幅 250、高さ 図示

出幅 250、高さ 図示

 ﾒﾗﾐﾝ化粧板 ：不燃NM-2183

救護室

出入口 ﾊﾞｰﾁｶﾙﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ（額縁取付）

窓 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ（額縁取付）

出入口 ﾊﾞｰﾁｶﾙﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ（額縁取付）

出入口 ﾊﾞｰﾁｶﾙﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ（額縁取付）

窓 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ（額縁取付）

窓 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ（額縁取付）

ｱﾙﾐ製 室名札 250*60

ｱﾙﾐ製 室名札 250*60

ｱﾙﾐ製 室名札 250*60

ｱﾙﾐ製 室名札 250*60

ｱﾙﾐ製 ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ 150*150､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､衛生器具

ｱﾙﾐ製 ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ 150*150､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､衛生器具

ｱﾙﾐ製 ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ 150*150､衛生器具

X1通側 ﾊﾞｰﾁｶﾙﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ（天井取付）

アルミ複合版/アルミ複合版

金物: 引手・引違戸錠(内　ｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ/外　ｼﾘﾝﾀﾞｰ)

ｶﾞﾗｽ:

金物:

ｶﾞﾗｽ: FL8（飛散防止フィルム貼り）FL6（飛散防止フィルム貼り）

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填 24kg t50

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ ｱﾙﾐ製 150*150

S 室名札 ｱﾙﾐ製 250*60

B

VB

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 25

P

ﾊﾞｰﾁｶﾙﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 100

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾍﾞﾝﾁ W1800xD400xH400

背無し PVCﾚｻﾞｰ(ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ･木ﾌﾚｰﾑ) 脚ｽﾁｰﾙ

Φ100

Φ150

Φ100

Φ150

20㎝

記号

20cm換気扇 壁ｽｲｯﾁ

Φ150換気扇

Φ100換気扇

Φ150給気口

Φ100給気口

Y2

Y3 Y4Y1

9,2803519,280

18964(柱芯)

93079307

屋根伏図　S=1/100

350

18911(壁芯) 26.526.5

平面図　S=1/100

東棟

※ は設計GLよりの高さを示す***

東棟西棟 上屋上屋
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※ 表記なき室の床高さは GL+496 = FL±0 
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西棟名称

換気給気設備  凡例

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾌｰﾄﾞ

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

Y5 Y6

7436(壁芯)

37183718

7489(柱芯)

26.526.5
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網戸

3
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UP

6
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0
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1
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Φ
1
5
0
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VBVB
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2'2'

ADAD
2'

7,479

CH:2353 CH:2353

男子更衣室女子更衣室

5

16.99㎡16.99㎡

Φ
1
50

20㎝ 20㎝

105

270

270600

1,290

150

1,390

+475

1
,
44

0

1
0
5

7,
3
1
6

1
,
9
1
1

1
0
5

5
,
3
00

7,4365,053

31,400

976.5 3,100 976.5

A

3B

1,0001,000 3,775

2

1

△ 5.053 △ 3.5320

144.4300

144.43

31.400 31.400143.4980 143.4980

149.6927

149.69

Y5 Y6

7436(壁芯)

7489(柱芯)

26.5 26.5

26 61

3,100950 950

5,000

奥行=5775

3100 1337.51337.5

9

950 950

4
57

0
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93073509307

9280318632323213
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CH:2347

CH:2347

CH:2347

CH:2347

男子トイレ

トイレ

女子トイレ

18,954

9,297360

5

会議室

WD
1

1,50
0

9297

特注

2
TB

TB

3
TB

1

1
AD

4
AD

3
AD

Φ
1
506.47㎡

20㎝ Φ100

Φ150

上段

20㎝

Φ150

上段

Φ100

43.21㎡

Φ150

7.28㎡

14.68㎡

14.77㎡

20㎝

Φ150

特注

H
1
,0

0
0

西側階段

150

1,560

270 270

270 600

105

1,660

+475

Y2

5,010

180 4,650 180

5,000

950 3,100 950

1,000 1,000
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UP
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+200
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1
,
6
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6
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3
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,
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11,100
1
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9
0

4
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1
,7

4
0

4
4

+475

1,
45

7.
5

東側階段

50

50

50

50

細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（P=10mm）ｸｯｼｮﾝ付
U-180用 ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 W600*2

細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（P=10mm）ｸｯｼｮﾝ付
U-180用 ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 W600*2

細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（P=10mm）ｸｯｼｮﾝ付
U-360用 ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 W600*2
細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（P=10mm）ｸｯｼｮﾝ付

U-100用 ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 W600*2
細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（P=10mm）ｸｯｼｮﾝ付

7565 75 65

U-100用 ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 W600*2

ｺﾝｸﾘｰﾄ □240

雨水桝
ｺﾝｸﾘｰﾄ □240

雨水排水管

6
5

65

色は現場指示

汚垂石

T

T

T T

T

T

T T

T

T

T

T

T

T

T

敷地内側溝（土木工事）
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北側立面図　S=1/100 東側立面図　S=1/100 東側立面図　S=1/100

南側立面図　S=1/100 西側立面図　S=1/100西側立面図　S=1/100

東棟断面図　S=1/100西棟断面図　S=1/100

断面図　S=1/100
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■　外部仕様

12

東棟西棟 上屋西側ｽﾛｰﾌﾟ

西棟 上屋

東棟 西棟上屋

救護室

給

53 3

633

屋根

雨樋

庇

外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ)

板金金物

塗装

外部建具

断熱材:ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ t=20

軒樋:鋼板t=1.6+塗装

ｱﾙﾐ W7600×D850(AD2S)

断熱材:ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt=40

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ:鋼板t=1.2+塗装 土台ｶﾊﾞｰ:鋼板t=1.2+塗装

鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装

ｱﾙﾐｻｯｼ

仕上:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺き t=0.5

外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.5

内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.5

1

名称

2

3

4

5

6

7

8

(不燃NM-8697)

(不燃NM-8697)

(不燃NM-8697)

名称

ﾌﾞﾗｯｸ

ﾌﾞﾗｯｸ

ｵﾌﾎﾜｲﾄ

ﾌﾞﾗｯｸ

ｼｬｲﾝｸﾞﾚｰ

ﾌﾞﾗｯｸ

ﾌﾞﾗｯｸ

-

ｼﾙﾊﾞｰ

色仕様 仕様

縦樋:ｶﾗｰ塩ﾋﾞ管 φ55西棟

東棟

共通

17

16

15

14

13

12

11

10 RH070-G316(S)

RH070-G321(K)

93オープンデッキ 組完品

18

鋼製手摺 H925

滑り止め模様付 歩道Ｕ字溝用ステンレス製グレーチング蓋（U-100,150及びU-360）

ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し修正

床 モルタル塗 箒目仕上

壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し修正

鋼製手摺 H925

SUS製 手摺 H750

ウッドデッキ等繋ぎ材

基礎共通

上屋土間

階段・スロープ

ウッドデッキ

上屋
柱梁材：アルミ押出形材陽極酸化・塗装複合皮膜

屋根材：アルミ押出形材陽極酸化・塗装複合皮膜
9

13 13

西側階段東側階段

西側階段
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16 1717

17 1711
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東棟 東側階段
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58 13
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917 17
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9307350

18911(壁芯)
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給給

給

1

12 12

456

8

9

10 12

18

161115 13

Y1 Y2

7489(柱芯)

7436(壁芯)

女子更衣室 男子更衣室

10

1

図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名

（管理棟新築工事）
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立面図・断面図
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■軒樋：鋼製
■竪樋：VU55

▼ユニット上端

■アルミサッシ
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外
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▼ユニット下端

▲CL

■F見切り

▼ユニット下端

▼FL

▼ユニット上端

▲CL

■軒樋：鋼製

■竪樋：VU55
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■ハット型ジョイナ

■軟質キャップ

■屋根連棟カバー
仕上：ガルバリウム鋼板葺きt0.5

断熱材：フェノールフォームt20
防湿シート

■屋根

■床連棟カバー

内部仕上：カラー鋼板t0.5

断熱材：フェノールフォームt40

外部仕上：カラー鋼板t0.5

■壁パネル

断熱材：スチレンフォームt40

      硬質木片セメント板t18

下地：捨貼り合板t=5.5

仕上：長尺塩ビシート t=2
■床
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仕上：ガルバリウム鋼板葺きt0.5
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防湿シート

■軟質キャップ

■ハット型ジョイナ
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仕上：長尺塩ビシート t=2

下地：捨貼り合板t=5.5

      硬質木片セメント板t18

断熱材：スチレンフォームt40

■壁パネル

外部仕上：カラー鋼板t0.5

断熱材：フェノールフォームt40
内部仕上：カラー鋼板t0.5

■巾木
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断熱材：スチレンフォームt40

      硬質木片セメント板t18
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■天井

下地：LGS25

仕上：化粧石膏ボード(不燃) t9.5

■天井（通常部）
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下地：LGS19

■天井（妻連部）

■ＥＸＰ．Ｊ妻連壁パネル

■ＥＸＰ．Ｊ妻連床カバー

■ＥＸＰ．Ｊ内樋

■ＥＸＰ．Ｊ妻連屋根カバー

■連屋根金具

■ＥＸＰ．Ｊ妻連壁屋根金具

妻側断面図　1/5

妻側断面図　1/5

桁側断面図　1/5

桁側断面図　1/5
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図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名

（管理棟新築工事）

ユニット部断面詳細図
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■目地EPDMパッキン

■間柱詳細図：S=1:2

■竪樋：VU55
■妻端コンセントPL

■柱連棟カバー

■柱連棟部目地ガスケット

■アルミサッシ

外部仕上：カラー鋼板t0.5
断熱材：フェノールフォームt40
内部仕上：カラー鋼板t0.5

■壁パネル

フェノールフォームt16
■妻端パネル断熱補強：

■間柱内カバー■間柱：C-57×31.4×15
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▲柱外面
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図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名

（管理棟新築工事）

ユニット部平面詳細図

A-132・5



図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名

（管理棟新築工事）

東・西棟　詳細図

図示 A-14

雨水排水横引配管 VU75
※開放面に向かって1/100程度の
　水勾配を設けること。

1-D13

Y1

捨 ｺﾝｸﾘｰﾄ

1
0
0

1
3
03
0

300

1-D13

Y4

1
00

5
0 7
0

▽かぶり厚

べた基礎

D10@250ﾀﾃﾖｺ

1
5
0
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拡大

基礎

　は縦の面取りを示す。

建物外周部は面取りを行うこと。
縦方向も面取りを行う。
全箇所共通とする。

　は面取り箇所を示す。

拡大

Xn

Ym

Xm

YnY1
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各基礎のコーナー部は

西棟・東棟基礎 特記

ロ　断面図
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雨水排水横引配管
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Y3Y2

※通り芯よりも室内側に設置すること。
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6
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開口位置詳細図　1/20

ねずみ侵入防止柵設置

床下開口補強筋詳細 1/20

開口横補強筋2-D13

（L×H≧300cm2）
開口面積300cm2以上

開口斜め補強筋１-D10
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ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ詳細図　1/10

基礎上端

べた基礎東棟

立上り部

拡大15

1
5

縦方向も同様に行うこと。

角部は面取りを行うこと。

基礎

ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ基礎 特記

立上り部

平場部

平場部

F1基礎

基礎詳細図　1/30

F2基礎

95

600

300300

X4

100

100

4,653.54,653.54,653.54,653.5

100

100
建て方用アンカー
（連棟部のみ）

建て方用アンカー
（連棟部のみ）

518,9545
（デッキ基礎外面）

9,3079,307 350

Y1 Y2

Y3

Y4

（通り芯）（通り芯）

5001,548.56006001,548.55005001,548.56006001,548.5500

360

157.54,1876084,1876754,1876084,187157.5

基礎伏図　S=1/100西棟 東棟

記 号

D10 D13 D16

21Ｎ-18-20Ｎ（構造補正対象）

註3）べた基礎及び土間下は良質土にて十分転圧を行うこと。特記なき事項は、鉄筋コンクリート構造は関西構造協会 構造標準図2021年版を参照する。

重ね継手とする

凡例

（設計強度）

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度

使用鉄筋
SD-295 （D16以下の鉄筋）JIS G 3112

其の他

鉄筋継手

はアンカーボルトを示す。

特記なき　　はアンカーボルト芯を示す。

特記なき　　は基礎面を示す。

レベル精度　　　　　　　　　2mm以内

アンカー位置精度　　　　　　4mm以内

対角精度　　　　　　　　　　　±3mm

は建て方用アンカーを示す。

鉄筋径

基礎・立上り壁・土間

上屋

べた基礎コンクリートｔ＝150 D13-＠250SC　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑｔ＝0.15 砂敷きｔ＝30

土間コンクリートｔ＝120 D13-＠250SC ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑｔ＝0.15 砂敷きｔ＝30

土間コンクリートｔ＝120 D13-＠250SC 再生砕石地業ｔ＝100

土間

スロープ土間

べた基礎
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D10

1
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D10@250

床下換気口 SUS製 400*200

神栄ﾎｰﾑｸﾘｴｲﾄ 角型床下換気口 SK-2431S 又は同等品

長期地耐力：30KN/ｍ2　地耐力確認として平板載荷試験（1箇所）を行うこと。
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ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ基礎詳細図　1/20

※ <　>内寸法は 東棟を示す
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6-D13

Y1

スマートポートRワイドタイプ はね出し　四国化成工業株式会社 又は同等品

X1

X4

▽ﾃﾞｯｷFL

▽設計GL

VP65

+100

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 金鏝仕上

+150

VP65

ｽﾛｰﾌﾟ 1/12

+475

+200
ｽﾛｰﾌﾟ 1/12

基
礎

打
込

V
P
5
0

Y5Y4

東棟

転落防止嵩上げ

+475+475

転落防止嵩上げ

VP50

掃除口

掃除口

西棟 東棟

F11

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 金鏝仕上
t120 D13 @250SC

F10

照　明

０２ＬＥＤ照　明

０２ＬＥＤ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15
砂敷 t30

再生砕石 t100

雨水配管基礎打込

掃除口

Y4 Y5

基礎増打ち

UPUP-180

+310

+145

-20 +310

+145

±0

両側SUS製手摺 φ34 H750(基礎高含む) 両側SUS製手摺 φ34 H750(基礎高含む)

西棟

西側階段

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾓﾙﾀﾙ塗 箒目仕上

+475+475

細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（P=10mm）ｸｯｼｮﾝ付
U-180用 ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 W600*2

細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（P=10mm）ｸｯｼｮﾝ付
U-180用 ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 W600*2

細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（P=10mm）ｸｯｼｮﾝ付 細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（P=10mm）ｸｯｼｮﾝ付
U-100用 ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 W600*2U-100用 ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 W600*2

０２ＬＥＤ

照　明

F11 F10

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 金鏝仕上
t120 D13 @250SC

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15
砂敷 t30

X4X1

再生砕石 t100

f3 f4

再生砕石 t100

平面図　S=1/50

※ は設計GLよりの高さを示す***

上屋

支柱１

梁２

水上枠３

水下枠４

端部垂木５

垂木６

中間垂木７

端部屋根押え

８ 屋根押え

９

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

主要部材

屋根材

ボルト類 ステンレス

主要部材断面図
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.3

57

79 133.5 93

31.9

4.
2

50

4.
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55
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19

5

140
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110

（Ｓ＝１／１０）

屋根押え ９ 端部屋根押え８中骨７垂木６

端部垂木５水下枠４水上枠３梁２支柱１

仕様（材質・塗装）

陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

5*4-M12 樹脂ｱﾝｶｰ

基礎増打ち

鋼製手摺 側面取付
（東西棟と共通）

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 金鏝仕上
t120 D13 @250SC

西棟

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15
砂敷 t30
再生砕石 t100

Y5Y4

東棟

▽設計GL

▽ﾃﾞｯｷFL

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾓﾙﾀﾙ塗 箒目仕上

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾓﾙﾀﾙ塗 箒目仕上土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾓﾙﾀﾙ塗 箒目仕上

▽設計GL

▽ﾃﾞｯｷFL

▽設計GL

▽ﾃﾞｯｷFL

再生砕石 t100

ｺﾝｸﾘｰﾄ 金鏝仕上

共通 出隅面取り

矩計図　S=1/50

f1 f1

Y6 Y1 Y6

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
t120 D13 @250SC

ﾓﾙﾀﾙ塗 箒目仕上

基礎高さ含む
SUS製手摺 φ34 H750

共通 出隅面取り

共通 出隅面取り

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾓﾙﾀﾙ塗 箒目仕上

基礎高さ含む
SUS製手摺 φ34 H750

東側階段

再生砕石 t100

t120 D13 @250SC

6-D13

▽設計GL

▽ﾃﾞｯｷFL

SUS製手摺 φ34 H750(基礎高さ含む)
SUS製手摺 φ34 H750(基礎高さ含む)

基礎高さ含む
SUS製手摺 φ34 H750

再生砕石 t100

東側階段西側階段

西側階段 西側階段東側階段

東側階段

f8 f8

f6 f6f5 f7

ﾓﾙﾀﾙ塗 箒目仕上
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
t120 D13 @250SC
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P
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C OA75

M12 樹脂ｱﾝｶｰ（◎部 各4本 ○部 各2本）
鋼製手摺 側面取付（東西棟と共通）

SUS製手摺 φ34 H750(基礎高さ含む)

SUS製手摺 φ34 H750(基礎高さ含む)

ｺﾝｸﾘｰﾄ 打放し
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図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名

（管理棟新築工事）

上屋・東西側階段　詳細図

30・50 A-15
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西側階段

上屋

東側階段

f5

f6

f6 f8

f8

f7

f4

土間仕様は詳細図による
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図面の種類

1/縮　　尺 図面番号 葉之内

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名

（管理棟新築工事）

上屋・東西側階段　構造図
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耐火建築物準耐火建築物　一般建築物

工事名称

工事場所

建物構造

建物用途

工事概要A)

建築基準法別表第一 （第   項）

本工事は、契約規則、建設業法、電気事業法、電気設備技術基準、有線電気通信法、日本電信電話株式会社技術基準

電波法、有線テレビジョン放送法、消防法、建築基準法、および労働安全衛生法等、関係諸法令を守り施工する。

（

本工事に必要な仮設電力、ガス、水道等の引込工事費、負担金、基本料金、使用料金等は引渡し日まで、原則として請

負人の負担とする。引渡し日までの本設受電も同様とする。

設計図書は工事の大要を示すものであり、着工前に施工図等を提出し監督職員の承諾を受けること。なお設計図書に、

既設取り外し再使用取付機器は、ワックス清掃および、絶縁測定（本工事費内で必要により改修）ランプ替えのうえ取

監督職員と協議の上指示により施工する。この場合原則として工事費の増減は行わない。

明記なき事項で、技術上、美観上、また保安上当然必要と認められるものならびに現場の納まり上必要な軽微な変更は、

工事着工前に下記書類を提出のこと。

別契約の関係請負人が工事用仮設物を定置したものは、無償にて使用できる。

種 目 項   目 工   事   概   要

引圧低 設 備込

設 備引 込圧高

配管配線盤取付工事の一切を行う。

本工事は、最寄り電力会社柱より(　　電灯　　動力)電源を引込み、引込開閉器盤にいたる

本工事は、屋外型高圧キュービクルを設置する。

本工事は、敷地内に構内第１柱を建柱し、最寄電力会社柱より受変電設備にいたる配管配線

配線の特記なきものはエコ電線・エコケーブルを使用する。

電線の色分けは標準仕様書どおりとし、ケーブルの場合は端末にて相別を施す。

配管は特記なきものはねじなし電線管（ＣＰ－Ｅ）とする。

長さ1m以上の入線しない空配管、予備配管にはビニル被覆鉄線（1．2ｍｍ）を入線し、名札を取り付ける。

露出配管を行う場合は、施工前に素地ごしらえ（エッチングプライマー等）と下塗りを行い、施工後仕上げ塗装を行う。

設計図中ＰＦ電線管は、合成樹脂製可とう管（一重管）自己消火型を示す。

接地極埋設位置附近に接地埋設標を取り付ける。

内側断熱施工される構造体のコンクリートに埋込むボックス等には、断熱材等を取付ける。

マンホール、ハンドホール内にてケーブルの余長を見込む。

建築工事にてスタイロホーム等の打込みの箇所には原則として、コンクリート内埋設配管工事は行わない。

照明器具についてHf器具は、特記無き場合を除き高出力型器具を採用する。

各種照明器具用電球は、納品数量の１０％（小数点１位以上切り上げ最低１個）を納品する。

照明用スイッチで、ボックス１個当たりに多数ある場合は監督職員と協議し本工事費内にてネーム入りスイッチとする。

配線器具は、ＪＩＳ大角形（白色）とする。

行き先表示札については、湿気のある場所は耐湿型の製品を使用し表示文字の劣化のしないこと。

当該工事において、既設配管、既設埋設配管、機器等があった場合監督員の指示により本工事費内で迂回等の工事を

行う。また撤去工事を行う場合は、既設調査確認のうえ既設に支障のないよう処理する。

屋外および外壁面施工による各種配管支持材は、ステンレス製または溶融亜鉛メッキ（ＪＩＳ　Ｈ８６、４１の２種）

仕様とする。

とする。

二重天井内ケーブル配線工事の場合は、カラーケーブルによる色分けを行い、色種については監督員と協議のうえ決定

電　気　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

機械工事 ）電気工事建築工事

E)

G)

 本工事に使用する機器材料は、下記または同等品の規格品を監督員の承諾を得て使用のこと。○印を適用する。

適用 機 名材 名者造製

電

ケ ー ブ ル

電 線 管

同 上 付 属 品

同 上 付 属 品

Ｐ Ｆ 電 線 管

Ｆ Ｅ Ｐ 電 線 管

線

JIS Ｃ 3653 施工方法に適合する電線管（角型･丸形共）ねじ込み接続工法可とする。

管線電ルニビ

JIS規格等適合品製造者

JIS規格等適合品製造者

JIS規格等適合品製造者

JIS規格等適合品製造者

JIS規格等適合品製造者

JIS規格等適合品製造者

JIS規格等適合品製造者

工事期間

B) 工事種目

工 事 項 目 工事種目 備考

1

2

3

4

5

6

適用 NoNo適用

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

高 圧 引 込 設 備

低 圧 引 込 設 備

変 設 備

静 止 形 電 源 設 備

燃 料 系 電発 設 備

太 陽 光 発 電 設 備

電灯動力幹線 設備

備動 力 設

拡 声 設 備

構 内 交 換 備

映 像 音 響 設 備

誘 導 支 援 設 備

情 報 表 示 設 備

電灯コンセント設備

構内情報通信網設備

呼 出 し 設 備

緊 急 呼 出 し 設 備

テ レ ビ 共 聴 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

テレビ電波障害防除設備

自動火災 知報 設備

ガス漏れ 警報 設備

水道集中検針 設備

防犯入退室管理設備

非 常 警 報 設 備

閉 鎖 設 備

防 災 無 線 設 備

避 雷 設 備

撤 去 工 事

電 気 錠 設 備

防災用サイレン設備

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

同設備・環境課監修　公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(最新版)

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(最新版)、

備　　考延面積（㎡）階 数構 造

書様仕通 等共

用適

D) 一般事項

C) 建物概要

No 名　　称

自 動

一般事項の扱いは、本工事が単独の工事又は分離発注の場合は以下の全項目を適用し、他工事

に含まれる一括発注の場合は※印を付したものを適用する。

保 管 管 理

の等ーナンシ

過

暴 力 団 員 等 に よ る

除排の入介当不

置措止防の載積

に関する通報制度」の徹底について）

を提出し徹底を図る。

※

※

共通事項

日本建築家協会共通仕様書(最新版)

国土交通省住宅局住宅総合整備課監修　公共住宅建設工事共通仕様書(最新版)

本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督職員と打合せの上、

その指示に従い施工する。

すべて請負人が代行し、その費用も請負人の負担とする。

準図および標準仕様書により完全に施工する。必要な関係諸官庁への申請手続きは、

本工事は、工事請負契約書および同約款を遵守し現場説明書・特記仕様書・図面・施工標準基工施※

詳細は監督職員の指示による。工事着工前及び完成引渡し時には、下記の書類を提出すること。

録登成作のテルカ事工

提 出 書 類

し大気放出をしない処理を行うこと。施工は特定フロンを使用した材料 工法を用いないこと。

冷媒にフロンを使用している機器の撤去においては、メーカー等によりフロンガスを全量回収フ ロ ン の 回 収 等

工

にその旨報告する。

現場において不法無線局を搭載していると疑わしい車両を確認したときは、速やかに監督職員

請負人は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとする。また、

電 波 法 遵 守

の両車係関事

3 請負者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた

場合は、監督職員と協議するものとする。

導を行うものとする。

※

※

契約書、契約見積書、工程表、施工計画書（要領書）、施工図、製作図、工事写真、保証書、

工事日報、検査測定表、各種検査手続き控え、検査済書、完成写真、完成図書等

等の推進を行うため、書面により提案を行い監督職員に協議報告を行うこと。発生材のうち引

請負人は、(1)建設副産物の発生抑制(2)リサイクル活動の推進(3)建設副産物の処理の適正化発 生 材 の 処 理 等

照明器具ランプ使用品番一覧表、保守業者緊急連絡先表

する。

変 電

(最新版)

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)

完成原図は監督職員の承諾により原設計図の電子データを、修正の上これを使用できる。

に支障なきよう施工する。

人理代場現

理管術技

真写事工

成 図完

事 監 理 指 針工

工事写真の提出に関しては、監督職員の指示による。なお写真撮影は、国土交通省大臣官房官

庁営繕部監修[工事写真の撮り方］に準ずる。

国土交通大臣官房官庁営繕部監修　電気設備工事監理指針（最新版）に準ずる。

建築主体工事、機械設備工事、その他関連工事についてその施工者と綿密な連絡をとり全工事

器 材 料 等機

産品を選定するよう努める。

業 者 の 選請 定 等下 各種下請業者・製造所等県内で供給できるものについては、極力県内業者および市（町）内

等書格合査検

検 査

施工計画書を提出の上、監督職員の承諾をうけること。特別管理産業廃棄物(　　有　　無 )

の策を講じること。施設運営についても監督職員と協議を行い、支障なきように努めること。

請負人は施工図･完成図の作成を目的とする場合に限り設計時の図面データを貸与する。

開口部補強は建築工事とする。事前に施工図を作成し、監督職員、建築業者承諾の上とする。

工事着工前に付近の状況を調査し、公害対策は工事完成まで講じる。

計 デ ー タ の 貸 与設

の 処 理 等物棄廃業産

所監

対害 策公

険 等保

請負人は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等に準じ、適確に処理するものとし、事前に

請負人は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとする。

（　　建築工事　　電気設備工事　　機械設備工事）

労働安全衛生法の統括安全衛生管理責任者は、（　 建築工事　 電気設備工事　 機械設備全安活 衛 生 管 理 者統

策対全安 工事車両の出入りについては、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整備員を配置

すると共に近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなきよう留意し、工事全般に支障なきよう万全

督 事員 務職

コンクリート部分の梁・壁・床の貫通部補強および仕上部分の軽量鉄骨天井下地、同壁下地の建 築 工 事 い合取と の

既 係関備設存 施工に際し、既設内容、取り合いをよく調査して既設施設の機能を低下せしめてはならない。

工途 事 の 連 絡 協 議別

機器材料、製品等は別紙指定表、JIS規格等適合品製造者および、設備機材等評価名簿に記載

と。このことは、品番記載の機材にも適用する。

されているもの、または同等以上のものとし、各資料を提出の上、監督職員の承諾をうけるこ

ただし、設計事務所の了解を得ることとする。

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

  ○○ｍ2程度とする　　 設けない 　　備品は標準仕様書による。

なお、責任施工のものは、材料製造所、施工下請業者、請負契約者連名書とする。

各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書または保証書を提出する。

請負人は工事別の業者でお互いに連絡をとり、定期的に協議会を行い、施工上の調整を図る。

ること。

また、工事区分の取合いについて、図示あるも施工時に必要に応じ協議を行い、連絡を密にす

渡しを要するものは、指示された場所に整理の上、調書を添えて監督職員に引渡す。

付る。

高調波発生の有無/抑制対策書

風圧荷重計算書（突針支持管、太陽光発電、風力発電、テレビアンテナ等監理者の指示による）

ブロックマンホ－ル・ブロックハンドホ－ルの強度計算書

耐震計算書(100Kgを超える機器・アンテナブラケット等監理者の指示による)

機器の据付、配管支持については、地耐力を考慮し、「建築設備耐震設計施工指針」を参考とする。

F) 工事項目概要

受 変 電 設 備

備設 本工事は、構内に屋内キュービクル型直流電源装置を設置する。源電型止静

燃 料 系 発 電 設 備 本工事は、(    消防法    建築基準法    停電時対策)により自家用非常用発電機を構内に

太 陽 光 発 電 設 備 本工事は、本施設に太陽光発電設備を設置する。

備設力動

拡 声 設 備

本工事は、動力操作盤より各種動力機器接続および、操作回路の配管配線盤取付工事の一切

本工事は、当施設により影響の出る範囲について電波障害対策工事を行う。

電 灯 コ ン セ ン ト 設 備

本工事は、電灯分電盤より照明器具、各種配線器具にいたる配管配線、器具取付け点灯試験

構 内 情 報 通 信 網 設 備

構 内 交 換 設 備

音 響 設 備映 像

誘 導 支 援 設 備

情 報 表 示 設 備

緊 急 呼 出 し 設 備

備設し出呼

電話引込口より各種端子盤を経て受口にいたる空配管工事を行う。

に設置する。

本工事は、建物内の情報通信網用の、配管配線を設ける。

本工事はモニタ－受像機より各種子機にいたる配管配線、機器取付調整工事の一切を行う。

本工事は管制主装置より各種子機にいたる配管配線、機器取付調整工事の一切を行う。

    配管設備

自 動 火 災 報 知 設 備

非 常 警 報 設 備

本工事は機械警備機器取付用配管工事の一切を行う。

本工事は、消防法に基づく非常警報設備機器を設置し、それにいたる配管配線機器取付調整

本工事は、制御器より末端の機器にいたる配管配線、機器取付調整工事の一切を行う。

本工事は、防災用モ－タ－サイレンより起動押し釦までの配管配線工事一切を行う。

工事の一切を行う。

備設聴共ビレテ

テレビ電波障害 設備防除

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 設制 備管

防 犯 入 退 室 管 理 設 備

ガ ス 漏 れ 警 報 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

備設雷避

一般動力設備 空調用動力設備

電灯設備 ｺﾝｾﾝﾄ設備

配管設備

電話機器設備

ｲﾝﾀ-ﾎﾝ設備

ﾏﾙﾁｻｲﾝ設備 出退表示設備

来客報知設備

時刻表示設備 情報端末表示設備

ﾄｲﾚ呼出し設備

本工事は機械警備機器用配線工事及び機器取付工事一切を行う。

同上工事は機械警備会社の責任施工とし費用は本工事に含む。

一切を行う。

1

2

3

4

5

6

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

の一切を行う。

を行う。

本工事は、各種映像音響設備機器より末端機器にいたる配管配線、機器取付調整工事の一切

う。

を行う。

配管設備 配線設備 機器取付調整工事

電話切替器の取付調整工事の一切を行う。

基礎工事(   建築工事   電気工事)

本工事は、親時計より末端子時計にいたる配管配線、機器取付調整工事の一切を行う。

本工事は親機より各種子機にいたる配管配線、機器取付調整工事の一切を行う。

本工事は、テレビアンテナより本工事建物にいたる配管配線、機器取付調整工事の一切を行

本工事は、受信機より各種機器にいたる配管配線機器取付調整工事の一切を行う。

本工事は、連動制御盤より各種自動閉鎖機器、感知器にいたる配管配線機器取付調整工事の

機器取付調整工事の一切を行う。

本工事は、（　　単独式検知器　　集中受信機）より各種ガス漏れ警報器にいたる配管配線

高圧機器取付工事の一切を行う。

非常照明誘導灯設備 空調換気用電源設備

本工事は、（   一般型アンプ   　防災型アンプ）より各拡声機器にいたる配管配線機器

取付調整工事の一切を行う。

防 災 無 線 設 備

備設ンレイサ用災防

29

30

備設錠気電28

撤 去 工 事

水 道 集 中 検 針 設 備

・結線取付調整工事は機械設備工事とする。

本工事は、集中検針用配管配線工事の一切を行う。水道メーターおよび集中検針の供給取付31

32

ＰＣＢ含有する電気機器等は専門機関で調査を行い報告すると共に、含有する場合は分別し

適切に保管できるよう措置すること。

行き先表示札について、予備配管については材質･口径を記入する。

建物EXP-J部分および振動機器接続箇所に使用する可とう電線管は、ビニル被覆金属製２種可とう電線管とする。

既設建物はつり、穴開け等に関してはダイヤモンドカッターを使用するものとし、事前に簡易配筋探査を行うこと。

ただし、最高納入数量は直管蛍光ランプは50個、その他のランプは20個納品とする。

有価材の処分については、監理者と協議を行い、適切に処分すること。

コ ン ク リ ー ト 柱

コ ン ク リー ト ( 二 次 製 品 )

蓋ルーホンマ

高 圧 し ゃ 断 器

変 圧 器

高 圧 開 閉 器

配 分 電 盤

コ ン デ ン サ ー

キ ュ ー ビ ク ル

近 畿

小 島

日 立

日 立

愛 知

指 月

愛 知

日 満

草 川

河 村

愛 知

日 満

草 川

ｱ 業-ﾄｺﾝｸﾘ-ﾄ工

エナジーサポ トー

エナジーサポ トー

大 日

垣大

冨 士

大 垣

冨 士

東 芝

川 崎

別 川

東 芝

川 崎

別 川

ダ イ ヘ ン

㈱スクッノカ

長 谷 川

新 岩 村

新 岩 村

福 西

東 芝

東 芝

東 芝

下 平

大 正

内 外

下 平

大 正

日本コン リートク

コン リートク阪京

ンコチニ

コ ー ワ

勢北

戸 上

戸 上

日 立

日 立

中 立

三 星

日 東

中 立

三 星

ンサキセ谷三

富 士

富 士

内 外

名 神

内 外

名 神

ヨ モ

日 本 高 圧

日 本 高 圧

平和コンクリート

トシ

具器明照

夜 間 照 明 器 具

イ ン タ ー ホ ン

来 客 報 知 機 器

火 災 報 知 機 器

非 常 警 報 機 器

具器線配

拡 声 機 器

Ａ Ｖ 機 器

時 計

表 示 器

避 雷 針

蓄 電 池

ト イ レ 呼 出 機 器

テ レ ビ 共 聴 機 器

防 火 戸 自 閉 機 器

ガ ス 漏 れ 警 報 器

自 家 発 電 機 器

河 村

大 光

岩 崎

岩 崎

神 保

ア イ ホ ン

ア イ ホ ン

ア イ ホ ン

ア イ ホ ン

大 阪

日本インターホン

レ イスクッマ

ーニソ

ソ ニ ー

ＴＩＣシチズン

災防気電沖

沖 電 気 防 災

災防気電沖

沖 電 気 防 災

新 神 戸 電 気

オ ー ハ ツ

遠 藤

東 芝

小 糸

東 芝

矢 崎

四 興

ケ ア コ ム

ケ ア コ ム

ケ ア コ ム

ケ ア コ ム

ニ ッ タ ン

ニ ッ タ ン

ニ ッ タ ン

ダ イ ハ ツ

日 本 電 池

日 本 ビ ク タ ー

Ｔ Ｏ Ａ

テ ン パ ー ル

新 コ ス モ ス

ｾ ｲ ｺ- ﾀ ｲ ﾑ ｼ ｽ ﾃ ﾑ

東 芝

三 菱

芝東

塚 本

東 芝

星 和 電 機

古 河 電 池

クリデーオ ッ

日 本 電 気 Ｈ Ｅ

日 本 ビ ク タ ー

ナパ ソニック

能 美 防 災

能 美 防 災

能 美 防 災

ニ ッ タ ン

ＴＩＣシチズン

Ｔ Ｏ Ａ

内 外

小 泉

日

西

本

芝

ヤ マ ギ ワ

ホ ー チ キ

ホ ー チ キ

ホ ー チ キ

能 美 防 災

ユ ニ ペ ク スッ

日 東

三 洋

日 立

山 田

ユ ニ ペ ク スッ

東 芝 日 立

立日

ワ ー ル ド

ホ ー チ キ

ｸﾞﾘｱﾆｴ中竹 ｼﾞﾝ ﾝ

三 菱

三 菱

三 菱

配 分 電 盤

キ ュ ー ビ ク ル

キ ュ ー ビ ク ル

配 分 電 盤

Ｇ Ｓ ユ ア サ

Ｇ Ｓ ユ ア サ

ア ン テ ン Ｄ Ｘ ア ン テ ナ 日 本 ア ン テ ナ 日 立 国 際 電 気 マ ス プ ロ 電 工

ミ ハ ル 通 信

三 菱 重 工 三 菱 電 機 明 電 舎 ン マ ーヤ

警 備 保 障

舞 台

デ ジ タ ル 交 換 機

電 気 温 水 器

映 像 シ ス テ ム

日 本 ビ ク タ ー

東 芝 機 器 東 陶 機 器

不 二 音 響

Ｊ Ｅ Ｕ Ｇ Ｉ Ａ

沖

Ｊ Ｒ Ｃ

日立空調システム

日 立

ソ ニ ー

富 士 通

Ｔ Ｏ Ａ

三 菱Ｎ Ｅ Ｃ

三 菱 電 機

電 話 装 置
岩 通 Ｎ Ｅ Ｃ Ｎ Ｔ Ｔ 沖 東 芝

ナ カ ヨ 日 通 工 日 立

東 芝 ナパ ソニック電工 松 村 丸 茂

三 菱 明 電 舎

プ ル ボ ッ ク ス
八 洲

積 水 化 学 工 業 業摂 陽 工 タ チ バ ナ 電 成 興 業 業工奈 良

アチニ 日 動 電 工 ネ グ ロ ス 電 工 南 電 機

一切を行う。

所轄消防署と協議の上、完全に施工する。なお、図示なくも建築構造上取付けの必要が生じ

たときは、監理者の指示に従い本工事において取付ける。

所轄消防署と協議の上、完全に施工する。

建築工事とよく打合せの上、完全に施工する。

所轄消防署と協議の上、完全に施工する。

分散型電源系統連係技術指針

日本電気協会　内線規程･低圧電路地絡保護指針（電気技術規程使用設備編)

注）最新版とは、工事契約年度時を示す。

本工事は、工事範囲内の既設品の撤去工事の一切を行う。（図示なきものは全て建築工事）

セ コ ム

消防法施行令別表第一（第 　　 項-（ 　 ））

に、保管数量についても作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止すると共

市町村の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について（「不当介入　

請負人は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を順守する旨を記載した施工計画書

1 請負者(請負人または受注者)は、暴力団員等(暴力団の構成員および暴力団関係者、その他

2 請負者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様

請負者は、以上のことについて、下請負人（再委託の協力者を含む）に対して、十分に指

式上の第１号)により所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告するものとする。

不当な要求または業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当

介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものと

市町村発注工事等に対して不当介入をしようとするすべての者をいう。)による不当介入(建築工事概要書による

地中埋設管路(高圧、低圧、弱電)には、GL-300㎜の深さに埋設標識シートを敷設する。(   　2倍折   3.5倍折)

地中線路には、（    コンクリート製ケーブル埋設標    　埋設標示ピン）を設ける。

本工事費内にて（    工事着工前    　躯体完了時）に（    受信点    協議による２０箇所）の電界強度測定を行う。

電波障害対策工事費は、（    本工事   　 別途工事    工事期間中別途発注）とする。　（調査業務）

備設線幹力動灯電7

ナパ ソニック

本工事は親機より各種子機にいたる配管配線、機器取付調整工事の一切を行う。

（　面　基　　　Wx　　　Dx　　　H）

本工事は、屋上アンテナより、無線機本体までの配管配線工事一切を行う。

配線及び機器取付（調整含む）は別途消防システム工事とする

配線及び機器取付（調整含む）は別途消防システム工事とする

図示ない限り露出配管はすべて塗装する。(機械室電気室内の塗装    要   　 否)(ＥＰＳ共同溝内の塗装    要    否)

本工事は、主装置より末端機器にいたる配管配線、機器取付調整工事の一切を行う。

設

太 陽 光 発 電
京 セ ラ 電三 洋 機 シ ャ ー プ 三 菱 電 機

上記ﾒｰｶｰは参考とし、同等発電能力を有することにより他ﾒｰｶｰの採用を可とする。

監 視 カ メ ラ ソ ニ ー Ｔ Ｏ Ａ 日 本 ビ ク タ ー ユ ニ ペ ク スッ

音 響

舞 台 照 明

防 犯 設 備 パ ナ ソ ニ ッ ク

ﾝﾕ ｱ ｻ ｺ - ﾚ - ｼ ｮﾎﾟ

竹中ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

    配線機器取付設備

緊急通報設備 防犯ベル

本工事は、(    建築基準法    消防法    任意設置)により避雷設備を設ける。

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

建築工事概要書による

備考

Ⅰ

配線器具プレートは、凡例によるが特記無き場合は右記とする。(    　新金属製プレ－ト    樹脂製プレ－ト)

管理棟 管理棟 本部席

日本電気協会　高圧受電設備規程（電気技術規程使用設備編)   　高調波抑制対策技術指針

建物内各種電灯・動力分電盤にいたる配管配線盤取付工事の一切を行う。

本工事は、（   受変電設備   　引込開閉器盤　　屋外プルボックス)より

本部席 倉庫

建築工事概要書による

管理棟（新築）

Ⅱ 本部席（改修）

Ⅲ 倉庫棟（新築）

図面の種類

縮　　尺 図面番号 葉之内

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名
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電気設備工事　特記仕様書

E01

可児市運動公園グラウンド整備工事（管理棟改修工事）

建築設備設計・施工上の運用指針

建築工事特記仕様書による。

請負人は事前に電気保安協会等検査機関の検査を受け合格すること。(測定記録提出)

工事　・土木工事）の請負人を指名する。

（管理棟新築工事）

その他関係諸法規に基づき完全に施工する。

長寿社会対応住宅（国土交通省住備発第63号）

請負人は、工事請負代金　500万円以上の工事について、工事実績情報システム(CORINS)入力

システムに基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として作成した「登録のための

確認のお願い」を(CORINS)から監督員にメール送信し監督員の確認を受けたうえ、登録をする

こと。提出の期限は以下のとおりとし、詳細は可児市建設工事共通仕様書を確認すること。

（１）受注登録の期限は、契約締結後10日以内とする。

（２）竣工登録の期限は、工事完成後10日以内とする。

（３）受注登録の内容に変更があった場合は、変更があった日から10日以内に変更登録を行う

　　　こと。

メーカーリスト（参考）

現場代理人は他の工事と重複して従事することはできない。



主　遮　断　器
分　岐　回　路

回路Ｎｏ 遮断器 制御回路

負　荷　容　量

電　灯 コンセント
盤　名　称 負荷名称 主　遮　断　器

分　岐　回　路

回路Ｎｏ 遮断器 制御回路

負　荷　容　量

電　灯 コンセント
盤　名　称 負荷名称

盤　図

凡　　　例

形　　　　式

ＡＣ　１００Ｖ

ＡＣ　１００Ｖ

ＡＣ　１００Ｖ

ＡＣ　２００Ｖ

ＡＣ　２００Ｖ

専用回路

電灯

電灯

コンセント

コンセント

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

２０ｎ

１０ｎ

ａ

３０ｎ

４０ｎ

５０ｎ

６０ｎ

記　　号

CPU

AMP

Ry-T/U

TM R

4

電磁開閉器

増幅器

分電盤用

年間ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾏﾕﾆｯﾄ(ｿｰﾗｰ機能付)

分電盤用

ﾘﾚｰ制御用T/U(4回路用) ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ設定式

分電盤用

伝送ﾕﾆｯﾄ(停電補償付)ｸﾞﾙｰﾌﾟ監視表示形

分電盤用

（　・　ＯＮ，ＯＦＦ押釦　・　電流計　・　運転表示ﾗﾝﾌﾟ）付

リモコンリレー１Ｐ　２０Ａ

リモコンリレー２Ｐ　２０Ａ

R-Tr ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ

STS1
年間式ｿｰﾗｰﾀｲﾑｽｲｯﾁ　1回路型　高容量ﾀｲﾌﾟ

停電補償(ﾘﾁｳﾑ電池使用）10年間

（注記）ﾒｰｶｰ標準品・指定色とする。 遮断器欄、記号に○印記入のものには樹脂製ﾊﾝﾄﾞﾙﾛｯｸｷｬｯﾌﾟ(赤色)を取付、且つ負荷名称は赤字にて表示のこと

ED

ET ET

ED(ELCB)

MC

１０１

１０２

Ａ

Ａ

小計

屋内照明

屋外照明

予　備

予　備

３０６

３０７

３０５

３０８

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

 100Ｃ

 500

600VA

女子便所

女子便所

女子便所

男子便所

３０４

３０３ Ａ

Ｃ

多目的便所

女子便所

Ａ３０２

Ａ３０１ 1000

1000

医務室、会議室

会議室、更衣室

３０９ 男子便所

1000Ｃ

Ｃ

自販機

３１０

３１１

 200 屋　外

Ａ

Ａ

予　備

予　備

Ａ  100 緊急呼出３１２

小計

1260

1260

1260

1260

1260

1260

1260

12,120VA

1φ3W
210V/105V

MCCB 3P

CUBﾖﾘ

中性線欠相保護付

GL1

計(600) 計(12,120) 合計(12,720VA)

100/75

12.8KVA

1φ3W
210V/105V

MCCB 3P

CUBﾖﾘ

中性線欠相保護付

Ａ５０１ 医務室エアコン

Ｄ

Ｄ６０１

６０２

予　備

会議室エアコン

会議室エアコン

1390

1390

 560

Ｄ

3,340VA合計

3.4KVA

50/30

L2

CET60sq(185A)

CET14sq(81A)

(鋼板製)
露出型

K1L-1

(設 置 場 所 )

医 務 室

ＭＣＣＢ　２Ｐ　１Ｅ　５０ＡＦ　２０ＡＴ

ＭＣＣＢ　２Ｐ　２Ｅ　５０ＡＦ　２０ＡＴ

ＥＬＣＢ　２Ｐ　１Ｅ　５０ＡＦ　２０ＡＴ

ＥＬＣＢ　２Ｐ　２Ｅ　５０ＡＦ　２０ＡＴ

図面の種類

縮　　尺 図面番号 葉之内

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名
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（管理棟新築工事）

盤図（電灯）

E02



9307 350
18964

9307

26.5

1
1

2
2
22

1
0
4

2
22
2

45
4
8

4
5
7
0

X2 X3

X4

X1

Y2

Y4

Y2

Y3Y1

男子WC

女子WC 多目的
WC

医務室

16
80

60

1
74

0

更衣室A 更衣室B会議室

60
16
8
0

1
7
40

2
2
8
5

2
2
8
5

2
22
2

45
7
0

45
4
8 10
4

2
2
22

3213 3232

26.5

3186

2835
351

18911

9280

9280

9631

26.5

18758
1649297 9297

7
1
6
0

3718 3718

748926.5

7479

Y1

X1

X2X3

X4

9307 350
18964

9307

26.5

1
1

2
22
2

1
04

2
2
2
2

4
5
48

4
5
70

X2 X3

X4

X1

Y2

Y4

Y2

Y3Y1

男子WC

女子WC 多目的
WC

医務室

1
68

0
6
0

17
40

更衣室A 更衣室B会議室

6
0

1
6
8
0

1
74
0

2
28
5

2
28
5

2
2
22

4
5
70

4
5
48 1
04

2
2
2
2

3213 3232

26.5

3186

2835
351

18911

9280

9280
9631

26.5

18758
1649297 9297

7
1
6
0

3718 3718

748926.5

7479

Y1

X1

X2X3

X4

9307 350
18964

9307

26.5

1
1

2
2
22

1
0
4

2
22
2

45
4
8

4
5
7
0

X2 X3

X4

X1

Y2

Y4

Y2

Y3Y1

男子WC

女子WC 多目的
WC

医務室

16
80

60

1
74

0

更衣室A 更衣室B会議室

60
16
8
0

1
7
40

2
2
8
5

22
8
5

2
22
2

45
7
0

45
4
8 10
4

2
2
22

3213 3232

26.5

3186

2835
351

18911

9280

9280

9631

26.5

18758
1649297 9297

7
1
6
0

3718 3718

748926.5

7479

Y1
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4,500

4,500

4,500

A17 A21

A32A25

A44

LBF3MP/RP-2-13LSS9-4-65

LSS9-4-48LSS9-4-37

LSS9-4-23 LSS9-4-30

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ40形 2500Lm LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ40形 3200Lm

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ40形 4000Lm LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ40形 5200Lm

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ40形 6900Lm LEDｳｫｰﾙﾗｲﾄ20形 1480LmB15-W

防湿型・防雨型

消費電力21.5W消費電力17.2W

消費電力33.4W消費電力27.6W

消費電力44.0W 消費電力14.9W

K

K

KK

2

22 2

2 2 2

2

K K K

2

2

ET

ET

ET

ET

ET

ET

ET

20A.E 20A.E
ｴｱｺﾝ ｴｱｺﾝ

ET
ET

ETET

ET

2EG

WP

自販機用

E
ｴｱｺﾝ

照明器具の消費電力はJIS C 8105-3 の試験方法による

101

101

302

301

303

304

306

307

305309

602601

308

311

310

312

102

501

Ａ２５　×２

Ａ２１　×２

男子便所

Ａ２１　×２

女子便所 多目的便所

Ａ２１　×１

会議室

Ａ３２　×８

更衣室B更衣室A

医務室

Ａ１７　×４Ａ１７　×４

Ｎ

AE

通信設備 空配管　（ＰＦ２８）

緊急呼出設備 ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－２ｃ　　　　　　（コロガシ）

ＥＭ－ＡＥ　０．９－２ｃ　　　　　　　（コロガシ）
AE

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３ｃ（内１ｃＥ）（支柱内コロガシ）

（注記）

１．記入なき配管配線は下記による

電灯設備 ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３ｃ（内１ｃＥ）（コロガシ）

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３ｃ　　　　　　（コロガシ）

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２ｃ×２　　　　（コロガシ）

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２ｃ＋３ｃ　　　（コロガシ）

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３ｃ×２　　　　（コロガシ）

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３ｃ（内１ｃＥ）（コロガシ）

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３ｃ（内１ｃＥ）（Ｇ１６）：（Ｆ－１７．ＷＰ）

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３ｃ（内１ｃＥ）（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２ｃ　　　　　　（コロガシ）

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２ｃ　　　　　　（Ｇ１６）

渡り配線部分は天井内にOB（VE）を設け分岐配線を引き下げるものとする

メタルモール引下げ部分を示す

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３ｃ（内１ｃＥ）（コロガシ）コンセント設備

（注記）

１．記入なき配管配線は下記による

幹線設備 空配管　（Ｅ３９）、（Ｅ７５）

屋外P.BOX間は（Ｇ３６）、（Ｇ７０）にて保護のこと

渡り配線部分は天井内にOB（VE）を設け分岐配線を引き下げるものとする

メタルモール引下げ部分を示す

（注記）

１．記入なき配管配線は下記による

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－２ｃ　　　　　　（コロガシ）

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－２ｃ　　　　　　（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３ｃ（内１ｃＥ）（コロガシ）コンセント設備

渡り配線部分は天井内にOB（VE）を設け分岐配線を引き下げるものとする

メタルモール引下げ部分を示す

A 上下2段

図面の種類

縮　　尺 図面番号 葉之内

発　注　者 可　児　市　役　所

設計事務所 キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名

11

（管理棟新築工事）

平面図

E03

1階平面図

1階平面図

1階平面図

1001/

Ｋ１Ｌ－１

Ｋ１Ｌ－１

Ｋ１Ｌ－１

WP

8A

F F

CL

SF

8A

記号 名称 備考

K

ET 埋込コンセント 2P15Ax1 ET

埋込コンセント 2P15A.LKx1

WP 防水コンセント 2P15A.ELKx2 ET

記号 名称 備考記号 名称 備考

埋込スイッチ 1P15A

WP 防水スイッチ 1P15A

LEDウォールライト

LEDベースライト（逆富士型）

埋込スイッチ 1P4A(ON表示灯)

電灯盤（露出型）

記号 名称 備考

人感センサー FAN連動端子付き

8A

CL

SF

人感センサー 親機

人感センサー 子器

人感センサー 子器

Ｎ

ノズルプレート 2連

非常押釦

警報ランプ（ブザー付）

通信用

WS65771相当品

EA5501相当品

埋込コンセント 2P15Ax22

20A.E 埋込コンセント 2P20A.Ex1 200V

E 埋込コンセント 2P15A.Ex1

2EG 埋込コンセント 2P15A.Ex2

換気扇用

ｶﾞｰﾄﾞP処理プルボックス（ＷＰ．ＳＵＳ）

アウトレットボックス（VE）

200□ｘ200

プルボックス（ＷＰ．ＳＵＳ） 400□ｘ300

FAN接続端子付

支給品取付

F

A



Ⅱ．　工事場所Ⅱ．　工事場所Ⅱ．　工事場所Ⅱ．　工事場所Ⅱ．　工事場所Ⅱ．　工事場所Ⅱ．　工事場所 建築図による建築図による建築図による建築図による建築図による建築図による建築図による

■■■■■■■

■■■■■■■

地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設

屋内消火栓箱屋内消火栓箱屋内消火栓箱屋内消火栓箱屋内消火栓箱屋内消火栓箱屋内消火栓箱 ＨＢＨＢＨＢＨＢＨＢＨＢＨＢ 広範囲２号広範囲２号広範囲２号広範囲２号広範囲２号広範囲２号広範囲２号 易操作性易操作性易操作性易操作性易操作性易操作性易操作性 補助散水補助散水補助散水補助散水補助散水補助散水補助散水■■■■■■■ ダンパーダンパーダンパーダンパーダンパーダンパーダンパー 防煙ダンパー防煙ダンパー防煙ダンパー防煙ダンパー防煙ダンパー防煙ダンパー防煙ダンパー 復帰方法（　　遠隔　　　手動　）復帰方法（　　遠隔　　　手動　）復帰方法（　　遠隔　　　手動　）復帰方法（　　遠隔　　　手動　）復帰方法（　　遠隔　　　手動　）復帰方法（　　遠隔　　　手動　）復帰方法（　　遠隔　　　手動　）量水器量水器量水器量水器量水器量水器量水器 親メーター（　　貸与品　　　　　　）　　　子メーター（　　買取り　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　）　　　子メーター（　　買取り　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　）　　　子メーター（　　買取り　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　）　　　子メーター（　　買取り　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　）　　　子メーター（　　買取り　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　）　　　子メーター（　　買取り　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　）　　　子メーター（　　買取り　　　　　　）既設既設既設既設既設既設既設 私設私設私設私設私設私設私設機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書 屋外消火栓箱屋外消火栓箱屋外消火栓箱屋外消火栓箱屋外消火栓箱屋外消火栓箱屋外消火栓箱 ＨＢ－２０ＨＢ－２０ＨＢ－２０ＨＢ－２０ＨＢ－２０ＨＢ－２０ＨＢ－２０ 定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下
連結送水管連結送水管連結送水管連結送水管連結送水管連結送水管連結送水管 ＨＢ－１２ＡＨＢ－１２ＡＨＢ－１２ＡＨＢ－１２ＡＨＢ－１２ＡＨＢ－１２ＡＨＢ－１２Ａ ＨＢ－１２ＢＨＢ－１２ＢＨＢ－１２ＢＨＢ－１２ＢＨＢ－１２ＢＨＢ－１２ＢＨＢ－１２Ｂ水道事業者指定品（　　貸与品　　　買取り）水道事業者指定品（　　貸与品　　　買取り）水道事業者指定品（　　貸与品　　　買取り）水道事業者指定品（　　貸与品　　　買取り）水道事業者指定品（　　貸与品　　　買取り）水道事業者指定品（　　貸与品　　　買取り）水道事業者指定品（　　貸与品　　　買取り） 標準図ＭＣ形標準図ＭＣ形標準図ＭＣ形標準図ＭＣ形標準図ＭＣ形標準図ＭＣ形標準図ＭＣ形 ピストンダンパーピストンダンパーピストンダンパーピストンダンパーピストンダンパーピストンダンパーピストンダンパー 復帰方法（　　遠隔　　　　　　）復帰方法（　　遠隔　　　　　　）復帰方法（　　遠隔　　　　　　）復帰方法（　　遠隔　　　　　　）復帰方法（　　遠隔　　　　　　）復帰方法（　　遠隔　　　　　　）復帰方法（　　遠隔　　　　　　）量水器桝量水器桝量水器桝量水器桝量水器桝量水器桝量水器桝Ⅰ．　工事名称Ⅰ．　工事名称Ⅰ．　工事名称Ⅰ．　工事名称Ⅰ．　工事名称Ⅰ．　工事名称Ⅰ．　工事名称 消消消消消消消 格納箱格納箱格納箱格納箱格納箱格納箱格納箱給給給給給給給 送風機前後は高静圧ダンパーとする。送風機前後は高静圧ダンパーとする。送風機前後は高静圧ダンパーとする。送風機前後は高静圧ダンパーとする。送風機前後は高静圧ダンパーとする。送風機前後は高静圧ダンパーとする。送風機前後は高静圧ダンパーとする。

火火火火火火火■■■■■■■水水水水水水水 配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料 地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設 屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般 屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出 ２２２２２２２屋内消火栓屋内消火栓屋内消火栓屋内消火栓屋内消火栓屋内消火栓屋内消火栓 １０ｋｇｆ／ｃｍ１０ｋｇｆ／ｃｍ１０ｋｇｆ／ｃｍ１０ｋｇｆ／ｃｍ１０ｋｇｆ／ｃｍ１０ｋｇｆ／ｃｍ１０ｋｇｆ／ｃｍ 風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口 取付け個所は取付け個所は取付け個所は取付け個所は取付け個所は取付け個所は取付け個所は 送風機吐出ダクトまたは吸込ダクト送風機吐出ダクトまたは吸込ダクト送風機吐出ダクトまたは吸込ダクト送風機吐出ダクトまたは吸込ダクト送風機吐出ダクトまたは吸込ダクト送風機吐出ダクトまたは吸込ダクト送風機吐出ダクトまたは吸込ダクト設設設設設設設設設設設設設設Ⅲ．　一般共通事項Ⅲ．　一般共通事項Ⅲ．　一般共通事項Ⅲ．　一般共通事項Ⅲ．　一般共通事項Ⅲ．　一般共通事項Ⅲ．　一般共通事項 ■■■■■■■■■■■■■■ 開閉弁開閉弁開閉弁開閉弁開閉弁開閉弁開閉弁 減圧弁の有無減圧弁の有無減圧弁の有無減圧弁の有無減圧弁の有無減圧弁の有無減圧弁の有無 有有有有有有有 無無無無無無無耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP） 耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP） 耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP） 外気取入れダクト外気取入れダクト外気取入れダクト外気取入れダクト外気取入れダクト外気取入れダクト外気取入れダクト備備備備備備備備備備備備備備 空調機出口チャンバーの分岐ダクト空調機出口チャンバーの分岐ダクト空調機出口チャンバーの分岐ダクト空調機出口チャンバーの分岐ダクト空調機出口チャンバーの分岐ダクト空調機出口チャンバーの分岐ダクト空調機出口チャンバーの分岐ダクト給　水給　水給　水給　水給　水給　水給　水 配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料 屋内消火栓屋内消火栓屋内消火栓屋内消火栓屋内消火栓屋内消火栓屋内消火栓 配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）１．本工事の施工は本仕様書、設計図書により完全に施工すること。尚、記載無き事項は下記による。１．本工事の施工は本仕様書、設計図書により完全に施工すること。尚、記載無き事項は下記による。１．本工事の施工は本仕様書、設計図書により完全に施工すること。尚、記載無き事項は下記による。１．本工事の施工は本仕様書、設計図書により完全に施工すること。尚、記載無き事項は下記による。１．本工事の施工は本仕様書、設計図書により完全に施工すること。尚、記載無き事項は下記による。１．本工事の施工は本仕様書、設計図書により完全に施工すること。尚、記載無き事項は下記による。１．本工事の施工は本仕様書、設計図書により完全に施工すること。尚、記載無き事項は下記による。 ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE） ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）
圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40

塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD） 塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA） 塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）国土交通大臣官房官庁営繕部監修（公共建築工事標準仕様書　機械設備工事編）及び（標準図）　　　（最新版）国土交通大臣官房官庁営繕部監修（公共建築工事標準仕様書　機械設備工事編）及び（標準図）　　　（最新版）国土交通大臣官房官庁営繕部監修（公共建築工事標準仕様書　機械設備工事編）及び（標準図）　　　（最新版）国土交通大臣官房官庁営繕部監修（公共建築工事標準仕様書　機械設備工事編）及び（標準図）　　　（最新版）国土交通大臣官房官庁営繕部監修（公共建築工事標準仕様書　機械設備工事編）及び（標準図）　　　（最新版）国土交通大臣官房官庁営繕部監修（公共建築工事標準仕様書　機械設備工事編）及び（標準図）　　　（最新版）国土交通大臣官房官庁営繕部監修（公共建築工事標準仕様書　機械設備工事編）及び（標準図）　　　（最新版） 屋外消火栓屋外消火栓屋外消火栓屋外消火栓屋外消火栓屋外消火栓屋外消火栓 配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白） ダクト工事ダクト工事ダクト工事ダクト工事ダクト工事ダクト工事ダクト工事 下記事項以外は共通による下記事項以外は共通による下記事項以外は共通による下記事項以外は共通による下記事項以外は共通による下記事項以外は共通による下記事項以外は共通による
連結送水管連結送水管連結送水管連結送水管連結送水管連結送水管連結送水管 圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40架橋ポリエチレン管(PE)架橋ポリエチレン管(PE)架橋ポリエチレン管(PE)架橋ポリエチレン管(PE)架橋ポリエチレン管(PE)架橋ポリエチレン管(PE)架橋ポリエチレン管(PE) 塩ビライニング鋼管（SGP-VB）塩ビライニング鋼管（SGP-VB）塩ビライニング鋼管（SGP-VB）塩ビライニング鋼管（SGP-VB）塩ビライニング鋼管（SGP-VB）塩ビライニング鋼管（SGP-VB）塩ビライニング鋼管（SGP-VB） コーナーボルト工法（長辺が1500mm以下）コーナーボルト工法（長辺が1500mm以下）コーナーボルト工法（長辺が1500mm以下）コーナーボルト工法（長辺が1500mm以下）コーナーボルト工法（長辺が1500mm以下）コーナーボルト工法（長辺が1500mm以下）コーナーボルト工法（長辺が1500mm以下）アングルフランジ工法アングルフランジ工法アングルフランジ工法アングルフランジ工法アングルフランジ工法アングルフランジ工法アングルフランジ工法低圧ダクト低圧ダクト低圧ダクト低圧ダクト低圧ダクト低圧ダクト低圧ダクト新日本建築家協会建築設備工事共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）新日本建築家協会建築設備工事共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）新日本建築家協会建築設備工事共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）新日本建築家協会建築設備工事共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）新日本建築家協会建築設備工事共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）新日本建築家協会建築設備工事共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）新日本建築家協会建築設備工事共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　Sch40スプリンクラー設備スプリンクラー設備スプリンクラー設備スプリンクラー設備スプリンクラー設備スプリンクラー設備スプリンクラー設備
高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。２．本工事に必要な関係官庁への手続き、申請等は請負業者が代行し、これに伴う費用は請負者の負担とする。２．本工事に必要な関係官庁への手続き、申請等は請負業者が代行し、これに伴う費用は請負者の負担とする。２．本工事に必要な関係官庁への手続き、申請等は請負業者が代行し、これに伴う費用は請負者の負担とする。２．本工事に必要な関係官庁への手続き、申請等は請負業者が代行し、これに伴う費用は請負者の負担とする。２．本工事に必要な関係官庁への手続き、申請等は請負業者が代行し、これに伴う費用は請負者の負担とする。２．本工事に必要な関係官庁への手続き、申請等は請負業者が代行し、これに伴う費用は請負者の負担とする。２．本工事に必要な関係官庁への手続き、申請等は請負業者が代行し、これに伴う費用は請負者の負担とする。 屋外埋設管屋外埋設管屋外埋設管屋外埋設管屋外埋設管屋外埋設管屋外埋設管 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＶＳ）消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＶＳ）消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＶＳ）消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＶＳ）消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＶＳ）消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＶＳ）消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＶＳ）２２２２２２２■■■■■■■ ■■■■■■■弁　類弁　類弁　類弁　類弁　類弁　類弁　類 水道直結部分ＪＩＳ（　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　）水道直結部分ＪＩＳ（　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　）水道直結部分ＪＩＳ（　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　）水道直結部分ＪＩＳ（　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　）水道直結部分ＪＩＳ（　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　）水道直結部分ＪＩＳ（　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　）水道直結部分ＪＩＳ（　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　）
ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は図示等による。ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は図示等による。ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は図示等による。ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は図示等による。ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は図示等による。ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は図示等による。ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は図示等による。屋外埋設管屋外埋設管屋外埋設管屋外埋設管屋外埋設管屋外埋設管屋外埋設管 消火用ポリエチレン管　消火用ポリエチレン管　消火用ポリエチレン管　消火用ポリエチレン管　消火用ポリエチレン管　消火用ポリエチレン管　消火用ポリエチレン管　２２２２２２２その他の部分ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　　）その他の部分ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　　）その他の部分ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　　）その他の部分ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　　）その他の部分ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　　）その他の部分ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　　）その他の部分ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　　　　　　　　　　）３．設計図書に明記なき場合又は、疑義が生じた場合は監督員と協議の上施工のこと。この場合請負金額の増減はしない。３．設計図書に明記なき場合又は、疑義が生じた場合は監督員と協議の上施工のこと。この場合請負金額の増減はしない。３．設計図書に明記なき場合又は、疑義が生じた場合は監督員と協議の上施工のこと。この場合請負金額の増減はしない。３．設計図書に明記なき場合又は、疑義が生じた場合は監督員と協議の上施工のこと。この場合請負金額の増減はしない。３．設計図書に明記なき場合又は、疑義が生じた場合は監督員と協議の上施工のこと。この場合請負金額の増減はしない。３．設計図書に明記なき場合又は、疑義が生じた場合は監督員と協議の上施工のこと。この場合請負金額の増減はしない。３．設計図書に明記なき場合又は、疑義が生じた場合は監督員と協議の上施工のこと。この場合請負金額の増減はしない。

■■■■■■■ 逆止弁は衝撃吸収式（ライニング不要）とする。逆止弁は衝撃吸収式（ライニング不要）とする。逆止弁は衝撃吸収式（ライニング不要）とする。逆止弁は衝撃吸収式（ライニング不要）とする。逆止弁は衝撃吸収式（ライニング不要）とする。逆止弁は衝撃吸収式（ライニング不要）とする。逆止弁は衝撃吸収式（ライニング不要）とする。 地中埋設管地中埋設管地中埋設管地中埋設管地中埋設管地中埋設管地中埋設管 外面被膜鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。外面被膜鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。外面被膜鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。外面被膜鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。外面被膜鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。外面被膜鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。外面被膜鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。 （１）長方形ダクト（１）長方形ダクト（１）長方形ダクト（１）長方形ダクト（１）長方形ダクト（１）長方形ダクト（１）長方形ダクト　　　　　　　　　　　　　　４．工事に次のものを提出し監督員の承諾を得ること。４．工事に次のものを提出し監督員の承諾を得ること。４．工事に次のものを提出し監督員の承諾を得ること。４．工事に次のものを提出し監督員の承諾を得ること。４．工事に次のものを提出し監督員の承諾を得ること。４．工事に次のものを提出し監督員の承諾を得ること。４．工事に次のものを提出し監督員の承諾を得ること。 の接合の接合の接合の接合の接合の接合の接合 　　　　　　　　　ダクトの長辺７５０以下は厚さ０．５ｍｍとし、７５０ｍｍを　　　　　　　　　ダクトの長辺７５０以下は厚さ０．５ｍｍとし、７５０ｍｍを　　　　　　　　　ダクトの長辺７５０以下は厚さ０．５ｍｍとし、７５０ｍｍを　　　　　　　　　ダクトの長辺７５０以下は厚さ０．５ｍｍとし、７５０ｍｍを　　　　　　　　　ダクトの長辺７５０以下は厚さ０．５ｍｍとし、７５０ｍｍを　　　　　　　　　ダクトの長辺７５０以下は厚さ０．５ｍｍとし、７５０ｍｍを　　　　　　　　　ダクトの長辺７５０以下は厚さ０．５ｍｍとし、７５０ｍｍを　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　
継手類継手類継手類継手類継手類継手類継手類 防振継手　　（　　合成ゴム製　　　　　　　　　　　　　　　　　）防振継手　　（　　合成ゴム製　　　　　　　　　　　　　　　　　）防振継手　　（　　合成ゴム製　　　　　　　　　　　　　　　　　）防振継手　　（　　合成ゴム製　　　　　　　　　　　　　　　　　）防振継手　　（　　合成ゴム製　　　　　　　　　　　　　　　　　）防振継手　　（　　合成ゴム製　　　　　　　　　　　　　　　　　）防振継手　　（　　合成ゴム製　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■■■■■■■ ■■■■■■■ 　　　　　　　　　超え１，５００以下は厚さ０．６ｍｍとする。又、１５００を　　　　　　　　　超え１，５００以下は厚さ０．６ｍｍとする。又、１５００を　　　　　　　　　超え１，５００以下は厚さ０．６ｍｍとする。又、１５００を　　　　　　　　　超え１，５００以下は厚さ０．６ｍｍとする。又、１５００を　　　　　　　　　超え１，５００以下は厚さ０．６ｍｍとする。又、１５００を　　　　　　　　　超え１，５００以下は厚さ０．６ｍｍとする。又、１５００を　　　　　　　　　超え１，５００以下は厚さ０．６ｍｍとする。又、１５００を承諾図　目録添付、ハードファイル（　２　部）承諾図　目録添付、ハードファイル（　２　部）承諾図　目録添付、ハードファイル（　２　部）承諾図　目録添付、ハードファイル（　２　部）承諾図　目録添付、ハードファイル（　２　部）承諾図　目録添付、ハードファイル（　２　部）承諾図　目録添付、ハードファイル（　２　部） 施工図（　２　部）施工図（　２　部）施工図（　２　部）施工図（　２　部）施工図（　２　部）施工図（　２　部）施工図（　２　部）
可とう継手　（　　ＳＵＳ製　　　　　　　　　　　　　　　　　　）可とう継手　（　　ＳＵＳ製　　　　　　　　　　　　　　　　　　）可とう継手　（　　ＳＵＳ製　　　　　　　　　　　　　　　　　　）可とう継手　（　　ＳＵＳ製　　　　　　　　　　　　　　　　　　）可とう継手　（　　ＳＵＳ製　　　　　　　　　　　　　　　　　　）可とう継手　（　　ＳＵＳ製　　　　　　　　　　　　　　　　　　）可とう継手　（　　ＳＵＳ製　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。保　　温保　　温保　　温保　　温保　　温保　　温保　　温 　　　　　　　　　超え２，２００以下は厚さ０．８ｍｍとする。　　　　　　　　　超え２，２００以下は厚さ０．８ｍｍとする。　　　　　　　　　超え２，２００以下は厚さ０．８ｍｍとする。　　　　　　　　　超え２，２００以下は厚さ０．８ｍｍとする。　　　　　　　　　超え２，２００以下は厚さ０．８ｍｍとする。　　　　　　　　　超え２，２００以下は厚さ０．８ｍｍとする。　　　　　　　　　超え２，２００以下は厚さ０．８ｍｍとする。

■■■■■■■ ■■■■■■■工事写真　ハードファイル、CDデータ共（　１　部）工事写真　ハードファイル、CDデータ共（　１　部）工事写真　ハードファイル、CDデータ共（　１　部）工事写真　ハードファイル、CDデータ共（　１　部）工事写真　ハードファイル、CDデータ共（　１　部）工事写真　ハードファイル、CDデータ共（　１　部）工事写真　ハードファイル、CDデータ共（　１　部） 打合せ議事録　順次提出、最終ファイルにて（　１　部）打合せ議事録　順次提出、最終ファイルにて（　１　部）打合せ議事録　順次提出、最終ファイルにて（　１　部）打合せ議事録　順次提出、最終ファイルにて（　１　部）打合せ議事録　順次提出、最終ファイルにて（　１　部）打合せ議事録　順次提出、最終ファイルにて（　１　部）打合せ議事録　順次提出、最終ファイルにて（　１　部） 　　ｂ 接合用フランジ等　　　　　　　ｂ 接合用フランジ等　　　　　　　ｂ 接合用フランジ等　　　　　　　ｂ 接合用フランジ等　　　　　　　ｂ 接合用フランジ等　　　　　　　ｂ 接合用フランジ等　　　　　　　ｂ 接合用フランジ等　　　　　
■■■■■■■■■■■■■■ 埋設深さは原則として、一般敷地は（　　４５ｃｍ　　　３０ｃｍ）構内道路は埋設深さは原則として、一般敷地は（　　４５ｃｍ　　　３０ｃｍ）構内道路は埋設深さは原則として、一般敷地は（　　４５ｃｍ　　　３０ｃｍ）構内道路は埋設深さは原則として、一般敷地は（　　４５ｃｍ　　　３０ｃｍ）構内道路は埋設深さは原則として、一般敷地は（　　４５ｃｍ　　　３０ｃｍ）構内道路は埋設深さは原則として、一般敷地は（　　４５ｃｍ　　　３０ｃｍ）構内道路は埋設深さは原則として、一般敷地は（　　４５ｃｍ　　　３０ｃｍ）構内道路は管の埋設深さ管の埋設深さ管の埋設深さ管の埋設深さ管の埋設深さ管の埋設深さ管の埋設深さ 建物導入部建物導入部建物導入部建物導入部建物導入部建物導入部建物導入部 標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。

■■■■■■■ ■■■■■■■完成図面、２つ折り製本、文字入り（　２　部）完成図面、２つ折り製本、文字入り（　２　部）完成図面、２つ折り製本、文字入り（　２　部）完成図面、２つ折り製本、文字入り（　２　部）完成図面、２つ折り製本、文字入り（　２　部）完成図面、２つ折り製本、文字入り（　２　部）完成図面、２つ折り製本、文字入り（　２　部） 官公庁への申請書類の写し（　１　部）官公庁への申請書類の写し（　１　部）官公庁への申請書類の写し（　１　部）官公庁への申請書類の写し（　１　部）官公庁への申請書類の写し（　１　部）官公庁への申請書類の写し（　１　部）官公庁への申請書類の写し（　１　部） ■■■■■■■ 接合用フランジ接合用フランジ接合用フランジ接合用フランジ接合用フランジ接合用フランジ接合用フランジ 横方向の補強フランジ横方向の補強フランジ横方向の補強フランジ横方向の補強フランジ横方向の補強フランジ横方向の補強フランジ横方向の補強フランジ■■■■■■■配管配管配管配管配管配管配管 変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。 ダクトの長辺ダクトの長辺ダクトの長辺ダクトの長辺ダクトの長辺ダクトの長辺ダクトの長辺 （SUS３０４）（SUS３０４）（SUS３０４）（SUS３０４）（SUS３０４）（SUS３０４）（SUS３０４） （SUS３０４）（SUS３０４）（SUS３０４）（SUS３０４）（SUS３０４）（SUS３０４）（SUS３０４）最大間隔最大間隔最大間隔最大間隔最大間隔最大間隔最大間隔 最大間隔最大間隔最大間隔最大間隔最大間隔最大間隔最大間隔山形鋼山形鋼山形鋼山形鋼山形鋼山形鋼山形鋼山形鋼山形鋼山形鋼山形鋼山形鋼山形鋼山形鋼
■■■■■■■ 完成写真（　１　）部　　　　　　　　完成写真（　１　）部　　　　　　　　完成写真（　１　）部　　　　　　　　完成写真（　１　）部　　　　　　　　完成写真（　１　）部　　　　　　　　完成写真（　１　）部　　　　　　　　完成写真（　１　）部　　　　　　　　

■■■■■■■ 建物導入部建物導入部建物導入部建物導入部建物導入部建物導入部建物導入部 標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。標準図の（　　 ａ　　　　　ｂ　　　　　  ｃ　　　）による。 ７５０以下７５０以下７５０以下７５０以下７５０以下７５０以下７５０以下 ２５×２５×３２５×２５×３２５×２５×３２５×２５×３２５×２５×３２５×２５×３２５×２５×３ １８２０１８２０１８２０１８２０１８２０１８２０１８２０ ２５×２５×３２５×２５×３２５×２５×３２５×２５×３２５×２５×３２５×２５×３２５×２５×３ ２０００２０００２０００２０００２０００２０００２０００
■■■■■■■■■■■■■■ 変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。変位を吸収できるようにスリークッションとする。その他係員の指示する書類その他係員の指示する書類その他係員の指示する書類その他係員の指示する書類その他係員の指示する書類その他係員の指示する書類その他係員の指示する書類

７５０を超え７５０を超え７５０を超え７５０を超え７５０を超え７５０を超え７５０を超え
３０×３０×３３０×３０×３３０×３０×３３０×３０×３３０×３０×３３０×３０×３３０×３０×３ １８２０１８２０１８２０１８２０１８２０１８２０１８２０ ３０×３０×３３０×３０×３３０×３０×３３０×３０×３３０×３０×３３０×３０×３３０×３０×３ １０００１０００１０００１０００１０００１０００１０００

　１５００以下　１５００以下　１５００以下　１５００以下　１５００以下　１５００以下　１５００以下５．優先順位５．優先順位５．優先順位５．優先順位５．優先順位５．優先順位５．優先順位 着色試験着色試験着色試験着色試験着色試験着色試験着色試験 上水及び雑用水２系統の、全吐出口の着色試験を行う。上水及び雑用水２系統の、全吐出口の着色試験を行う。上水及び雑用水２系統の、全吐出口の着色試験を行う。上水及び雑用水２系統の、全吐出口の着色試験を行う。上水及び雑用水２系統の、全吐出口の着色試験を行う。上水及び雑用水２系統の、全吐出口の着色試験を行う。上水及び雑用水２系統の、全吐出口の着色試験を行う。
１５００を超え１５００を超え１５００を超え１５００を超え１５００を超え１５００を超え１５００を超え

４０×４０×３４０×４０×３４０×４０×３４０×４０×３４０×４０×３４０×４０×３４０×４０×３ １８２０１８２０１８２０１８２０１８２０１８２０１８２０ ４０×４０×３４０×４０×３４０×４０×３４０×４０×３４０×４０×３４０×４０×３４０×４０×３ １０００１０００１０００１０００１０００１０００１０００　　１．監督員現場説明事項　　　２．質疑回答書　　　３．特記事項　　　４．設計図書　　　５．機械設備共通仕様書　　１．監督員現場説明事項　　　２．質疑回答書　　　３．特記事項　　　４．設計図書　　　５．機械設備共通仕様書　　１．監督員現場説明事項　　　２．質疑回答書　　　３．特記事項　　　４．設計図書　　　５．機械設備共通仕様書　　１．監督員現場説明事項　　　２．質疑回答書　　　３．特記事項　　　４．設計図書　　　５．機械設備共通仕様書　　１．監督員現場説明事項　　　２．質疑回答書　　　３．特記事項　　　４．設計図書　　　５．機械設備共通仕様書　　１．監督員現場説明事項　　　２．質疑回答書　　　３．特記事項　　　４．設計図書　　　５．機械設備共通仕様書　　１．監督員現場説明事項　　　２．質疑回答書　　　３．特記事項　　　４．設計図書　　　５．機械設備共通仕様書 　２２００以下　２２００以下　２２００以下　２２００以下　２２００以下　２２００以下　２２００以下
■■■■■■■ 引込納付金引込納付金引込納付金引込納付金引込納付金引込納付金引込納付金 要（　　別途工事　　　本工事　　　　　　（税込））要（　　別途工事　　　本工事　　　　　　（税込））要（　　別途工事　　　本工事　　　　　　（税込））要（　　別途工事　　　本工事　　　　　　（税込））要（　　別途工事　　　本工事　　　　　　（税込））要（　　別途工事　　　本工事　　　　　　（税込））要（　　別途工事　　　本工事　　　　　　（税込）） 不要不要不要不要不要不要不要

水道加入金等水道加入金等水道加入金等水道加入金等水道加入金等水道加入金等水道加入金等 開発負担金（　　別途工事　　　本工事）開発負担金（　　別途工事　　　本工事）開発負担金（　　別途工事　　　本工事）開発負担金（　　別途工事　　　本工事）開発負担金（　　別途工事　　　本工事）開発負担金（　　別途工事　　　本工事）開発負担金（　　別途工事　　　本工事）
（２）スパイラルダクト（２）スパイラルダクト（２）スパイラルダクト（２）スパイラルダクト（２）スパイラルダクト（２）スパイラルダクト（２）スパイラルダクトⅣ．　工事種目Ⅳ．　工事種目Ⅳ．　工事種目Ⅳ．　工事種目Ⅳ．　工事種目Ⅳ．　工事種目Ⅳ．　工事種目
　　　　　　　　　呼称寸法５６０以下は、厚さ０．５ｍｍする。継ぎ手の厚さは　　　　　　　　　呼称寸法５６０以下は、厚さ０．５ｍｍする。継ぎ手の厚さは　　　　　　　　　呼称寸法５６０以下は、厚さ０．５ｍｍする。継ぎ手の厚さは　　　　　　　　　呼称寸法５６０以下は、厚さ０．５ｍｍする。継ぎ手の厚さは　　　　　　　　　呼称寸法５６０以下は、厚さ０．５ｍｍする。継ぎ手の厚さは　　　　　　　　　呼称寸法５６０以下は、厚さ０．５ｍｍする。継ぎ手の厚さは　　　　　　　　　呼称寸法５６０以下は、厚さ０．５ｍｍする。継ぎ手の厚さは　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　　　a 板厚　　　　　

■■■■■■■ ■■■■■■■給水設備工事給水設備工事給水設備工事給水設備工事給水設備工事給水設備工事給水設備工事 消火設備工事消火設備工事消火設備工事消火設備工事消火設備工事消火設備工事消火設備工事 換気設備工事換気設備工事換気設備工事換気設備工事換気設備工事換気設備工事換気設備工事 　　　　　　　　　呼称寸法５６０を超え８００以下は厚さ０．６ｍｍとする。　　　　　　　　　呼称寸法５６０を超え８００以下は厚さ０．６ｍｍとする。　　　　　　　　　呼称寸法５６０を超え８００以下は厚さ０．６ｍｍとする。　　　　　　　　　呼称寸法５６０を超え８００以下は厚さ０．６ｍｍとする。　　　　　　　　　呼称寸法５６０を超え８００以下は厚さ０．６ｍｍとする。　　　　　　　　　呼称寸法５６０を超え８００以下は厚さ０．６ｍｍとする。　　　　　　　　　呼称寸法５６０を超え８００以下は厚さ０．６ｍｍとする。

■■■■■■■ 給湯設備工事給湯設備工事給湯設備工事給湯設備工事給湯設備工事給湯設備工事給湯設備工事 排煙設備工事排煙設備工事排煙設備工事排煙設備工事排煙設備工事排煙設備工事排煙設備工事 ■■■■■■■ 「標仕」による他、下記による。「標仕」による他、下記による。「標仕」による他、下記による。「標仕」による他、下記による。「標仕」による他、下記による。「標仕」による他、下記による。「標仕」による他、下記による。保温及び保温及び保温及び保温及び保温及び保温及び保温及び
消音内貼り消音内貼り消音内貼り消音内貼り消音内貼り消音内貼り消音内貼り 還りダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）還りダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）還りダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）還りダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）還りダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）還りダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）還りダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）

■■■■■■■ 排水通気設備工事排水通気設備工事排水通気設備工事排水通気設備工事排水通気設備工事排水通気設備工事排水通気設備工事 自動制御設備工事自動制御設備工事自動制御設備工事自動制御設備工事自動制御設備工事自動制御設備工事自動制御設備工事
外気ダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）外気ダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）外気ダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）外気ダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）外気ダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）外気ダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）外気ダクトの保温要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は全域）

■■■■■■■ 配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料
■■■■■■■ ■■■■■■■ 地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設 屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般 屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出 外壁ガラリに接続するダクトは外壁より１ｍの範囲を保温する外壁ガラリに接続するダクトは外壁より１ｍの範囲を保温する外壁ガラリに接続するダクトは外壁より１ｍの範囲を保温する外壁ガラリに接続するダクトは外壁より１ｍの範囲を保温する外壁ガラリに接続するダクトは外壁より１ｍの範囲を保温する外壁ガラリに接続するダクトは外壁より１ｍの範囲を保温する外壁ガラリに接続するダクトは外壁より１ｍの範囲を保温する   （保温の厚さ２５mm）   （保温の厚さ２５mm）   （保温の厚さ２５mm）   （保温の厚さ２５mm）   （保温の厚さ２５mm）   （保温の厚さ２５mm）   （保温の厚さ２５mm）衛生器具設備工事衛生器具設備工事衛生器具設備工事衛生器具設備工事衛生器具設備工事衛生器具設備工事衛生器具設備工事 空気調和設備工事空気調和設備工事空気調和設備工事空気調和設備工事空気調和設備工事空気調和設備工事空気調和設備工事

膨張管ドレン管および膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、「標仕」の温水管の膨張管ドレン管および膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、「標仕」の温水管の膨張管ドレン管および膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、「標仕」の温水管の膨張管ドレン管および膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、「標仕」の温水管の膨張管ドレン管および膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、「標仕」の温水管の膨張管ドレン管および膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、「標仕」の温水管の膨張管ドレン管および膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、「標仕」の温水管の
銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M） 銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M） 銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M）銅管（M）ガス設備工事ガス設備工事ガス設備工事ガス設備工事ガス設備工事ガス設備工事ガス設備工事 項による。項による。項による。項による。項による。項による。項による。

給　湯給　湯給　湯給　湯給　湯給　湯給　湯 建物内の空気抜き管の保温は「標仕」の温水管の項による。建物内の空気抜き管の保温は「標仕」の温水管の項による。建物内の空気抜き管の保温は「標仕」の温水管の項による。建物内の空気抜き管の保温は「標仕」の温水管の項による。建物内の空気抜き管の保温は「標仕」の温水管の項による。建物内の空気抜き管の保温は「標仕」の温水管の項による。建物内の空気抜き管の保温は「標仕」の温水管の項による。ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS） ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS） ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）給給給給給給給Ⅴ．　工事区分Ⅴ．　工事区分Ⅴ．　工事区分Ⅴ．　工事区分Ⅴ．　工事区分Ⅴ．　工事区分Ⅴ．　工事区分
■■■■■■■ 防火区画の貫通部の処理は、国土交通大臣認定工法（又は同等）によるものとする。防火区画の貫通部の処理は、国土交通大臣認定工法（又は同等）によるものとする。防火区画の貫通部の処理は、国土交通大臣認定工法（又は同等）によるものとする。防火区画の貫通部の処理は、国土交通大臣認定工法（又は同等）によるものとする。防火区画の貫通部の処理は、国土交通大臣認定工法（又は同等）によるものとする。防火区画の貫通部の処理は、国土交通大臣認定工法（又は同等）によるものとする。防火区画の貫通部の処理は、国土交通大臣認定工法（又は同等）によるものとする。

金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管 金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管 金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管金属被覆ポリエチレン管湯湯湯湯湯湯湯 ■■■■■■■ 冷媒管の保温の外装は下記による。なお、保温化粧ケースは塩化ビニル樹脂製とする。冷媒管の保温の外装は下記による。なお、保温化粧ケースは塩化ビニル樹脂製とする。冷媒管の保温の外装は下記による。なお、保温化粧ケースは塩化ビニル樹脂製とする。冷媒管の保温の外装は下記による。なお、保温化粧ケースは塩化ビニル樹脂製とする。冷媒管の保温の外装は下記による。なお、保温化粧ケースは塩化ビニル樹脂製とする。冷媒管の保温の外装は下記による。なお、保温化粧ケースは塩化ビニル樹脂製とする。冷媒管の保温の外装は下記による。なお、保温化粧ケースは塩化ビニル樹脂製とする。
工事項目工事項目工事項目工事項目工事項目工事項目工事項目 本工事本工事本工事本工事本工事本工事本工事 建築建築建築建築建築建築建築 電気電気電気電気電気電気電気 別途別途別途別途別途別途別途 ■■■■■■■ 空調用排水管は保温を行う空調用排水管は保温を行う空調用排水管は保温を行う空調用排水管は保温を行う空調用排水管は保温を行う空調用排水管は保温を行う空調用排水管は保温を行う設設設設設設設 架橋ポリエチレン管（PN）架橋ポリエチレン管（PN）架橋ポリエチレン管（PN）架橋ポリエチレン管（PN）架橋ポリエチレン管（PN）架橋ポリエチレン管（PN）架橋ポリエチレン管（PN）

備備備備備備備 屋内露出屋内露出屋内露出屋内露出屋内露出屋内露出屋内露出構造体貫通スリーブ構造体貫通スリーブ構造体貫通スリーブ構造体貫通スリーブ構造体貫通スリーブ構造体貫通スリーブ構造体貫通スリーブ 絶縁フランジ絶縁フランジ絶縁フランジ絶縁フランジ絶縁フランジ絶縁フランジ絶縁フランジ 図示の箇所に取付ける。図示の箇所に取付ける。図示の箇所に取付ける。図示の箇所に取付ける。図示の箇所に取付ける。図示の箇所に取付ける。図示の箇所に取付ける。
■■■■■■■屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出 ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板 保温化粧ケース保温化粧ケース保温化粧ケース保温化粧ケース保温化粧ケース保温化粧ケース保温化粧ケース ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板

同上鉄筋補強同上鉄筋補強同上鉄筋補強同上鉄筋補強同上鉄筋補強同上鉄筋補強同上鉄筋補強
２２２２２２２ ２２２２２２２弁　　類弁　　類弁　　類弁　　類弁　　類弁　　類弁　　類 ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　）ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　）ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　）ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　）ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　）ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　）ＪＩＳ（　　５ｋｇｆ／ｃｍ　　　　１０ｋｇｆ／ｃｍ　）

■■■■■■■雨水設備立樋及びルーフドレン雨水設備立樋及びルーフドレン雨水設備立樋及びルーフドレン雨水設備立樋及びルーフドレン雨水設備立樋及びルーフドレン雨水設備立樋及びルーフドレン雨水設備立樋及びルーフドレン 保　　温保　　温保　　温保　　温保　　温保　　温保　　温 「標仕」による。ただし下記については、本仕様による。「標仕」による。ただし下記については、本仕様による。「標仕」による。ただし下記については、本仕様による。「標仕」による。ただし下記については、本仕様による。「標仕」による。ただし下記については、本仕様による。「標仕」による。ただし下記については、本仕様による。「標仕」による。ただし下記については、本仕様による。
■■■■■■■ ■■■■■■■ 設計温湿度設計温湿度設計温湿度設計温湿度設計温湿度設計温湿度設計温湿度 外　　気外　　気外　　気外　　気外　　気外　　気外　　気 屋　　　内屋　　　内屋　　　内屋　　　内屋　　　内屋　　　内屋　　　内湯沸器の給排気筒（二重管等）の隠ぺい箇所は保温を行う。湯沸器の給排気筒（二重管等）の隠ぺい箇所は保温を行う。湯沸器の給排気筒（二重管等）の隠ぺい箇所は保温を行う。湯沸器の給排気筒（二重管等）の隠ぺい箇所は保温を行う。湯沸器の給排気筒（二重管等）の隠ぺい箇所は保温を行う。湯沸器の給排気筒（二重管等）の隠ぺい箇所は保温を行う。湯沸器の給排気筒（二重管等）の隠ぺい箇所は保温を行う。

同上曲部管以降同上曲部管以降同上曲部管以降同上曲部管以降同上曲部管以降同上曲部管以降同上曲部管以降
給湯器出口のフレキ管は保温すること。給湯器出口のフレキ管は保温すること。給湯器出口のフレキ管は保温すること。給湯器出口のフレキ管は保温すること。給湯器出口のフレキ管は保温すること。給湯器出口のフレキ管は保温すること。給湯器出口のフレキ管は保温すること。

一般室一般室一般室一般室一般室一般室一般室 調理室調理室調理室調理室調理室調理室調理室 *********************
各種点検口各種点検口各種点検口各種点検口各種点検口各種点検口各種点検口 空空空空空空空

 温　度 温　度 温　度 温　度 温　度 温　度 温　度  湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度  温　度 温　度 温　度 温　度 温　度 温　度 温　度  湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度  温　度 温　度 温　度 温　度 温　度 温　度 温　度  湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度  温　度 温　度 温　度 温　度 温　度 温　度 温　度  湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度 湿　度
流しユニット流しユニット流しユニット流しユニット流しユニット流しユニット流しユニット 気気気気気気気■■■■■■■ ■■■■■■■ 配管材質配管材質配管材質配管材質配管材質配管材質配管材質 屋内分流・屋外合流屋内分流・屋外合流屋内分流・屋外合流屋内分流・屋外合流屋内分流・屋外合流屋内分流・屋外合流屋内分流・屋外合流 屋内外合流屋内外合流屋内外合流屋内外合流屋内外合流屋内外合流屋内外合流 雨水合流雨水合流雨水合流雨水合流雨水合流雨水合流雨水合流

（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＤＢ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）（ＲＨ）
調調調調調調調同上配管接続同上配管接続同上配管接続同上配管接続同上配管接続同上配管接続同上配管接続

■■■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■ アングルフランジ工法（厨房排気系統）アングルフランジ工法（厨房排気系統）アングルフランジ工法（厨房排気系統）アングルフランジ工法（厨房排気系統）アングルフランジ工法（厨房排気系統）アングルフランジ工法（厨房排気系統）アングルフランジ工法（厨房排気系統）低圧ダクト低圧ダクト低圧ダクト低圧ダクト低圧ダクト低圧ダクト低圧ダクトダクトダクトダクトダクトダクトダクトダクト 夏　季 夏　季 夏　季 夏　季 夏　季 夏　季 夏　季 ℃℃℃℃℃℃℃ ％％％％％％％ 26262626262626 ℃℃℃℃℃℃℃ 成行成行成行成行成行成行成行 ********************* *********************25252525252525℃以下℃以下℃以下℃以下℃以下℃以下℃以下 80808080808080％以下％以下％以下％以下％以下％以下％以下■■■■■■■ 配管材質配管材質配管材質配管材質配管材質配管材質配管材質 和和和和和和和排排排排排排排洗面カウンター洗面カウンター洗面カウンター洗面カウンター洗面カウンター洗面カウンター洗面カウンター 排水管排水管排水管排水管排水管排水管排水管 通気管通気管通気管通気管通気管通気管通気管 屋外排水管屋外排水管屋外排水管屋外排水管屋外排水管屋外排水管屋外排水管 厨房系統の排気用ダクトは「標仕」より一番手厚いものを使用する。厨房系統の排気用ダクトは「標仕」より一番手厚いものを使用する。厨房系統の排気用ダクトは「標仕」より一番手厚いものを使用する。厨房系統の排気用ダクトは「標仕」より一番手厚いものを使用する。厨房系統の排気用ダクトは「標仕」より一番手厚いものを使用する。厨房系統の排気用ダクトは「標仕」より一番手厚いものを使用する。厨房系統の排気用ダクトは「標仕」より一番手厚いものを使用する。
 冬　季 冬　季 冬　季 冬　季 冬　季 冬　季 冬　季 ℃℃℃℃℃℃℃ ％％％％％％％ 22222222222222 ℃℃℃℃℃℃℃ 成行成行成行成行成行成行成行 ********************* *********************25252525252525℃以下℃以下℃以下℃以下℃以下℃以下℃以下 80808080808080％以下％以下％以下％以下％以下％以下％以下設設設設設設設水水水水水水水 ■■■■■■■■■■■■■■ 排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1 排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）排水用塩ビ管（VP）化粧鏡化粧鏡化粧鏡化粧鏡化粧鏡化粧鏡化粧鏡 換換換換換換換 取付位置は　（　　図示した位置　　　送風機の吐出ダクトまたは吸込ダクト取付位置は　（　　図示した位置　　　送風機の吐出ダクトまたは吸込ダクト取付位置は　（　　図示した位置　　　送風機の吐出ダクトまたは吸込ダクト取付位置は　（　　図示した位置　　　送風機の吐出ダクトまたは吸込ダクト取付位置は　（　　図示した位置　　　送風機の吐出ダクトまたは吸込ダクト取付位置は　（　　図示した位置　　　送風機の吐出ダクトまたは吸込ダクト取付位置は　（　　図示した位置　　　送風機の吐出ダクトまたは吸込ダクト風量測量口風量測量口風量測量口風量測量口風量測量口風量測量口風量測量口備備備備備備備 ※詳細は各室条件表による。※詳細は各室条件表による。※詳細は各室条件表による。※詳細は各室条件表による。※詳細は各室条件表による。※詳細は各室条件表による。※詳細は各室条件表による。通通通通通通通 汚　水汚　水汚　水汚　水汚　水汚　水汚　水 排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管 排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管排水用塩ビライニング鋼管 排水用塩ビ管（VU）排水用塩ビ管（VU）排水用塩ビ管（VU）排水用塩ビ管（VU）排水用塩ビ管（VU）排水用塩ビ管（VU）排水用塩ビ管（VU）浄化槽放流負担金、下水局負担金浄化槽放流負担金、下水局負担金浄化槽放流負担金、下水局負担金浄化槽放流負担金、下水局負担金浄化槽放流負担金、下水局負担金浄化槽放流負担金、下水局負担金浄化槽放流負担金、下水局負担金 　外気取入ダクト）とする。　外気取入ダクト）とする。　外気取入ダクト）とする。　外気取入ダクト）とする。　外気取入ダクト）とする。　外気取入ダクト）とする。　外気取入ダクト）とする。気気気気気気気

■■■■■■■気気気気気気気 配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料 種　　　　　　　類種　　　　　　　類種　　　　　　　類種　　　　　　　類種　　　　　　　類種　　　　　　　類種　　　　　　　類 管　　　　　　　種管　　　　　　　種管　　　　　　　種管　　　　　　　種管　　　　　　　種管　　　　　　　種管　　　　　　　種耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2 耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2 排水用リサイクル塩ビ管排水用リサイクル塩ビ管排水用リサイクル塩ビ管排水用リサイクル塩ビ管排水用リサイクル塩ビ管排水用リサイクル塩ビ管排水用リサイクル塩ビ管 設設設設設設設水道分担金、開発負担金、検査手数料水道分担金、開発負担金、検査手数料水道分担金、開発負担金、検査手数料水道分担金、開発負担金、検査手数料水道分担金、開発負担金、検査手数料水道分担金、開発負担金、検査手数料水道分担金、開発負担金、検査手数料 空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。ダンパーダンパーダンパーダンパーダンパーダンパーダンパー設設設設設設設
冷水冷水冷水冷水冷水冷水冷水 温水温水温水温水温水温水温水 冷温水冷温水冷温水冷温水冷温水冷温水冷温水 配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白） 備備備備備備備排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1排水用塩ビ管（VP）※1外部地中埋設管表示テープ及び表示杭外部地中埋設管表示テープ及び表示杭外部地中埋設管表示テープ及び表示杭外部地中埋設管表示テープ及び表示杭外部地中埋設管表示テープ及び表示杭外部地中埋設管表示テープ及び表示杭外部地中埋設管表示テープ及び表示杭 備備備備備備備 雑排水雑排水雑排水雑排水雑排水雑排水雑排水 排気ダクト排気ダクト排気ダクト排気ダクト排気ダクト排気ダクト排気ダクト 厨房系統厨房系統厨房系統厨房系統厨房系統厨房系統厨房系統 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統冷却水冷却水冷却水冷却水冷却水冷却水冷却水 配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）配管用炭素鋼鋼管（白）耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2耐火二層管　※2

機械基礎工事機械基礎工事機械基礎工事機械基礎工事機械基礎工事機械基礎工事機械基礎工事 のシールのシールのシールのシールのシールのシールのシール 調理室系統調理室系統調理室系統調理室系統調理室系統調理室系統調理室系統
■■■■■■■ ■■■■■■■空調ドレン管※1空調ドレン管※1空調ドレン管※1空調ドレン管※1空調ドレン管※1空調ドレン管※1空調ドレン管※1 ビニール管（VP）ビニール管（VP）ビニール管（VP）ビニール管（VP）ビニール管（VP）ビニール管（VP）ビニール管（VP） 保温付きﾄﾞﾚﾝ管保温付きﾄﾞﾚﾝ管保温付きﾄﾞﾚﾝ管保温付きﾄﾞﾚﾝ管保温付きﾄﾞﾚﾝ管保温付きﾄﾞﾚﾝ管保温付きﾄﾞﾚﾝ管※1　ﾋﾟｯﾄ内含む　　※2　1階天井以上※1　ﾋﾟｯﾄ内含む　　※2　1階天井以上※1　ﾋﾟｯﾄ内含む　　※2　1階天井以上※1　ﾋﾟｯﾄ内含む　　※2　1階天井以上※1　ﾋﾟｯﾄ内含む　　※2　1階天井以上※1　ﾋﾟｯﾄ内含む　　※2　1階天井以上※1　ﾋﾟｯﾄ内含む　　※2　1階天井以上

機器二次側配線（リモコン配線）機器二次側配線（リモコン配線）機器二次側配線（リモコン配線）機器二次側配線（リモコン配線）機器二次側配線（リモコン配線）機器二次側配線（リモコン配線）機器二次側配線（リモコン配線）
空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。空気調和設備の該当項目による。チャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバーステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）油管油管油管油管油管油管油管

■■■■■■■ 洗面器等の洗面器等の洗面器等の洗面器等の洗面器等の洗面器等の洗面器等の 洗面器および手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。洗面器および手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。洗面器および手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。洗面器および手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。洗面器および手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。洗面器および手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。洗面器および手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。同上空配管同上空配管同上空配管同上空配管同上空配管同上空配管同上空配管
蒸気往（高圧0.7MPaを超える）蒸気往（高圧0.7MPaを超える）蒸気往（高圧0.7MPaを超える）蒸気往（高圧0.7MPaを超える）蒸気往（高圧0.7MPaを超える）蒸気往（高圧0.7MPaを超える）蒸気往（高圧0.7MPaを超える） 圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Sch40圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Sch40排水管排水管排水管排水管排水管排水管排水管 下記のダクトの保温を行う。その他は空気調和設備の該当項目による。下記のダクトの保温を行う。その他は空気調和設備の該当項目による。下記のダクトの保温を行う。その他は空気調和設備の該当項目による。下記のダクトの保温を行う。その他は空気調和設備の該当項目による。下記のダクトの保温を行う。その他は空気調和設備の該当項目による。下記のダクトの保温を行う。その他は空気調和設備の該当項目による。下記のダクトの保温を行う。その他は空気調和設備の該当項目による。保　温保　温保　温保　温保　温保　温保　温

全熱交換器用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は空気調和設備の該当項目による）全熱交換器用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は空気調和設備の該当項目による）全熱交換器用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は空気調和設備の該当項目による）全熱交換器用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は空気調和設備の該当項目による）全熱交換器用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は空気調和設備の該当項目による）全熱交換器用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は空気調和設備の該当項目による）全熱交換器用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は空気調和設備の該当項目による）蒸気往（高圧0.1～0.7MPa)蒸気往（高圧0.1～0.7MPa)蒸気往（高圧0.1～0.7MPa)蒸気往（高圧0.1～0.7MPa)蒸気往（高圧0.1～0.7MPa)蒸気往（高圧0.1～0.7MPa)蒸気往（高圧0.1～0.7MPa) 配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）満水試験継手満水試験継手満水試験継手満水試験継手満水試験継手満水試験継手満水試験継手 各階ＰＳ内排水立管に取付ける。各階ＰＳ内排水立管に取付ける。各階ＰＳ内排水立管に取付ける。各階ＰＳ内排水立管に取付ける。各階ＰＳ内排水立管に取付ける。各階ＰＳ内排水立管に取付ける。各階ＰＳ内排水立管に取付ける。
排気ﾀﾞｸﾄについては外壁から1mのみを行う排気ﾀﾞｸﾄについては外壁から1mのみを行う排気ﾀﾞｸﾄについては外壁から1mのみを行う排気ﾀﾞｸﾄについては外壁から1mのみを行う排気ﾀﾞｸﾄについては外壁から1mのみを行う排気ﾀﾞｸﾄについては外壁から1mのみを行う排気ﾀﾞｸﾄについては外壁から1mのみを行う蒸気往（低圧0.1MPa未満）蒸気往（低圧0.1MPa未満）蒸気往（低圧0.1MPa未満）蒸気往（低圧0.1MPa未満）蒸気往（低圧0.1MPa未満）蒸気往（低圧0.1MPa未満）蒸気往（低圧0.1MPa未満） 配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）配管用炭素鋼鋼管（黒）

グリースグリースグリースグリースグリースグリースグリース ＦＲＰ　ＦＲＰ　ＦＲＰ　ＦＲＰ　ＦＲＰ　ＦＲＰ　ＦＲＰ　 ＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳ クリーン桝クリーン桝クリーン桝クリーン桝クリーン桝クリーン桝クリーン桝
■■■■■■■ ■■■■■■■ベントベントベントベントベントベントベント 深型深型深型深型深型深型深型 指定色仕上げ指定色仕上げ指定色仕上げ指定色仕上げ指定色仕上げ指定色仕上げ指定色仕上げステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）蒸気還（50A以下）蒸気還（50A以下）蒸気還（50A以下）蒸気還（50A以下）蒸気還（50A以下）蒸気還（50A以下）蒸気還（50A以下）トラップトラップトラップトラップトラップトラップトラップ

キャップキャップキャップキャップキャップキャップキャップ 平丸型（防風板水切り付）平丸型（防風板水切り付）平丸型（防風板水切り付）平丸型（防風板水切り付）平丸型（防風板水切り付）平丸型（防風板水切り付）平丸型（防風板水切り付）
受益者負担金受益者負担金受益者負担金受益者負担金受益者負担金受益者負担金受益者負担金 要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事） 不要不要不要不要不要不要不要 蒸気還（65A以上）蒸気還（65A以上）蒸気還（65A以上）蒸気還（65A以上）蒸気還（65A以上）蒸気還（65A以上）蒸気還（65A以上） ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）ステンレス鋼管（SUS）

ダクトダクトダクトダクトダクトダクトダクト 亜鉛鉄板亜鉛鉄板亜鉛鉄板亜鉛鉄板亜鉛鉄板亜鉛鉄板亜鉛鉄板 普通鋼板（厚さ１．６ｍｍ・防火区画貫通部およびファン廻り）普通鋼板（厚さ１．６ｍｍ・防火区画貫通部およびファン廻り）普通鋼板（厚さ１．６ｍｍ・防火区画貫通部およびファン廻り）普通鋼板（厚さ１．６ｍｍ・防火区画貫通部およびファン廻り）普通鋼板（厚さ１．６ｍｍ・防火区画貫通部およびファン廻り）普通鋼板（厚さ１．６ｍｍ・防火区画貫通部およびファン廻り）普通鋼板（厚さ１．６ｍｍ・防火区画貫通部およびファン廻り）■■■■■■■ 冷媒配管冷媒配管冷媒配管冷媒配管冷媒配管冷媒配管冷媒配管 冷媒用被覆断熱銅管冷媒用被覆断熱銅管冷媒用被覆断熱銅管冷媒用被覆断熱銅管冷媒用被覆断熱銅管冷媒用被覆断熱銅管冷媒用被覆断熱銅管
■■■■■■■ ■■■■■■■小便器用小便器用小便器用小便器用小便器用小便器用小便器用 個別感知　フラッシュ方式（　　埋込　　　　露出　　　一体型）個別感知　フラッシュ方式（　　埋込　　　　露出　　　一体型）個別感知　フラッシュ方式（　　埋込　　　　露出　　　一体型）個別感知　フラッシュ方式（　　埋込　　　　露出　　　一体型）個別感知　フラッシュ方式（　　埋込　　　　露出　　　一体型）個別感知　フラッシュ方式（　　埋込　　　　露出　　　一体型）個別感知　フラッシュ方式（　　埋込　　　　露出　　　一体型）

節水装置節水装置節水装置節水装置節水装置節水装置節水装置
２２２２２２２ ２２２２２２２■■■■■■■ ■■■■■■■弁　類弁　類弁　類弁　類弁　類弁　類弁　類 ＪＩＳ ５ｋｇ／ｃｍＪＩＳ ５ｋｇ／ｃｍＪＩＳ ５ｋｇ／ｃｍＪＩＳ ５ｋｇ／ｃｍＪＩＳ ５ｋｇ／ｃｍＪＩＳ ５ｋｇ／ｃｍＪＩＳ ５ｋｇ／ｃｍ ＪＩＳ １０ｋｇ／ｃｍＪＩＳ １０ｋｇ／ｃｍＪＩＳ １０ｋｇ／ｃｍＪＩＳ １０ｋｇ／ｃｍＪＩＳ １０ｋｇ／ｃｍＪＩＳ １０ｋｇ／ｃｍＪＩＳ １０ｋｇ／ｃｍ衛衛衛衛衛衛衛 集合感知　フラッシュ方式（　　隠ぺい　　　露出）集合感知　フラッシュ方式（　　隠ぺい　　　露出）集合感知　フラッシュ方式（　　隠ぺい　　　露出）集合感知　フラッシュ方式（　　隠ぺい　　　露出）集合感知　フラッシュ方式（　　隠ぺい　　　露出）集合感知　フラッシュ方式（　　隠ぺい　　　露出）集合感知　フラッシュ方式（　　隠ぺい　　　露出）

冷温コイルおよび蒸気加熱コイル廻りの弁は仕切弁とする。冷温コイルおよび蒸気加熱コイル廻りの弁は仕切弁とする。冷温コイルおよび蒸気加熱コイル廻りの弁は仕切弁とする。冷温コイルおよび蒸気加熱コイル廻りの弁は仕切弁とする。冷温コイルおよび蒸気加熱コイル廻りの弁は仕切弁とする。冷温コイルおよび蒸気加熱コイル廻りの弁は仕切弁とする。冷温コイルおよび蒸気加熱コイル廻りの弁は仕切弁とする。
排煙口形式排煙口形式排煙口形式排煙口形式排煙口形式排煙口形式排煙口形式 天井取付　　　　（　　スリット形　　　スイング形　　）天井取付　　　　（　　スリット形　　　スイング形　　）天井取付　　　　（　　スリット形　　　スイング形　　）天井取付　　　　（　　スリット形　　　スイング形　　）天井取付　　　　（　　スリット形　　　スイング形　　）天井取付　　　　（　　スリット形　　　スイング形　　）天井取付　　　　（　　スリット形　　　スイング形　　）生生生生生生生 冷温水及び冷却水に設ける呼び径65以上の弁はバタフライ弁とする。冷温水及び冷却水に設ける呼び径65以上の弁はバタフライ弁とする。冷温水及び冷却水に設ける呼び径65以上の弁はバタフライ弁とする。冷温水及び冷却水に設ける呼び径65以上の弁はバタフライ弁とする。冷温水及び冷却水に設ける呼び径65以上の弁はバタフライ弁とする。冷温水及び冷却水に設ける呼び径65以上の弁はバタフライ弁とする。冷温水及び冷却水に設ける呼び径65以上の弁はバタフライ弁とする。■■■■■■■ 衛生器具衛生器具衛生器具衛生器具衛生器具衛生器具衛生器具 各種水栓は、原則として節水こまタイプとする。各種水栓は、原則として節水こまタイプとする。各種水栓は、原則として節水こまタイプとする。各種水栓は、原則として節水こまタイプとする。各種水栓は、原則として節水こまタイプとする。各種水栓は、原則として節水こまタイプとする。各種水栓は、原則として節水こまタイプとする。 壁取付　　　　　（　　スリット形　　　　　　　　　　）壁取付　　　　　（　　スリット形　　　　　　　　　　）壁取付　　　　　（　　スリット形　　　　　　　　　　）壁取付　　　　　（　　スリット形　　　　　　　　　　）壁取付　　　　　（　　スリット形　　　　　　　　　　）壁取付　　　　　（　　スリット形　　　　　　　　　　）壁取付　　　　　（　　スリット形　　　　　　　　　　）器器器器器器器 付属水栓付属水栓付属水栓付属水栓付属水栓付属水栓付属水栓 屋外水栓は耐寒対策品とする。屋外水栓は耐寒対策品とする。屋外水栓は耐寒対策品とする。屋外水栓は耐寒対策品とする。屋外水栓は耐寒対策品とする。屋外水栓は耐寒対策品とする。屋外水栓は耐寒対策品とする。 継手類継手類継手類継手類継手類継手類継手類 伸縮継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　スリーブ形）伸縮継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　スリーブ形）伸縮継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　スリーブ形）伸縮継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　スリーブ形）伸縮継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　スリーブ形）伸縮継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　スリーブ形）伸縮継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　スリーブ形） 手　　動手　　動手　　動手　　動手　　動手　　動手　　動 手動および遠隔操作可能なもの手動および遠隔操作可能なもの手動および遠隔操作可能なもの手動および遠隔操作可能なもの手動および遠隔操作可能なもの手動および遠隔操作可能なもの手動および遠隔操作可能なもの設計用水平震度設計用水平震度設計用水平震度設計用水平震度設計用水平震度設計用水平震度設計用水平震度 排煙口排煙口排煙口排煙口排煙口排煙口排煙口具具具具具具具 排排排排排排排防振継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）防振継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）防振継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）防振継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）防振継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）防振継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）防振継手　　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）大便器耐火大便器耐火大便器耐火大便器耐火大便器耐火大便器耐火大便器耐火 設ける（ピット内は除く）設ける（ピット内は除く）設ける（ピット内は除く）設ける（ピット内は除く）設ける（ピット内は除く）設ける（ピット内は除く）設ける（ピット内は除く） 解放装置解放装置解放装置解放装置解放装置解放装置解放装置特　定　の　施　設特　定　の　施　設特　定　の　施　設特　定　の　施　設特　定　の　施　設特　定　の　施　設特　定　の　施　設 一　般　の　施　設一　般　の　施　設一　般　の　施　設一　般　の　施　設一　般　の　施　設一　般　の　施　設一　般　の　施　設 設設設設設設設 煙煙煙煙煙煙煙可とう継手　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）可とう継手　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）可とう継手　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）可とう継手　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）可とう継手　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）可とう継手　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）可とう継手　（　　ベローズ形　ＳＵＳ３０４　　　合成ゴム製）機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所 カバーカバーカバーカバーカバーカバーカバー （耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通処理要領(ｂ)（2））による。（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通処理要領(ｂ)（2））による。（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通処理要領(ｂ)（2））による。（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通処理要領(ｂ)（2））による。（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通処理要領(ｂ)（2））による。（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通処理要領(ｂ)（2））による。（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通処理要領(ｂ)（2））による。

重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器 可とう継手の全長は、図示なき限り「標仕」による。可とう継手の全長は、図示なき限り「標仕」による。可とう継手の全長は、図示なき限り「標仕」による。可とう継手の全長は、図示なき限り「標仕」による。可とう継手の全長は、図示なき限り「標仕」による。可とう継手の全長は、図示なき限り「標仕」による。可とう継手の全長は、図示なき限り「標仕」による。備備備備備備備 設設設設設設設 防火ダンパー防火ダンパー防火ダンパー防火ダンパー防火ダンパー防火ダンパー防火ダンパー 温度ヒューズ溶解温度は２８０℃とする。温度ヒューズ溶解温度は２８０℃とする。温度ヒューズ溶解温度は２８０℃とする。温度ヒューズ溶解温度は２８０℃とする。温度ヒューズ溶解温度は２８０℃とする。温度ヒューズ溶解温度は２８０℃とする。温度ヒューズ溶解温度は２８０℃とする。散水栓ＢＯＸ散水栓ＢＯＸ散水栓ＢＯＸ散水栓ＢＯＸ散水栓ＢＯＸ散水栓ＢＯＸ散水栓ＢＯＸ ＳＵＳ製ＳＵＳ製ＳＵＳ製ＳＵＳ製ＳＵＳ製ＳＵＳ製ＳＵＳ製 鋳鉄製鋳鉄製鋳鉄製鋳鉄製鋳鉄製鋳鉄製鋳鉄製 塩ビ製塩ビ製塩ビ製塩ビ製塩ビ製塩ビ製塩ビ製機器機器機器機器機器機器機器 2.02.02.02.02.02.02.0 1.51.51.51.51.51.51.5 1.51.51.51.51.51.51.5 1.01.01.01.01.01.01.0
備備備備備備備ダクト種別ダクト種別ダクト種別ダクト種別ダクト種別ダクト種別ダクト種別 亜鉛鉄板以外を使用する部分は、下記とする。亜鉛鉄板以外を使用する部分は、下記とする。亜鉛鉄板以外を使用する部分は、下記とする。亜鉛鉄板以外を使用する部分は、下記とする。亜鉛鉄板以外を使用する部分は、下記とする。亜鉛鉄板以外を使用する部分は、下記とする。亜鉛鉄板以外を使用する部分は、下記とする。上層階上層階上層階上層階上層階上層階上層階 防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器 （2.0）（2.0）（2.0）（2.0）（2.0）（2.0）（2.0） 2.02.02.02.02.02.02.0 （2.0）（2.0）（2.0）（2.0）（2.0）（2.0）（2.0） （1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5） 排煙風量測定排煙風量測定排煙風量測定排煙風量測定排煙風量測定排煙風量測定排煙風量測定 建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋 亜鉛鉄板亜鉛鉄板亜鉛鉄板亜鉛鉄板亜鉛鉄板亜鉛鉄板亜鉛鉄板 ステンレス鋼板　　　（図示による）ステンレス鋼板　　　（図示による）ステンレス鋼板　　　（図示による）ステンレス鋼板　　　（図示による）ステンレス鋼板　　　（図示による）ステンレス鋼板　　　（図示による）ステンレス鋼板　　　（図示による）水槽類水槽類水槽類水槽類水槽類水槽類水槽類 （※1）（※1）（※1）（※1）（※1）（※1）（※1） 〈2.0〉〈2.0〉〈2.0〉〈2.0〉〈2.0〉〈2.0〉〈2.0〉 〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉 〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉 1.01.01.01.01.01.01.0 都市ガス都市ガス都市ガス都市ガス都市ガス都市ガス都市ガス 液化石油ガス（プロパン）液化石油ガス（プロパン）液化石油ガス（プロパン）液化石油ガス（プロパン）液化石油ガス（プロパン）液化石油ガス（プロパン）液化石油ガス（プロパン）供給ガス供給ガス供給ガス供給ガス供給ガス供給ガス供給ガス 厨房メーカーとの取合いは矩形ダクトとし、接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、厨房メーカーとの取合いは矩形ダクトとし、接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、厨房メーカーとの取合いは矩形ダクトとし、接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、厨房メーカーとの取合いは矩形ダクトとし、接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、厨房メーカーとの取合いは矩形ダクトとし、接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、厨房メーカーとの取合いは矩形ダクトとし、接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、厨房メーカーとの取合いは矩形ダクトとし、接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、機器機器機器機器機器機器機器 1.51.51.51.51.51.51.5 1.01.01.01.01.01.01.0 1.01.01.01.01.01.01.0 0.60.60.60.60.60.60.6 排煙機制御盤排煙機制御盤排煙機制御盤排煙機制御盤排煙機制御盤排煙機制御盤排煙機制御盤 本工事とする。本工事とする。本工事とする。本工事とする。本工事とする。本工事とする。本工事とする。接続方法：フランジ工法（ボルト締め）。以降はスパイラル（ストレートシーム）とし、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）。以降はスパイラル（ストレートシーム）とし、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）。以降はスパイラル（ストレートシーム）とし、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）。以降はスパイラル（ストレートシーム）とし、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）。以降はスパイラル（ストレートシーム）とし、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）。以降はスパイラル（ストレートシーム）とし、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）。以降はスパイラル（ストレートシーム）とし、配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料 ガス会社の規定によるガス会社の規定によるガス会社の規定によるガス会社の規定によるガス会社の規定によるガス会社の規定によるガス会社の規定による防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器 （1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5） （1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5） （1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5） （1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0）中　間　階中　間　階中　間　階中　間　階中　間　階中　間　階中　間　階 接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）接合部 ：全溶接、パッキン：シリコンゴム製、接続方法：フランジ工法（ボルト締め）ガガガガガガガ水槽類水槽類水槽類水槽類水槽類水槽類水槽類 （※1）（※1）（※1）（※1）（※1）（※1）（※1） 〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉 〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉 〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉 〈0.6〉〈0.6〉〈0.6〉〈0.6〉〈0.6〉〈0.6〉〈0.6〉 ありありありありありありあり なしなしなしなしなしなしなし中央監視制御中央監視制御中央監視制御中央監視制御中央監視制御中央監視制御中央監視制御地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設 屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般 屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出 チャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバー 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

機器機器機器機器機器機器機器 1.01.01.01.01.01.01.0 0.60.60.60.60.60.60.6 0.60.60.60.60.60.60.6 0.40.40.40.40.40.40.4 ススススススス 空気調和機、温風暖房機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー、空気調和機、温風暖房機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー、空気調和機、温風暖房機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー、空気調和機、温風暖房機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー、空気調和機、温風暖房機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー、空気調和機、温風暖房機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー、空気調和機、温風暖房機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー、ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE） 配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP） 配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）ガ　スガ　スガ　スガ　スガ　スガ　スガ　ス防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器 （1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0） （1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0） （1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0）（1.0） （0.6）（0.6）（0.6）（0.6）（0.6）（0.6）（0.6）地階・１階地階・１階地階・１階地階・１階地階・１階地階・１階地階・１階 設設設設設設設 および風道系で消音内貼りにしたチャンバーには、点検口を設ける。および風道系で消音内貼りにしたチャンバーには、点検口を設ける。および風道系で消音内貼りにしたチャンバーには、点検口を設ける。および風道系で消音内貼りにしたチャンバーには、点検口を設ける。および風道系で消音内貼りにしたチャンバーには、点検口を設ける。および風道系で消音内貼りにしたチャンバーには、点検口を設ける。および風道系で消音内貼りにしたチャンバーには、点検口を設ける。
水槽類水槽類水槽類水槽類水槽類水槽類水槽類 （※1）（※1）（※1）（※1）（※1）（※1）（※1） 〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉〈1.5〉 〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉 〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉〈1.0〉 〈0.6〉〈0.6〉〈0.6〉〈0.6〉〈0.6〉〈0.6〉〈0.6〉 外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバーおよびホッパーは雨水の滞留のないように外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバーおよびホッパーは雨水の滞留のないように外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバーおよびホッパーは雨水の滞留のないように外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバーおよびホッパーは雨水の滞留のないように外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバーおよびホッパーは雨水の滞留のないように外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバーおよびホッパーは雨水の滞留のないように外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバーおよびホッパーは雨水の滞留のないように備備備備備備備 親メーター（　　貸与品　　　　　　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　　　　　　）親メーター（　　貸与品　　　　　　　　　　　）メーターメーターメーターメーターメーターメーターメーター

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）（　）内の数値は防振支特の機器の場合に適用する。（　）内の数値は防振支特の機器の場合に適用する。（　）内の数値は防振支特の機器の場合に適用する。（　）内の数値は防振支特の機器の場合に適用する。（　）内の数値は防振支特の機器の場合に適用する。（　）内の数値は防振支特の機器の場合に適用する。（　）内の数値は防振支特の機器の場合に適用する。 〈　〉内の数値は水槽類に適用する。〈　〉内の数値は水槽類に適用する。〈　〉内の数値は水槽類に適用する。〈　〉内の数値は水槽類に適用する。〈　〉内の数値は水槽類に適用する。〈　〉内の数値は水槽類に適用する。〈　〉内の数値は水槽類に適用する。 施工する。施工する。施工する。施工する。施工する。施工する。施工する。子メーター（　　買取り　　　　　　　　　　　）子メーター（　　買取り　　　　　　　　　　　）子メーター（　　買取り　　　　　　　　　　　）子メーター（　　買取り　　　　　　　　　　　）子メーター（　　買取り　　　　　　　　　　　）子メーター（　　買取り　　　　　　　　　　　）子メーター（　　買取り　　　　　　　　　　　）
外気取り入れチャンバーは防虫ネット（ＳＵＳメッシュ）を設ける。外気取り入れチャンバーは防虫ネット（ＳＵＳメッシュ）を設ける。外気取り入れチャンバーは防虫ネット（ＳＵＳメッシュ）を設ける。外気取り入れチャンバーは防虫ネット（ＳＵＳメッシュ）を設ける。外気取り入れチャンバーは防虫ネット（ＳＵＳメッシュ）を設ける。外気取り入れチャンバーは防虫ネット（ＳＵＳメッシュ）を設ける。外気取り入れチャンバーは防虫ネット（ＳＵＳメッシュ）を設ける。（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） 上層階：2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階上層階：2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階上層階：2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階上層階：2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階上層階：2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階上層階：2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階上層階：2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階

設置する。（室名 ： 図示による）設置する。（室名 ： 図示による）設置する。（室名 ： 図示による）設置する。（室名 ： 図示による）設置する。（室名 ： 図示による）設置する。（室名 ： 図示による）設置する。（室名 ： 図示による）ガス漏れ警報機ガス漏れ警報機ガス漏れ警報機ガス漏れ警報機ガス漏れ警報機ガス漏れ警報機ガス漏れ警報機 　　※防虫ネットは容易に取外しが出来る構造とする。　　※防虫ネットは容易に取外しが出来る構造とする。　　※防虫ネットは容易に取外しが出来る構造とする。　　※防虫ネットは容易に取外しが出来る構造とする。　　※防虫ネットは容易に取外しが出来る構造とする。　　※防虫ネットは容易に取外しが出来る構造とする。　　※防虫ネットは容易に取外しが出来る構造とする。中間階：地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの中間階：地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの中間階：地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの中間階：地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの中間階：地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの中間階：地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの中間階：地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） 重要機器は、次のものを示す。重要機器は、次のものを示す。重要機器は、次のものを示す。重要機器は、次のものを示す。重要機器は、次のものを示す。重要機器は、次のものを示す。重要機器は、次のものを示す。 要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事）要（　　別途工事　　　本工事） 不要不要不要不要不要不要不要引込負担等引込負担等引込負担等引込負担等引込負担等引込負担等引込負担等
給水装置給水装置給水装置給水装置給水装置給水装置給水装置 排水装置排水装置排水装置排水装置排水装置排水装置排水装置 換気機器換気機器換気機器換気機器換気機器換気機器換気機器 空調機器空調機器空調機器空調機器空調機器空調機器空調機器 熱源機器熱源機器熱源機器熱源機器熱源機器熱源機器熱源機器 防災設備防災設備防災設備防災設備防災設備防災設備防災設備

集合装置集合装置集合装置集合装置集合装置集合装置集合装置 標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による。
監視制御設備監視制御設備監視制御設備監視制御設備監視制御設備監視制御設備監視制御設備 危険物貯蔵装置危険物貯蔵装置危険物貯蔵装置危険物貯蔵装置危険物貯蔵装置危険物貯蔵装置危険物貯蔵装置 火を使用する設備火を使用する設備火を使用する設備火を使用する設備火を使用する設備火を使用する設備火を使用する設備 非難経路上に設置する機器非難経路上に設置する機器非難経路上に設置する機器非難経路上に設置する機器非難経路上に設置する機器非難経路上に設置する機器非難経路上に設置する機器

ａａａａａａａ ｂｂｂｂｂｂｂ転倒防止転倒防止転倒防止転倒防止転倒防止転倒防止転倒防止 標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（ ）による。）による。）による。）による。）による。）による。）による。

機器明示機器明示機器明示機器明示機器明示機器明示機器明示 ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ等に機器の明示を行う。ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ等に機器の明示を行う。ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ等に機器の明示を行う。ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ等に機器の明示を行う。ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ等に機器の明示を行う。ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ等に機器の明示を行う。ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ等に機器の明示を行う。

明示ｻﾝﾌﾟﾙ明示ｻﾝﾌﾟﾙ明示ｻﾝﾌﾟﾙ明示ｻﾝﾌﾟﾙ明示ｻﾝﾌﾟﾙ明示ｻﾝﾌﾟﾙ明示ｻﾝﾌﾟﾙ △△系統△△系統△△系統△△系統△△系統△△系統△△系統PAC-○○PAC-○○PAC-○○PAC-○○PAC-○○PAC-○○PAC-○○
　　××年××月 設置　　××年××月 設置　　××年××月 設置　　××年××月 設置　　××年××月 設置　　××年××月 設置　　××年××月 設置

ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ又はｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄによるものとする。ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ又はｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄによるものとする。ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ又はｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄによるものとする。ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ又はｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄによるものとする。ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ又はｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄによるものとする。ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ又はｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄによるものとする。ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ又はｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄによるものとする。

エアー設備工事エアー設備工事エアー設備工事エアー設備工事エアー設備工事エアー設備工事エアー設備工事

冷冷冷冷冷冷冷

却却却却却却却

設設設設設設設

備備備備備備備

冷却設備工事冷却設備工事冷却設備工事冷却設備工事冷却設備工事冷却設備工事冷却設備工事

設設設設設設設

備備備備備備備

エエエエエエエ
アアアアアアア

ーー ーー ーー ー

■■■■■■■■■■■■■■

（　　７５ｃｍ　　６０ｃｍ）以上とする（事業所給水装置工事施工基準による）。（　　７５ｃｍ　　６０ｃｍ）以上とする（事業所給水装置工事施工基準による）。（　　７５ｃｍ　　６０ｃｍ）以上とする（事業所給水装置工事施工基準による）。（　　７５ｃｍ　　６０ｃｍ）以上とする（事業所給水装置工事施工基準による）。（　　７５ｃｍ　　６０ｃｍ）以上とする（事業所給水装置工事施工基準による）。（　　７５ｃｍ　　６０ｃｍ）以上とする（事業所給水装置工事施工基準による）。（　　７５ｃｍ　　６０ｃｍ）以上とする（事業所給水装置工事施工基準による）。

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料 地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設地中埋設 屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般 屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出

配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP） 配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）

ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE） ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）

塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD） 塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA） 塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）

配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料 屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般 屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出

冷　却冷　却冷　却冷　却冷　却冷　却冷　却

配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP） 配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）

ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE）ポリエチレン管（PE） ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）ステンレス鋼管（SUS306）

塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD）塩ビライニング鋼管（SGP-VD） 塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA） 塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）塩ビライニング鋼管（SGP-VA）

配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）

配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）配管用炭素鋼鋼管（SGP）

エアーエアーエアーエアーエアーエアーエアー

■■■■■■■

ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板 ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板ガルバリウム鋼板■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■■■■■■■■ 地中埋設標等地中埋設標等地中埋設標等地中埋設標等地中埋設標等地中埋設標等地中埋設標等 地中埋設標　　　　（地中埋設標　　　　（地中埋設標　　　　（地中埋設標　　　　（地中埋設標　　　　（地中埋設標　　　　（地中埋設標　　　　（ 要要要要要要要 不要）不要）不要）不要）不要）不要）不要）

■■■■■■■ ■■■■■■■埋設表示用テープ　（埋設表示用テープ　（埋設表示用テープ　（埋設表示用テープ　（埋設表示用テープ　（埋設表示用テープ　（埋設表示用テープ　（ 要（排水管を除く）要（排水管を除く）要（排水管を除く）要（排水管を除く）要（排水管を除く）要（排水管を除く）要（排水管を除く） 不要）不要）不要）不要）不要）不要）不要）

■■■■■■■ 保温工事保温工事保温工事保温工事保温工事保温工事保温工事 ■■■■■■■ ■■■■■■■ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(外部)ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(外部)ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(外部)ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(外部)ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(外部)ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(外部)ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(外部)■■■■■■■■■■■■■■ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(内部)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(内部)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(内部)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(内部)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(内部)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(内部)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(内部)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ(外部)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ(外部)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ(外部)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ(外部)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ(外部)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ(外部)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ(外部)

耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP） 耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP） 耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）耐衝撃性硬質塩ビ管（HIVP）

保　　温保　　温保　　温保　　温保　　温保　　温保　　温 屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。屋外露出配管は保温を行う。仕様は給水配管と同等とする。

■■■■■■■

金網仕上げ（内部）金網仕上げ（内部）金網仕上げ（内部）金網仕上げ（内部）金網仕上げ（内部）金網仕上げ（内部）金網仕上げ（内部）

■■■■■■■

埋設管施工に伴うハツリ復旧工事埋設管施工に伴うハツリ復旧工事埋設管施工に伴うハツリ復旧工事埋設管施工に伴うハツリ復旧工事埋設管施工に伴うハツリ復旧工事埋設管施工に伴うハツリ復旧工事埋設管施工に伴うハツリ復旧工事

■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■ 合成樹脂カバー合成樹脂カバー合成樹脂カバー合成樹脂カバー合成樹脂カバー合成樹脂カバー合成樹脂カバー

36.436.436.436.436.436.436.4 61.961.961.961.961.961.961.9

0.30.30.30.30.30.30.3 64.464.464.464.464.464.464.4

地名：岐阜地名：岐阜地名：岐阜地名：岐阜地名：岐阜地名：岐阜地名：岐阜

図面の種類図面の種類図面の種類図面の種類図面の種類図面の種類図面の種類

縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号 葉之内葉之内葉之内葉之内葉之内葉之内葉之内

発　注　者発　注　者発　注　者発　注　者発　注　者発　注　者発　注　者 可　児　市　役　所可　児　市　役　所可　児　市　役　所可　児　市　役　所可　児　市　役　所可　児　市　役　所可　児　市　役　所

設計事務所設計事務所設計事務所設計事務所設計事務所設計事務所設計事務所 キタイ設計株式会社キタイ設計株式会社キタイ設計株式会社キタイ設計株式会社キタイ設計株式会社キタイ設計株式会社キタイ設計株式会社

可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事
工　事　名工　事　名工　事　名工　事　名工　事　名工　事　名工　事　名

機械設備工事　特記仕様書機械設備工事　特記仕様書機械設備工事　特記仕様書機械設備工事　特記仕様書機械設備工事　特記仕様書機械設備工事　特記仕様書機械設備工事　特記仕様書

M-01M-01M-01M-01M-01M-01M-01

（本部棟改修工事）（本部棟改修工事）（本部棟改修工事）（本部棟改修工事）（本部棟改修工事）（本部棟改修工事）（本部棟改修工事）
可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事可児市運動公園グラウンド整備工事

（管理棟新築工事）（管理棟新築工事）（管理棟新築工事）（管理棟新築工事）（管理棟新築工事）（管理棟新築工事）（管理棟新築工事）
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照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m
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汚汚汚汚汚汚汚

ＭＨＭＨＭＨＭＨＭＨＭＨＭＨ

MHMHMHMHMHMHMH

113. 05113. 05113. 05113. 05113. 05113. 05113. 05

53イ45153イ45153イ45153イ45153イ45153イ45153イ451

53イ45253イ45253イ45253イ45253イ45253イ45253イ452

可児高校引込11号右3可児高校引込11号右3可児高校引込11号右3可児高校引込11号右3可児高校引込11号右3可児高校引込11号右3可児高校引込11号右3

自転車置場自転車置場自転車置場自転車置場自転車置場自転車置場自転車置場

汚水汚水汚水汚水汚水汚水汚水

EEEEEEE 汚水汚水汚水汚水汚水汚水汚水

AsAsAsAsAsAsAs

AsAsAsAsAsAsAs

asasasasasasas

U240
U240U240U240
U240U240U240

113. 55113. 55113. 55113. 55113. 55113. 55113. 55

113. 53113. 53113. 53113. 53113. 53113. 53113. 53

汚水汚水汚水汚水汚水汚水汚水

汚水汚水汚水汚水汚水汚水汚水

EEEEEEE

汚水汚水汚水汚水汚水汚水汚水

止止止止止止止

止止止止止止止

EEEEEEE

EEEEEEE

EEEEEEE

53イ35153イ35153イ35153イ35153イ35153イ35153イ351

可児高校引込１１ 右4左2可児高校引込１１ 右4左2可児高校引込１１ 右4左2可児高校引込１１ 右4左2可児高校引込１１ 右4左2可児高校引込１１ 右4左2可児高校引込１１ 右4左2

汚水汚水汚水汚水汚水汚水汚水

汚水汚水汚水汚水汚水汚水汚水

汚水汚水汚水汚水汚水汚水汚水

53イ35253イ35253イ35253イ35253イ35253イ35253イ352

可児高校引込１１ 右4左3可児高校引込１１ 右4左3可児高校引込１１ 右4左3可児高校引込１１ 右4左3可児高校引込１１ 右4左3可児高校引込１１ 右4左3可児高校引込１１ 右4左3

止止止止止止止

53イ35353イ35353イ35353イ35353イ35353イ35353イ353

可児高校引込11右4左4可児高校引込11右4左4可児高校引込11右4左4可児高校引込11右4左4可児高校引込11右4左4可児高校引込11右4左4可児高校引込11右4左4

物置物置物置物置物置物置物置部室部室部室部室部室部室部室
112. 93112. 93112. 93112. 93112. 93112. 93112. 93

113. 32113. 32113. 32113. 32113. 32113. 32113. 32

112. 88112. 88112. 88112. 88112. 88112. 88112. 88 112. 90112. 90112. 90112. 90112. 90112. 90112. 90

TA. 1-4TA. 1-4TA. 1-4TA. 1-4TA. 1-4TA. 1-4TA. 1-4

T可児高校引込11号右5T可児高校引込11号右5T可児高校引込11号右5T可児高校引込11号右5T可児高校引込11号右5T可児高校引込11号右5T可児高校引込11号右5空空空空空空空

(車両対応)(車両対応)(車両対応)(車両対応)(車両対応)(車両対応)(車両対応)

照明柱14. 5m照明柱14. 5m照明柱14. 5m照明柱14. 5m照明柱14. 5m照明柱14. 5m照明柱14. 5m

照明柱14. 5m照明柱14. 5m照明柱14. 5m照明柱14. 5m照明柱14. 5m照明柱14. 5m照明柱14. 5m
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サッカーコート (1)サッカーコート (1)サッカーコート (1)サッカーコート (1)サッカーコート (1)サッカーコート (1)サッカーコート (1)サッカーコート (2)サッカーコート (2)サッカーコート (2)サッカーコート (2)サッカーコート (2)サッカーコート (2)サッカーコート (2)

50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）

一般一般一般一般一般一般一般 一般一般一般一般一般一般一般 少年少年少年少年少年少年少年 少年少年少年少年少年少年少年

ゴール置場(2)ゴール置場(2)ゴール置場(2)ゴール置場(2)ゴール置場(2)ゴール置場(2)ゴール置場(2)

一般一般一般一般一般一般一般

少年少年少年少年少年少年少年

少年少年少年少年少年少年少年

一般一般一般一般一般一般一般

少年少年少年少年少年少年少年

少年少年少年少年少年少年少年

ゴール置場(1)ゴール置場(1)ゴール置場(1)ゴール置場(1)ゴール置場(1)ゴール置場(1)ゴール置場(1)少年少年少年少年少年少年少年

少年少年少年少年少年少年少年
ゴール置場(4)ゴール置場(4)ゴール置場(4)ゴール置場(4)ゴール置場(4)ゴール置場(4)ゴール置場(4)

ブルペンブルペンブルペンブルペンブルペンブルペンブルペン

観覧スタンド観覧スタンド観覧スタンド観覧スタンド観覧スタンド観覧スタンド観覧スタンド

ダッグアウトダッグアウトダッグアウトダッグアウトダッグアウトダッグアウトダッグアウト倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫 観覧スタンド観覧スタンド観覧スタンド観覧スタンド観覧スタンド観覧スタンド観覧スタンド
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(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)

野球場野球場野球場野球場野球場野球場野球場

(両翼91. 5m, 中堅115. 8m)(両翼91. 5m, 中堅115. 8m)(両翼91. 5m, 中堅115. 8m)(両翼91. 5m, 中堅115. 8m)(両翼91. 5m, 中堅115. 8m)(両翼91. 5m, 中堅115. 8m)(両翼91. 5m, 中堅115. 8m)

照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m

照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m
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縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m 縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m縁石切下部2. 0m

縁石切下部6. 0m縁石切下部6. 0m縁石切下部6. 0m縁石切下部6. 0m縁石切下部6. 0m縁石切下部6. 0m縁石切下部6. 0m

68m×105m 1面(白）68m×105m 1面(白）68m×105m 1面(白）68m×105m 1面(白）68m×105m 1面(白）68m×105m 1面(白）68m×105m 1面(白）

50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）50m×68m 2面(青）

キュービクルキュービクルキュービクルキュービクルキュービクルキュービクルキュービクル

(新設）(新設）(新設）(新設）(新設）(新設）(新設）
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車両進入口車両進入口車両進入口車両進入口車両進入口車両進入口車両進入口

W=10. 0mW=10. 0mW=10. 0mW=10. 0mW=10. 0mW=10. 0mW=10. 0m

W=4. 0mW=4. 0mW=4. 0mW=4. 0mW=4. 0mW=4. 0mW=4. 0m

防球ネット  H=8. 0m L=78. 8m防球ネット  H=8. 0m L=78. 8m防球ネット  H=8. 0m L=78. 8m防球ネット  H=8. 0m L=78. 8m防球ネット  H=8. 0m L=78. 8m防球ネット  H=8. 0m L=78. 8m防球ネット  H=8. 0m L=78. 8m

防球ネット  H=8. 0m L=112. 9m防球ネット  H=8. 0m L=112. 9m防球ネット  H=8. 0m L=112. 9m防球ネット  H=8. 0m L=112. 9m防球ネット  H=8. 0m L=112. 9m防球ネット  H=8. 0m L=112. 9m防球ネット  H=8. 0m L=112. 9m
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可児高校引込11号右5可児高校引込11号右5可児高校引込11号右5可児高校引込11号右5可児高校引込11号右5可児高校引込11号右5可児高校引込11号右5

53イ34353イ34353イ34353イ34353イ34353イ34353イ343
外周通路W=3. 0m外周通路W=3. 0m外周通路W=3. 0m外周通路W=3. 0m外周通路W=3. 0m外周通路W=3. 0m外周通路W=3. 0m
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照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m

※単独柱※単独柱※単独柱※単独柱※単独柱※単独柱※単独柱

照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m

(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)(ファールポール兼用)

ゴール置場(3)ゴール置場(3)ゴール置場(3)ゴール置場(3)ゴール置場(3)ゴール置場(3)ゴール置場(3)
照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m

照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m
※単独柱※単独柱※単独柱※単独柱※単独柱※単独柱※単独柱

サクラ(新植）サクラ(新植）サクラ(新植）サクラ(新植）サクラ(新植）サクラ(新植）サクラ(新植）

照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m

照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m照明柱H=14. 5m

車両進入口車両進入口車両進入口車両進入口車両進入口車両進入口車両進入口

※両側※両側※両側※両側※両側※両側※両側

照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m照明柱H=18. 5m
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